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はじめに 基本操作1 - 2
概要 0

はじめに

アプリケーシ ョ ン 
インテグレーシ ョ ン 
サブシステム

スターリ ング コマースの電子商取引マッピング ソフ ト ウェア、 Gentran:Server® 
for Windows® アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン システムをご購入いただき

あ りがと う ございます。 Gentran:Server for Windows は、 パートナーにドキュ メン

ト を送信する と きに自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルを EDI スタンダード形式

に ト ランスレート  ( アウ トバウンド  マッピング ) し、 パートナーから ドキュ メン

ト を受信する と きに EDI スタンダード形式を自社のアプリ ケーシ ョ ン形式に ト

ランスレート  ( インバウンド  マッピング ) するためのツールを提供します。
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基本操作 本書の内容 1 - 3
本書の内容

概要 このガイ ドには、 EDIFACT スタンダードを用いた Gentran:Server for Windows ア
プ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム用のチュート リ アルが含まれ

ています。 このチュート リ アルでは、 インバウンド  マッピング ( 発注書 ) の例お

よびアウ トバウンド  マッピング ( 請求書 ) の例を取り上げます。 このチュート リ

アルの目的は、 マッピング プロセスを理解しやすい簡潔なステップに細分化す

るこ とであ り、 例を使用するこ とによ り、 ユーザー独自のマップの作成に必要
なタスクを習得できるよ うにします。

参照情報にアクセスするには、 Gentran:Server for Windows アプ リ ケーシ ョ ン イン

テグレーシ ョ ンのオンライン  ヘルプまたは 『アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレー

シ ョ ン  ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。 このガイ ドに記載されているタ

スクの詳細については、 Gentran:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照し

て ください。

メモ
このマニュアルの前提知識と して、 PC および Microsoft® Windows の次の機能に
関する知識が必要です。

◗ マウスおよびカーソルの動作を説明する用語。

◗ Windows の属性を説明する用語 ( ダイアログ ボッ クス、 アイコン、 ウ ィンド
ウ、 およびボタンなど )。

また、 このガイ ドの前提知識と して、 EDI のコンセプ ト、 EDI スタンダード構
造、 内部アプリ ケーシ ョ ン形式、 データ  マッピングのコンセプ ト、 および 
Gentran:Server for Windows に関する知識が必要です。

目次 このマニュアルは、 複数の章で構成されています。 次の表に、 各章の概略をま
とめます。

章番号 章タイ トル 説明

1 基本操作 このガイ ドの内容、 構成、 表記、 およびシス
テム要件について説明します。 この章では、
Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン  
インテグレーシ ョ ンを使用してマップをビル
ドする方法、 およびグローバル表示オプシ ョ
ンのカスタマイズ方法を簡単に説明します。
また、 マッピングおよび Gentran:Server for 
Windows についても概説します。

2 インバウンド
発注書

EDIFACT インバウンド  (ORDERS) 発注書用エ

クスポート  マップの作成に必要なタスクおよ

び手順について説明します。

( 次のページへ続く )
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本書の内容 基本操作1 - 4
3 アウ トバウンド
請求書

EDIFACT アウ トバウンド  (INVOIC) 請求書用

システム インポート  マップおよびインポート  
マップの作成に必要なタスク と手順について
説明します。

用語解説 マッピングの定義、 および Gentran:Server for 
Windows アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ

ン サブシステムの用語や概念について解説し

ます。

 ( 続き )
章番号 章タイ トル 説明
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基本操作 マッピングの概要 1 - 5
マッピングについて 0

マッピングの概要

はじめに マップとは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルと  EDI スタンダード との関係を示すた

めに、 Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシ

ステムでユーザーが定義する一連の指示のこ とです。 また、 マップには、 シス
テムによるデータの ト ランスレーシ ョ ン方法も定義されます。

インバウンド  
マッピング

インバウンド  マッピングでは、 ト レーディング パートナーの EDI スタンダード

形式のビジネス  ドキュ メン トが自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式に ト ラン

スレーシ ョ ンされます。 インバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ンするには、

Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム

でエクスポート  マップを作成する必要があ り ます ( アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル

への " エクスポート処理 " がシステムによって実行されているためです )。

アウトバウンド  
マッピング

アウ トバウンド  マッピングでは、 ドキュ メン ト をパートナーへ送信できるよ う

に、 自社で使用されているアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式が EDI スタンダード

形式に ト ランスレーシ ョ ンされます。 アウ トバウンド  データを ト ランスレー

シ ョ ンするには、 インポート  マップおよびシステム インポート  マップを作成す

る必要があ り ます。 システムによって、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルからの " イ

ンポート処理 " が実行されているので、 インポート  マップを作成する必要があ

り ます。 インポート  マップは、 自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル ( フラ ッ ト定

義ファイル ) のデータを、 パートナーが受け取る  EDI スタンダード形式ドキュ メ

ン トへ変換する方法を定義します。 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルに複数のドキュ

メン トが含まれている場合、 ドキュ メン トの処理に使用するインポート  マップ

をシステムが特定できるよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル内の各ドキュ メン

トに対応する取引関係 ( パートナー エディ タで作成 ) を指定するシステム イン

ポート  マップを作成する必要があ り ます。 システム  インポート  マップ作成の詳

細については、 『アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参

照して ください。

( 次のページへ続く )
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ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

ユーザーが作成したマップは、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの " ソース " と
な り ます。 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 ファ イルをある形式から別の

形式に変換する方法を ト ランスレータに指示する一連のルールです。 ト ランス
レーシ ョ ン中に実行するすべての機能には、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

が必要です。 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 Gentran:Server for Windows 
EDI のすべての ト ランスレーシ ョ ン機能を制御します。 ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トは、 次の 2 種類のカテゴ リのいずれかに分類できます。

◗ システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

◗ ユーザー ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トでは、 インターチェンジ、 ファンク

シ ョナル グループ、 およびト ランザクシ ョ ン  セッ トの作成と分割を制御します。

また、 ファンクシ ョナル受信確認を生成した り、 ファンクシ ョナル受信確認と
の整合性をと るためにも使用されます。 ユーザー ト ランスレーシ ョ ン オブジェ

ク トでは、 データ入力、 インポート、 エクスポート、 ターンアラウンド  ドキュ

メン ト 、 および印刷レポート作成を制御します。 必要なシステム  ト ランスレー

シ ョ ン  オブジェク トはすべて、 Gentran:Server for Windows によって自動的にイン

ス トールされます。

Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンでは、 インポー

ト、 エクスポート、 およびターンアラウンド  ドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト を作成できます。 Gentran:Server for Windows フォーム インテグ

レーシ ョ ン サブシステムでは、 データ登録ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トお

よび印刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を作成できます。 Gentran:Server for 
Windows アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム ( または 
Gentran:Server for Windows フォーム インテグレーシ ョ ン サブシステム ) を使用し

て ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を生成したら、 その ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト を  Gentran:Server に登録する必要があ り ます。 また、 すべての ト レー

ディング パートナーに対して適切な取引関係を確立するこ と も必要です。 取引

関係を確立するには、 ト ランスレータがデータの ト ランスレーシ ョ ンに使用す
る適切な ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト名を指定しておく必要があ り ます。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト 、 ト レーディング パートナーの関係、 および
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの命名の詳細については、 Gentran:Server for 
Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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基本操作 マッピングの概要 1 - 7
図 : インバウンドお

よびアウトバウンド  
ト ランスレーシ ョ ン
処理

次の図に、 インバウンドおよびアウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン処理を示し

ます。

インポート  マップを作成する際には、 自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式お

よびパートナーが自社から受信する ドキュ メン トの形式と して期待する  EDI ス
タンダード形式を、 Gentran:Server for Windows に対して定義する必要があ り ま

す。 エクスポート  マップを作成する際には、 Gentran:Server for Windows に対し

て、 EDI スタンダード形式 ( パートナーが送信する ドキュ メン ト ) と自社のアプ

リ ケーシ ョ ン  ファ イル形式 ( アプ リ ケーシ ョ ンが処理できるデータ形式 ) を定義

する必要があ り ます。

Gentran:Server

EDI

EDI

アプリケーシ ョ ン

アプリケーシ ョ ン

インバウンド

アウトバウンド

エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト
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ファイル書式

概要 このセクシ ョ ンでは、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式および EDI ファ イル書式

について説明します。

アプリケーシ ョ ン 
ファイル書式

インポート  マップまたはエクスポート  マップを作成する場合、Gentran:Server for 
Windows アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムに対して、 アプリ

ケーシ ョ ンを定義する必要があ り ます。 Gentran:Server for Windows 用語では、 自

社で使用しているアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルは " 固定形式ファイル " または " 固
定長ファイル " と も呼ばれます。 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルには、 パートナー

のドキュ メン トから抽出するフ ィールド情報 ( マップがインバウンドの場合 )、
またはパートナーに送信するすべての情報 ( マップがアウ トバウンドの場合 ) が
含まれている必要があ り ます。

アプリケーシ ョ ン 
マップ コンポーネ

ン ト

次の表に、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルの定義に使用されるマップ コンポーネン

トについてまとめます。

コンポーネン ト アイコン 説明

 グループ ループ構造のこ とで、 この構造にはグループ 
データが終了するまで、 あるいはループの繰
り返し可能最大数に達成するまで、 順次繰り
返される関連するレコード とグループまたは
どちらか一方が含まれます。 他のグループに
従属するグループ ( サブグループ ) を作成す

る場合、 このグループはネス ト されたループ
構造 ( ループ内のループ ) になり ます。 アプ

リ ケーシ ョ ン ( 固定長 ) ファ イルはグループ

であるため、 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレー

シ ョ ン サブシステム内の他のグループおよび

サブグループと同様に左の図に示すアイコン
で表されます。

( 次のページへ続く )
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メモ

◗ フ ィールドにマッピング処理が実行されている場合、 フ ィールドのアイコン
の上に赤いチェッ クマークが表示されます。

◗ フ ィールドがスタンダード  ルールを含む場合、 エレ メン ト  アイコンの右側
に黒いアスタ リ スクが表示されます。

アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式を定義する前に、 必要なレコード、 フ ィールド、

およびグループのレイアウ ト を取得する必要があ り ます。 各マップ コンポーネ

ン トは、 システムが処理するのに最も論理的な順番で順次並べられます。 アプ
リ ケーシ ョ ン  ファ イルの各レベルは、 順次作成される必要があ り ます。 たとえ

ば、 アプ リ ケーシ ョ ンにはレコード とグループが含まれます。 レコードには
フ ィールドが、 グループにはレコード とサブグループまたはどちらか一方が含
まれます。 つま り、 レコード とグループを作成してから、 それらに従属する
フ ィールドを作成する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )

レコード 関連フ ィールドのグループが含まれます。 レ
コードは一度だけ実行される場合と、 複数回
繰り返される場合があ り ます。 アプ リ ケー
シ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムで

は、 レコードが左の図に示すアイコンで表さ
れます。

 フ ィールド アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル内に定義される情

報の最小単位です。 フ ィールド とは、 対応す
る  EDI エレ メン トにマップ ( 連結 ) されるア

プ リ ケーシ ョ ン マップ コンポーネン トのこ と

を指します。 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレー

シ ョ ン サブシステムでは、 フ ィールドが左の

図に示すアイコンで表されます。 エレ メン ト
がスタンダード  ルールを含む場合、 エレ メン

トのアイコンの右に、 黒色のアスタ リ スクが
表示されます。

コンポーネン ト アイコン 説明
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EDI ファイル書式 EDI ファ イルには、 パートナーのドキュ メン トから抽出するために必要な情報 
( マップがインバウンドの場合 )、 またはパートナーに送信するために必要な情

報 ( マップがアウ トバウンドの場合 ) のいずれかのすべての情報が含まれている

必要があ り ます。

Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム

では、 ユーザーが選択したスタンダード  ( エージェンシー )、 バージ ョ ン、 ト ラ

ンザクシ ョ ン  セッ ト、およびリ リース  (TRADACOMS スタンダードの場合のみ ) 
に基づいて、 EDI ファ イルが生成されます。 システムには、 選択したドキュ メン

トのバージ ョ ンのスタンダード  エージェンシーによって定義されたすべてのグ

ループ、 セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン トが含まれます。 新しいマップを
作成する際に EDI ファ イルを生成する方法の詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ

ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。 インポート  マッ

プまたはエクスポート  マップを作成する場合、 通常、 システムが生成した EDI 
ファ イルをカスタマイズする必要があ り ます。 EDI ファ イルはマップ コンポー

ネン ト を修正した り、 Gentran:Server for Windows の特殊機能を使用して EDI ファ

イル構造を操作した り してカスタマイズできます。

ユーザーが使用する特定の EDI マップ コンポーネン トは、 作成されるマップの

種類に応じて異なり ますが、 具体的には、 選択されたスタンダード、 バージ ョ
ン、 およびト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( ドキュ メン ト ) や、 自社で必要と されるグ

ループ、 セグメン ト 、 複合エレ メン ト、 およびエレ メン ト などです。 EDI ファ イ

ルを生成または定義する前に、 どのマップ コンポーネン ト を使用しているか確

認するこ とをお勧めします。

特殊なスタンダード  
バージ ョ ン

Gentran:Server for Windows スタンダード  データベースでは使用できない特殊な

バージ ョ ンの EDI スタンダードを使用する場合、 EDI ファ イルをユーザーが定

義する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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EDI マップ 
コンポーネン ト

次の表に、Gentran:Server for Windows で EDI ファ イルの定義に使用されるマップ 
コンポーネン トについてま とめます。

コンポーネン ト アイコン 説明

 グループ ループ構造のこ とで、 この構造にはグループ 
データが終了するまで、 あるいはループの繰
り返し可能最大数に達成するまで、 順次繰り
返される関連するセグメン ト とグループまた
はどちらか一方が含まれます。 グループは 
EDI スタンダードによって定義されます。 他

のグループに従属するグループは、 サブグ
ループ ( ネス ト されたループ構造、 つま り

ループ内のループ ) になり ます。 EDI ファ イ

ルはグループであるため、 アプ リ ケーシ ョ ン  
インテグレーシ ョ ン サブシステム内の他のグ

ループおよびサブグループと同様に左の図に
示すアイコンで表されます。

セグメン ト 関連するエレ メン ト 、 または有用なデータを
やり取りするために組み合わされた複合デー
タ  エレ メン トのグループを含みます。 セグメ

ン トは EDI スタンダードによって定義されま

す。 セグメン トは一度だけ実行される場合と、
複数回繰り返される場合があ り ます。 アプリ
ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン サブシステム

では、 セグメン トが左の図に示すアイコンで
表されます。

 複合 複数のコンポーネン ト  データ  エレ メン ト また

はサブエレ メン ト を含むデータ  エレ メン トで

す。 複合は、 それらの複合を使用する  EDI ス
タンダード  (EDIFACT、 TRADACOMS、 およ

び一部の ANSI X12 スタンダード ) によって定

義されます。 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレー

シ ョ ン サブシステムでは、 複合が左の図に示

すアイコンで表されます。

( 次のページへ続く )
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メモ

◗ エレ メン トにマッピング処理が実行されている場合、 フ ィールドのアイコン
の上に赤いチェッ クマークが表示されます。

◗ エレ メン トがスタンダード  ルールを含む場合、 エレ メン トのアイコンの右
に、 黒色のアスタ リ スクが表示されます。

参照
マップ コンポーネン ト  プロパティのカスタマイズ、 および Gentran:Server for 
Windows の特殊機能を使用した EDI ファ イル構造の操作の詳細については、
Gentran:Server for Windows 『アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガ
イ ド』 を参照して ください。

 エレ メン ト EDI スタンダードによって定義される情報の

最小単位です。 個々のエレ メン トは、 それぞ
れの状況に応じて意味合いが異なり ます。 エ
レ メン トは、 通常、 セグメン トに組み合わせ
られて初めて有用な意味を持つとみなされま
す。 また、 エレ メン ト とは EDI マップ コン

ポーネン トのこ とで、 対応するアプ リ ケー
シ ョ ン フ ィールドにマッピング ( 連結 ) して、

EDI ファ イルとの間でデータをやり取り しま

す。 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サ
ブシステムでは、 エレ メン トが左の図に示す
アイコンで表されます。

コンポーネン ト アイコン 説明
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アプリケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン

サブシステム 0

概要

はじめに Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム

を使用する と、 パートナーにドキュ メン ト を送信する と きに自社のアプリ ケー
シ ョ ン  ファ イルを  EDI スタンダード形式に ト ランスレート  ( アウ トバウンド  
マッピング ) し、 パートナーから ドキュ メン ト を受信する と きに EDI スタンダー

ド形式を自社のアプリ ケーシ ョ ン形式に ト ランスレート  ( インバウンド  マッピ

ング ) できます。

ナビゲーシ ョ ン 次の 4 つのいずれかの方法で Gentran:Server for Windows [ アプ リ ケーシ ョ ン イン

テグレーシ ョ ン ] ウ ィンド ウにアクセスするこ とができます。

◗ メ イン  メニュー バーから メニュー オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

◗ メ イン  ツールバーの適切なボタンをク リ ッ ク します。

◗ マップの適切な部分をク リ ッ ク します。

◗ マップ コンポーネン ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク して、 シ ョート カッ
ト  メニューを表示します。 シ ョート カッ ト  メニューには、 マップ コンポー
ネン トで現在使用できるすべての機能が含まれています。 シ ョート カッ ト  
メニューの内容は、 選択したマップ コンポーネン トのレベルと種類によっ
て異な り ます。

メモ
Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンを起動する と、
メ イン  メニュー バーには、 メニュー項目のサブセッ トが表示されます。 新しい
マップを作成するか、 または既存のマップを開いた ( 読み込む ) と、 メニュー項
目の完全なセッ トが表示されます。
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[Gentran アプリケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ] 
ウィンドウ

[Gentran アプリ

ケーシ ョ ン インテ

グレーシ ョ ン ] 
ウィンドウ

次の図に、 [Gentran アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ] ウ ィンド ウを示し

ます。

( 次のページへ続く )

コン ト ロール メニュー タイ トル バー [ 最小化 ] / [ 最大化 ] / [ 閉じる ] ボタン

メイン メニュー バー メイン ツールバーステータス バー
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[ アプリケーシ ョ ン 
インテグレーション] 
ウィンドウの
コンポーネン ト

次の表に、 [ アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウのコンポーネン

ト をま とめます。

各部 機能

 コン ト ロール メニュー 次のコマンドがあ り ます。

◗ [ 復元 ]
◗ [ 移動 ]
◗ [ サイズ ]
◗ [ 最小化 ]
◗ [ 最大化 ]
◗ [ 閉じる ]

 タイ トル バー アプリ ケーシ ョ ンの名前が表示されます。 タイ ト
ル バーを使用するこ とによ り、 デスク ト ップ上の

ウ ィンド ウを移動するこ とができます。

最小化 ウ ィンド ウをアイコンと して表示します。

最大化 ウ ィンド ウを最大サイズで表示します。

メ イン  メニュー バー ド ロ ップダウン メニューが表示されます。 使用で

きないアイテムはグレー表示になっています。

参照
各コマンドの詳細説明は、 オンライン  ヘルプで検
索するこ とができます。

メ イン  ツールバー アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン サブシス

テムで頻繁に使用する機能にアクセスできます。
使用できないアイテムはグレー表示になっていま
す。 メ イン ツールバーはド ッキング可能なツール

バーなので、 ク ラ イアン ト  ウ ィンド ウの端に配置

するこ とができます。

ステータス  バー 選択、 コマンド、 およびプロセスの状態情報が表
示されます。 また、 メニューで反転表示した項目
の定義、 現在のキーボードの入力モード も表示さ
れます ("Caps Lock" キーの場合は CAP など )。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 基本操作1 - 16
グローバル表示オプションのカスタマイズ 0

概要

はじめに Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンでは、 マップの

表示形式をカスタマイズできます。 グローバル表示オプシ ョ ンは、 すべての
マップに適用されます。 このセクシ ョ ンでは、 次の操作の実行方法について説
明します。

◗ グローバル表示オプシ ョ ンのカスタマイズ

◗ 連結の表示 ( グローバル オプシ ョ ン )
◗ グローバル確認オプシ ョ ンの設定

メモ
グローバル マップ表示オプシ ョ ンの設定や変更はいつでもできます。

( 次のページへ続く )
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グローバル表示
オプシ ョ ンの
カスタマイズ

すべてのマップに適用されるグローバルな表示オプシ ョ ンをカスタマイズする
には、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。 [ 選択 ] ダイア

ログ ボッ クスでは、 GENTRAN:Server for Windows 用のグローバル

な既定値を設定するこ とができます。

システムからの応答
[ 選択 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。 既定では、 [ ツリ ー ] 
タブが表示されます。

2 グループ、 レコード  ( セグメン ト )、 およびフ ィールド  ( エレ メン

ト ) の説明の既定の表示をオンにする場合は、 適切なオプシ ョ ン

を選択します。

ヒン ト
通常は、 参照用にすべての説明を表示しておきます。 ただし、 画
面のサイズによっては、 説明を非表示にしないとマップ全体を表
示できない場合があ り ます。

メモ
説明を非表示にする前に、 マップのフォン ト  サイズを小さ く して
みるこ と もできます (GENTRAN:Server for Windows 『アプ リ ケー
シ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 の 「グローバルな
フォン トのカスタマイズ方法」 を参照して ください )。

3 [OK] をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 [ 選択 ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 基本操作1 - 18
連結のグローバル表
示のカスタマイズ

マッピングの連結は、 マップの入力側にあるフ ィールドまたはエレ メン ト を、
出力側にあるフ ィールドまたはエレ メン ト を結ぶ線と して表示されます。

マッピング連結のグローバルな表示をカスタマイズするには、 次の手順に従い
ます。

ステップ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムからの応答
[ 選択 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。 既定では、 [ ツリ ー ] 
タブが表示されます。

2 [ 連結 ] タブを選択して、 連結オプショ ンを表示します。 [ 連結 ] タ
ブでは、 マッ ピング連結の既定の表示を設定するこ と ができます。

3 次の設定のいずれか 1 つを選択します。

◗ [ 連結を非表示にする ] : マッピングの連結は表示されません。

◗ [ 選択したエレ メン トの連結のみを表示する ] : 現在選択してい
るフ ィールドのマッピング連結のみを表示します ( 一度に多
くの連結を表示するこ とによる混乱を避けるため、 このオプ
シ ョ ンによ り、 選択したフ ィールドに注意を集中するこ とが
できます )。

◗ [ 表示されている全エレ メン トの連結を表示する ] : マッピング
の連結をすべて表示します。

ユーザーが選択したオプシ ョ ンは、 すべてのマップに適用される
既定値になり ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



基本操作 概要 1 - 19
グローバル確認オプ
シ ョ ンの設定方法

[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスの [ 確認メ ッセージ ] タブでは、 どのよ う な場合に

確認メ ッセージを表示するかを指定できます。

注意
これらのオプシ ョ ンをどのよ うに設定するかによって、 受け取る確認メ ッセー
ジを、 このチュート リ アルの例よ り も多く または少なくするこ とができます。

確認オプシ ョ ンを設定するには、 次の手順に従います。

4 [OK] をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 [ 選択 ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムからの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既定では [ ツ リー ] タ
ブが表示されます )。

2 [ 確認メ ッセージ ] タブを選択します。

システムからの応答
確認オプシ ョ ンが表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 [ すべて確認 ] チェッ クボッ クスをオンにする  ( すべての確認メ ッ

セージを表示する ) か、 または実行された操作ごとに個々の確認

メ ッセージを選択して、 グローバル確認オプシ ョ ンを設定します。

4  [OK] をク リ ッ ク して、 確認オプシ ョ ンを保存します。

システムからの応答
選択した確認オプシ ョ ンが設定されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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アプリケーション インテグレーションでの

マップのビルド 0

概要

マップのビルド処理 次の表に、 マップのビルド処理の概要をま とめます。

段階 説明

1 準備と分析
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルのレイアウ ト を取得して、 使用してい
る  EDI スタンダード とどのよ うに対応しているかを判断します。
データを各アプリ ケーシ ョ ン フ ィールド との間でやり取りする方
法を判断します。

2 グローバル既定値の設定 ( 最初のみ )
GENTRAN:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ
ン サブシステムを初めて使用する と きは、 システムが使用する既
定値の日付書式を設定します。 グローバル日付の既定値の設定の
詳細については、 GENTRAN:Server for Windows 『ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

3 新規マップの作成、 保存、 および命名
マップの作成、 保存、 および命名の詳細については、 2 - 19 ページ
の 「エクスポート  マップの作成」 を参照して ください。

4 適切な EDI グループ、 セグメン ト、 およびエレ メ ン ト
のアクテ ィ ブ化
アクティブ化の詳細については、 2 - 25 ページの 「EDI マップ コ
ンポーネン トのアクティブ化」 を参照して ください。

5 アプリケーシ ョ ン  フ ァ イル書式の定義
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式の定義の詳細については、 2 - 32 
ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式の定義」 を参照して く
ださい。

6 各アプリケーシ ョ ン  フ ィールドに対する適切なデータ
のマップ
データのマップの詳細については、 2 - 58 ページの 「データのマッ
ピング」 を参照して ください。

7 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ ク トのコンパイル
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのコンパイル、 およびト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの命名規則の詳細については、 2 - 134 
ページの 「マップのコンパイル方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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8 マッピング レポートの印刷
マップを確認、 検討し、 必要に応じて修正します。 マッピング レ
ポートの印刷の詳細については、 2 - 137 ページの 「レポートの印
刷方法」 を参照して ください。

9 GENTRAN:Server for Windows に ト ランスレーシ ョ
ン オブジェ ク ト を登録
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録の詳細については、
GENTRAN:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

10 適切な取引関係の作成
GENTRAN:Server for Windows で、 ト レーディング パートナーに対
する適切な取引関係を確立します。 取引関係の作成の詳細につい
ては、 GENTRAN:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照し
て ください。 このチュート リ アルで使用される取引関係 
(PETZONE1) は、 チュート リ アルのディ スケッ トに収録されてい
ます。 このチュート リ アルを開始する前に、 パートナー プロファ
イル (PETZONE1.PAR) を  GENTRAN:Server for Windows にイン
ポートする必要があ り ます。 取引関係のインポートの詳細につい
ては、 GENTRAN:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照し
て ください。

11 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ ク トのテス ト
パートナーからテス ト  データを取得して、 データを処理します。
受信確認処理を確認します ( 該当する場合 )。 ネッ ト ワークのコ
ミ ュニケーシ ョ ンを確認します。

 ( 続き )
段階 説明
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チュート リアルの使い方

チュート リアルの
基礎

これらのチュート リ アルでは、 ユーザーが作成する ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク ト用のテス ト  データが提供されています。 次の表に、 テス ト  データの場

所の指定方法をま とめます。

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの種類 テスト  データ名 既定パスの場所

インバウンド  
( エクスポート )

PETTSTE1.INT C:¥GENSRVNT¥TUTORIAL
¥PETTESTE1.INT

アウ トバウンド  
( システム インポー

ト と インポート )

PET_EINV.TXT C:¥GENSRVNT¥TUTORIAL
¥PET_EINV.TXT
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インバウンド発注書 (ORDERS) はじめに 2 - 3
概要 0

はじめに

本章の内容 このチュート リ アルでは、 ト レーディング パートナーからの受信データ  
EDIFACT 発注書 (ORDERS) の ト ランスレーシ ョ ンに使われるマップの作成に必

要なタスクを定義しています。

この章では、 インバウンド発注書のマップ作成に関連するタスクおよび処理に
ついて説明します。 次の ト ピッ クが含まれています。

◗ マッピング分析

◗ 新規マップの作成

◗ グループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン トのアクティブ化

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式の定義

◗ データのマッピング

◗ マップのま とめ
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



基本操作 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 4
基本操作

概要 このマニュアルは、 この一冊で完全なチュート リ アルとなるよ うに書かれてい
ます。 インス トール プログラムと一緒に提供されている完成したマップを参照

せずに、 各タスクを順番に完了するこ とをお勧めします ( または、 モデルを使用

して自社のマップを検証して ください )。

このチュート リ アルの各タスクは、 ( あたかもユーザー独自のシナリオであるか

のよ うに ) 順次に完了するこ とによ り、 個々のマッピング タスクを習得できる

だけでなく、 独自マップの作成時に活用する手法に対する論理的アプローチも
習得できます。

インバウンド  マッ

ピングでの想定事項
とシナリオ

このチュート リ アルの演習では、 次のこ とを想定しています。

◗ ユーザーの勤務先は、 各種ペッ ト用サプライを製造する  MWT Manufacturing 
Co. です。

◗ MWT Manufacturing Co. は、 こ う したサプライを大手のペッ ト用サプライ小
売チェーンに直販しています。

◗ 大手のペッ ト用サプライ小売店である  Pet Zone は、 MWT Manufacturing Co. 
に発注書を送付している ト レーディング パートナーです。

MWT Manufacturing Co. は、 Pet Zone から受け取った発注書を自社で ト ランス

レーシ ョ ンするためのマップを作成する必要があ り ます。 発注書を自社のアプ
リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式にト ランスレーシ ョ ンした後は、 注文処理システム

で処理して Pet Zone へ商品を出荷するこ とができます。

注文の処理にシステムが必要とする情報を定義した既存のアプリ ケーシ ョ ン  
ファ イル レイアウ トは、 自社の受注部門から入手してあ り ます。 パートナーか

ら送信される注文書のデータ内容については、 Pet Zone との話し合いの内容から

把握して ください。

( 次のページへ続く )
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マッピング分析 マップ作成の第 1 ステップは、 マッピング要件を分析するこ とです。 これは、

マッピングを成功させる うえで最も重要なステップです。 分析が完了すれば、
効率的かつ論理的な方法でマップを作成するために必要なあらゆる情報が得ら
れます。 この重要なステップを省略する と、 マップ作成のタスクがかなり長引
いて困難になった り、 見落と しや手ぬかりが原因でマップが無効になった りす
る可能性があ り ます。

次の表に、 マッピング分析に使用されるステップをま とめます。 これらのス
テップは、 インバウンド  データおよびアウ トバウンドデータのどちらの ト ラン

スレーシ ョ ンにも適用されます。

ステップ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式を分析します。

2 パートナーの EDI ファ イル書式を分析します。

3 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式と  EDI ファ イル書式を相関させ

ます。

4 マップの作成を開始します。
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アプリケーシ ョ ン ファイル書式の分析 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 6
アプリケーシ ョ ン ファイル書式の分析

概要 マッピング分析では第 1 ステップと して、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式を分

析します。 その理由は、 ユーザーが最もよ く理解しているコンポーネン トであ
る と考えられるためです。 このチュート リ アル用のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル

書式には、 パートナーから送信された発注書から抽出する必要のある情報がす
べて格納されているため、 発注書がシステムで正し く処理され、 会社が注文に
適切に応じるこ とが可能となっています。

Gentran:Server for Windows アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンに対して、 アプ

リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式を定義する必要があ り ます。 自社に既存のアプリ

ケーシ ョ ン ファ イル書式がある場合は、 担当者からレコード  レイアウ ト を取得

して ください。 自社に既存のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式がない場合、 アプ

リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式を作成するには、 データを正し く処理すべきフ ィー

ルドを決定した後、 レコードの下に対象のフ ィールドを論理的にグループ化す
る必要があ り ます。

アプリケーシ ョ ン 
ファイル レイアウト

このチュート リ アルでは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル レイアウ トが次のよ うに

なっています。

フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長

ヘッダー レコード  (POHEADER)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

CUSTNUMHDR X Customer Number String 1 8

PODATEHDR X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMHDR X Purchase Order Number String 1 22

POTYPCODE Purchase Order Type Code String 0 2

SHIPTONAME Ship To Name String 0 35

SHIPTOADD1 Ship To Address Line 1 String 0 35

SHIPTOADD2 Ship To Address Line 2 String 0 35

SHIPTOCITY Ship To City String 0 35

SHIPTOSTATE Ship To State, Province, or 
Country

String 0 2

SHIPTOPOSTALCODE Ship To Postal Code String 0 9

( 次のページへ続く )
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インバウンド発注書 (ORDERS) アプリケーシ ョ ン ファイル書式の分析 2 - 7
BILLTONAME Bill To Name String 0 35

BILLTOADD1 Bill To Address Line 1 String 0 35

BILLTOADD2 Bill To Address Line 2 String 0 35

BILLTOCITY Bill To City String 0 35

BILLTOSTATE Bill To State, Province, or 
Country

String 0 2

BILLTOPOSTALCODE Bill To Postal Code String 0 9

DELDATE X Delivery Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

CANCELDATE X Cancel By Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

NUMLINEITEMS X Number of Line Items Number
(N0)

1 6

PO 明細グループ (PODetailGroup)。 1 メ ッセージにつき最大 20 万件。

明細レコード  (PODETAIL)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

CUSTNUMDET X Customer Number String 1 8

PODATEDET X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMDET X Purchase Order Number String 1 22

CUSTPROCODE X Customer Product Code String 1 30

UPCCODE X UPC Code String 1 30

UOM Unit of Measure String 0 7

UNITPR Unit Price Number
(N2)

0 14

QTYORD X Quantity Ordered Number
(N0)

1 9

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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( 次のページへ続く )

説明レコード  (PODESC)。 1 メ ッセージにつき最大 5 件。

CUSTNUMDESC X Customer Number String 1 8

PODATEDESC X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMDESC X Purchase Order Number String 1 22

DESC Description String 0 80

引当 / 料金レコード  (POALLCHG)。 1 メ ッセージにつき最大 5 件。

CUSTNUMAC X Customer Number String 1 8

PODATEAC X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMAC X Purchase Order Number String 1 22

ACIND Allowance or Charge
Indicator

String 0 1

ACMETHAND Allowance or Change
Method of Handling Code

String 0 2

ACTOTAMT Allowance or Charge Total
Amount

Number
(N2)

0 9

合計レコード  (POSUMMARY)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

CUSTNUMSUM X Customer Number String 1 8

PODATESUM X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMSUM X Purchase Order Number String 1 22

NUMLINEITEMSUM X Number of Line Items Number
(N0)

1 6

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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アプリケーシ ョ ン 
ファイル定義

上の表には、 Gentran:Server for Windows に対してアプリ ケーシ ョ ン ファ イル書式

を定義するために必要な最小限の情報 ( 名前、 状態区分 ( 必須 / オプシ ョ ン )、 説

明、 データ型、 およびフ ィールド長 ) が記載されています。 各レコード内には、

論理的に関連するアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドがグループ化されています。 こ

れらのフ ィールドに含まれている  EDI ファ イルは、 システムが発注書の処理に

必要と されるものです。 グループを構成するのは、 論理的に関連するアプ リ
ケーシ ョ ン レコードです。

各レコードにはキー (3 つのフ ィールドから構成される ) が含まれており、 各レ

コードの先頭に同じ識別情報が配置されるこ とが保証されています。 各レコー
ドを個別に識別するこ とを目的に、 アプリ ケーシ ョ ンにはレコード  キーが含ま

れています。 この発注書のレコード  キーの構成は、 次のとおりです。

◗ 自社パートナーのカスタマ番号

◗ 発注書日付

◗ 発注書番号

レコード / グループ

定義

レコード / グループ定義を、 次の表に示します。

レコード / グループ 定義

POHEADER ( ヘッダー ) 発注書タイプ コード、 出荷 / 請求先情報、 配

送 / キャンセル日付情報、 および発注書に記

載されるライン アイテム数で構成されていま

す。 このヘッダー レコードは必須であ り、 ト

ランスレーシ ョ ンされた発注書ごとに 1 回ず

つ出現します。

PODetailGroup ( 明細情報 ) ラ イン アイテムのすべての注文情報 ( アイテ

ム、 単位、 価格、 注文数量、 説明、 引当、 料
金などの情報 ) で構成されます。 各 
PODetailGroup は、 ト ランスレーシ ョ ンされ

た注文ごとに最大 20 万回出現するこ とがで

きます。 この数は、 最大発注数 (20 万アイテ

ム ) と同等です。 PODetailGroup の中の情報

は、 レコード単位でさ らに細分されます。

PODETAIL ( 明細 ) ラ イン アイテムのコード番号、 単位、 価格、

および注文数量が含まれています。
PODETAIL レコードは、 DetailGroup ごとに 
1 回ずつ出現します。

( 次のページへ続く )
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次の手順 これで、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式は十分に分析されました。 次の手順で

はパートナーから受信される発注書の要件を決定します。

PODESC ( 説明 ) 注文済みライン アイテムに関する説明情報が

含まれています。 PODESC レコードは 
PODetailGroup ごとに最大 5 回まで出現可能

です。 そのため、 アイテムごとに複数の説明
項目を使用するこ とができます。

例
ラ イン アイテムが "dog collar" の場合は、 [ 説
明 ] フ ィールドが "red"、 "large"、 および 
"leather" のよ うにな り ます。

POALLCHG ( 引当および料金 ) 引当 / 料金インジケータ、 処理方法コード、

および引当 / 料金の合計金額が含まれていま

す。 POALLCHG レコードは PODetailGroup 
ごとに最大 5 回まで出現可能です。 そのた

め、 アイテムごとに引当と料金またはどちら
か一方を複数回使用するこ とができます。

POSUMMARY ( 合計 ) 発注書に記載される合計ライン アイテム数が

含まれています。 POSUMMARY レコードは、

ト ランスレーシ ョ ンされた発注書ごとに 1 回
ずつ出現します。

 ( 続き )
レコード / グループ 定義
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EDI ファイルの分析

概要 EDI ファ イルを分析するには、 ト レーディング パートナーから自社宛てに何が

送信されるのかを、 まず最初に確認する必要があ り ます。 自社で使用するスタ
ンダード、 バージ ョ ン、 およびメ ッセージについては、 自社およびパートナー
の同意が必要です。 このチュート リ アルで使用しているのは、 EDIFACT スタン

ダード、 バージ ョ ン 92.1、 メ ッセージ ORDERS ( 発注書メ ッセージ ) です。 こ こ

で重要なのは、 自社パートナーが発注書に記載して送信する情報の種類、 およ
び使用される各エレ メン トに含まれるデータの種類を把握しておく こ とです。

EDI ファ イルを分析する前に、 使用する  EDI スタンダード  (1 つまたは複数 ) を
確認しておく と非常に役立ちます。 EDI スタンダードのマニュアルは、 ご使用の

各スタンダードおよびバージ ョ ンに対応したものを入手して ください。 スタン
ダードのマニュアルは、 EDI スタンダード  エージェンシーから入手するこ とが

できます。

パートナーと送信内容を検討した後に、 自社に必要なセグメン トおよびエレ メ
ン ト を決定し、 EDI スタンダードを再検討して、 使用可能に ( アクティブ化 ) す
るマップ コンポーネン トの一覧を作成します。

( 次のページへ続く )
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EDI ファイルの分析 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 12
マップ 
コンポーネン ト

次の表に、 このチュート リ アルに必要なマップ コンポーネン ト をま とめます。

ただし、 これらのコンポーネン トは現時点ではアクティブではあ り ません ( 複合

列は、 該当するエレ メン トの配置場所が分かる情報が表示されるだけです )。

メモ
条件グループまたは条件セグメン ト をアクティブにする と、 必須の従属セグメ
ン トおよびエレ メン トが自動的にアクティブになり ます。

推奨事項
 Gentran:Server for Windows で、 このマップで作成されたメ ッセージを容易に判別
するには、 マップごとにドキュ メン ト名を設定するこ とをお勧めします。 これ
によ り、 Gentran:Server for Windows のドキュ メン ト  ブラウザで、 各メ ッセージを
判別できるよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )

グループ セグメン ト グループ セグメン ト
複合

エレメン ト エレメン ト

BGM セグメン ト

( 既にアクティブ )
BGM05 エレ メン ト

BGM06 エレ メン ト

DTM セグメン ト

( 既にアクティブ )
C507 DTM02 エレ メン ト

NAD
グループ

NAD セグメン ト C080
C059
C059

NAD10 エレ メン ト

NAD16 エレ メン ト

NAD17 エレ メン ト

NAD19 エレ メン ト

NAD20 エレ メン ト

NAD21 エレ メン ト

LIN
グループ

LIN セグメン ト C212 LIN03 エレ メン ト

IMD2 セグメン ト C273 IMD:206 エレ メン ト

QTY:3 セグメン ト C186 QTY:303 エレ メン ト

MOA:5 セグメン ト C516 MOA:502 エレ メン ト

ALC
グループ

ALC:2 セグメン ト ALC:204 エレ メン ト

MOA
グループ

MOA:8
セグメン ト

C516 MOA:802 エレ メン ト

CNT セグメン ト C270
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マップ コンポーネ

ン ト  ( 続き )
ドキュ メン ト名を設定するには、 マップ内のエレ メン ト またはフ ィールドの う
ち、 このマップによ り ト ランスレーシ ョ ンされたメ ッセージを判別するデータ
が入っているものを選択する必要があ り ます。 ドキュ メン ト  ブラウザで、 この

メ ッセージが入った [ 名前 ] 列には、 選択されたエレ メン ト またはフ ィールドか

らのデータが入り ます。

推奨事項
エレ メン ト またはフ ィールドは、 メ ッセージ内に 1 回だけ出現する  String のデー
タ型のものを選択するこ とを強くお勧めします。 このチュート リ アルでは、 発
注書番号がマップのドキュ メン ト名となっています。

次の手順 EDI ファ イルおよびアプリ ケーシ ョ ンの分析完了後は、 2 つのコンポーネン ト を

相関させるこ とが、 マップ分析での最終ステップとな り ます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アプリケーシ ョ ン ファイルと  EDI ファイルの相関 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 14
アプリケーシ ョ ン ファイルと  EDI ファイルの相関

概要 アプ リ ケーシ ョ ンのファ イル書式と  EDI ファ イルとの整合性を維持するには、

各アプリ ケーシ ョ ン ファ イルとそれに対応する  EDI ファ イルのエレ メン ト を指

定して、 マッピングの方法を選択する必要があ り ます。 情報をフ ィールドに
マッピングする方法には、 連結、 スタンダード  ルール、 拡張ルール、 またはこ

れら  3 つを組み合わせたものがあ り ます。

連結 ( 簡易マッピング ) を使用する と、 マップの入力側にあるフ ィールドまたは

エレ メン ト を、 マップの出力側にあるフ ィールドまたはエレ メン トにマップす
るこ とができます。 2 つのマップ コンポーネン ト  ( フ ィールド ) 間の連結は、

2 つのフ ィールドをつなぐ線と して表示されます。

スタンダード  ルールを使用する と、 単純連結よ り複雑でも拡張ルールほどは手

間のかからない、 マップ操作機能へのアクセスが可能になり ます。

拡張ルールを使用する と、 ユーザーが Gentran:Server for Windows 専有のプログラ

ミ ング言語を使って、 ほとんどすべての必要なマッピング操作を実行するこ と
ができます。

さ らに、 EDI データのグループから拡張ルールを使用して抽出される出荷先や請

求先の名前、 住所などのアイテムをマッ プが処理できるよう に、 一時記憶 ( 作業 ) 
領域を設定するこ と もできます。

推奨事項
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルのフ ィールドごとに、 どのマッピング操作が必要か
を決めるこ とをお勧めします。

( 次のページへ続く )
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マッピング操作 次の表に、 このチュート リ アル用に必要な ( アプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド別 ) 
マッピング操作をま とめます。

フ ィールド名 説明 マッピング操作

ヘッダー レコード  (POHEADER)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

CUSTNUMHDR Customer Number パートナー レコードからアプ

リ ケーシ ョ ン ID を抽出

PODATEHDR Purchase Order Date "4" (PODATE) コードを使用し

て、 DTM02 へ連結

PONUMHDR Purchase Order Number BGM05 へ連結

POTYPCODE Purchase Order Type Code BGM06 へ連結

SHIPTONAME Ship To Name "ST" (ShipTo) コードを使用し

て、 NAD10 へ連結

SHIPTOADD1 Ship To Address Line 1 "ST" (ShipTo) コードを使用し

て、 NAD16 へ連結

SHIPTOADD2 Ship To Address Line 2 "ST" (ShipTo) コードを使用し

て、 NAD17 へ連結

SHIPTOCITY Ship To City "ST" (ShipTo) コードを使用し

て、 NAD19 へ連結

SHIPTOSTATE Ship To State, Province, or 
Country

"ST" (ShipTo) コードを使用し

て、 NAD20 へ連結

SHIPTOPOSTALCODE Ship To Postal Code "ST" (ShipTo) コードを使用し

て、 NAD21 へ連結

BILLTONAME Bill To Name "BT" (BillTo) コードを使用し

て、 NAD10 へ連結

BILLTOADD1 Bill To Address Line 1 "BT" (BillTo) コードを使用し

て、 NAD16 へ連結

BILLTOADD2 Bill To Address Line 2 "BT" (BillTo) コードを使用し

て、 NAD17 へ連結

BILLTOCITY Bill To City "BT" (BillTo) コードを使用し

て、 NAD19 へ連結

BILLTOSTATE Bill To State, Province, or 
Country

"BT" (BillTo) コードを使用し

て、 NAD20 へ連結

( 次のページへ続く )
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BILLTOPOSTALCODE Bill To Postal Code "BT" (BillTo) コードを使用し

て、 NAD21 へ連結

DELDATE Delivery Date "117" (DELDATE) コードを使

用して、 DTM02 へ連結

CANCELDATE Cancel By Date "153" (CANCELDATE) コード

を使用して、 DTM02 へ連結

NUMLINEITEMS Number of Line Items "2" (NUMLINEITEMS) コード

を使用して、 CNT02 へ連結

PO 明細グループ (PODetailGroup)。 1 メ ッセージにつき最大 20 万件。

明細ヘッダー (PODETAIL)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

CUSTNUMDET Customer Number パートナー レコードからアプ

リ ケーシ ョ ン ID を抽出

PODATEDET Purchase Order Date "4" (PODATE) コードを使用し

て、 DTM02 へ連結

PONUMDET Purchase Order Number BGM05 へ連結

CUSTPROCODE Customer Product Code LIN03 へ連結

UPCCODE UPC Code 適切な
"PRODCODE" からパート

ナー アイテム別に Partner xref 
を抽出

UOM Unit of Measure QTY:303 への連結のための拡

張ルール

UNITPR Unit Price "146" (UNITPRICE) コードを

使用して、 MOA:502 へ連結

QTYORD Quantity Ordered "21" (QTYORD) コードを使用

して、 QTY:302 へ連結

説明レコード  (PODESC)。 1 メ ッセージにつき最大 5 件。

CUSTNUMDESC Customer Number パートナー レコードからアプ

リ ケーシ ョ ン ID を抽出

PODATEDESC Purchase Order Date "4" (PODATE) コードを使用し

て、 DTM02 へ連結

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名 説明 マッピング操作
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( 次のページへ続く )

PONUMDESC Purchase Order Number BGM05 へ連結

DESC Description IMD:206 へ連結

引当 / 料金レコード  (POALLCHG)。 1 メ ッセージにつき最大 5 件。

CUSTNUMAC Customer Number パートナー レコードからアプ

リ ケーシ ョ ン ID を抽出

PODATEAC Purchase Order Date "4" (PODATE) コードを使用し

て、 DTM02 へ連結

PONUMAC Purchase Order Number BGM05 へ連結

ACIND Alowance or Charge 
Indicator

ALC:201 へ連結

ACMETHAND Allowance or Change 
Method of Handling Code

ALC:204 へ連結

ACTOTAMT Allowance or Charge Total 
Amount

MOA:802 へ連結

合計レコード  (POSUMMARY)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

CUSTNUMSUM Customer Number パートナー レコードからアプ

リ ケーシ ョ ン ID を抽出

PODATESUM Purchase Order Date "4" (PODATE) コードを使用し

て、 DTM02 へ連結

PONUMSUM Purchase Order Number BGM05 へ連結

NUMLINEITEMSUM Number of Line Items "2" (NUMLINEITEMS) コード

を使用して、 CNT02 へ連結

 ( 続き )
フ ィールド名 説明 マッピング操作
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クロスリファレンス 
テーブル

マップ データを ト ランスレーシ ョ ンするためにコード  テーブルが必要かど うか

を判断する必要があ り ます。 コード  テーブルが必要な場合は、 このマップでの

み使用可能なコード  テーブルを  Gentran:Server for Windows アプ リ ケーシ ョ ン イ
ンテグレーシ ョ ンで作成するか、 またはパートナー エディ タでパートナー関係

または内部システム パートナーにテーブルを追加するかを決める必要があ り ま

す。 このチュート リ アルでは、 購入済みアイテム用にパートナーのコードを ト
ランスレーシ ョ ンし、 同じアイテム用に自社コードを ト ランスレーシ ョ ンする
目的から、 ク ロス リ ファレンス  テーブルから取得されたをマップしておく必要

があ り ます。 ク ロス リ ファレンス  テーブルは、 自社とパートナーが異なる名前 
( または番号 ) でアイテムを参照している場合に使用します。

次の表に、 このチュート リ アルに付属しているクロス リ ファレンス  テーブル内

の情報をま とめます。

メモ
このク ロス リ ファレンス  テーブルは作成不要です。 Gentran:Server のインス トー
ル時にチュート リ アル データ と共に提供される  PETZONE パートナー 
(PETZONE1.PAR) に組み込まれているからです。

次の手順 アプ リ ケーシ ョ ンのファ イル書式をどのよ うに EDI ファ イルと関連付けるのか

計画した後に、 実際にマップの作成を開始します。

自社での値 パートナーでの値 説明 参照データ

12345678901234 555666411 Large Dog Collar Red

23456789012345 555666817 Spring Breeze Cat 
Litter

10# Bag

34567890123456 555666908 Small Beef Basted 
Rawhide Bones

Bag of 12

45678901234567 555666321 X-Large Food 
Bowl

Black

56789012345678 555666287 FatKat Kitty Bed Blue with White 
Trim

67890123456789 555666413 Catnip Mouse Toy
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エクスポート  マップ 0

エクスポート  マップの作成

概要 新しいマップを作成する と きの最初のタスクは、 マップの入力側および出力側
に使用される書式を定義するこ とです。 この例では、 エクスポート  マップを作

成するこ とによ り、 パートナーから送信された発注書を  Gentran:Server for 
Windows でアプリ ケーシ ョ ン ファ イルに ト ランスレーシ ョ ンできるよ うにしま

す。 マップの入力側には、 受信される  EDIFACT ORDERS 発注書を反映させる必

要があ り ます。 システムに対して ORDERS メ ッセージをユーザー自身が定義す

る代わりに、 Gentran:Server for Windows でシステム上のスタンダード  データベー

スを使用して、 スタンダードに従って発注書を作成できます。 マップの出力側
には、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルを反映させる必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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手順 インバウンド発注書のエクスポート  マップを作成するには、 次の手順に従い

ます。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 新規作成 ] を選択します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

2 次のいくつかの質問に答えた後、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

◗ [ 作成するマップの種類を指定して ください。 ]
[Export] を選択します。

◗ [ マップの名前を指定して ください。 ]
マップの一意名と して 「PET_EORD」 を入力します。 自動的
に .MAP 拡張子が追加されます。

◗ [ ユーザー名を入力して ください。 ]
ユーザー名がシステムから確認要求された名前とは異なる場
合に入力します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 入力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

メモ
マップの入力側の書式設定を完了する必要があ り ます。 入力側の
書式とは、 Gentran:Server システムによって ト ランスレーシ ョ ンさ
れるデータの書式です。

3 [ この構文を使用して新しいデータ形式を作成する ] リ ス トから  
[Delimited EDI] を選択し、 [ カスタマイズ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規 Delimited EDI] ウ ィザードが表示されます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 [ODBC データ  ソース ] リ ス トから  [Gentran Standards] (EDI スタ

ンダード  データ  ソースを別の名前で定義した場合はその名前 ) を
選択して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



インバウンド発注書 (ORDERS) エクスポート  マップの作成 2 - 21
6 次のよ うに選択します。

a. [[E] EDIFACT] スタンダード  エージェンシーを選択します。

b. [[092001] EDIFACT 1992 RELEASE 1 (92.1)] バージ ョ ンを選択
します。

c. [[ORDERS] PURCHASE ORDER MESSAGE] ト ランザクシ ョ
ン セッ ト を選択します。

d. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

7 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択された ト ランザクシ ョ ン  セッ トが読み込まれ、 [ 新規マップ 
ウ ィザード  - 入力書式 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 出力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

9 [ この構文を使用して新しいデータ形式を作成する ] リ ス トから  
[Positional ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

10 [ 完了 ] をク リ ッ クする と、 新しいマップが作成されます ( この処

理に想定される所要時間は 2 ～ 3 秒です )。

システムからの応答
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンのウ ィンド ウに新しいマッ
プが表示されます。

メモ
新しいマップの作成および保存が完了したら、 マップの入力側と
出力側を定義する必要があ り ます。 定義の手順は、 マップの種類
がインポート、 システム インポート、 エクスポート、 またはター
ンアラウンドのいずれであるかによって異なり ます。

( 次のページへ続く )
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ステップ 操作
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11 [ 編集 ] メニューから  [ 詳細 ] を選択します。

システムからの応答
[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

12 [ 説明 ] ボッ クスに 「PET E 92.1 ORDERS Export」 と入力します。

13 [ 主版 ] ボッ クスおよび [ 副版 ] ボッ クスにデータを入力して、 こ

の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのバージ ョ ン番号を指定しま

す。 [ 主版 ] ボッ クスには、 バージ ョ ン番号と して 「1」 を入力し

ます。 [ 副版 ] ボッ クスでは "0" を リ リース番号と してそのまま使

用します。

メモ
マップにメジャーな変更を加えた場合、 次の実数に対するバー
ジ ョ ンが ( たとえば、 2.0、 3.0 のよ うに ) 増分されます。 マップに
マイナーな変更を加えた場合、 パーセン ト  ポイン トに対するバー
ジ ョ ンが ( たとえば、 2.1、 2.2 のよ うに ) 増分されます。

14 [OK] をク リ ッ クする と、 マップの詳細が保存されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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15 [ ファ イル ] メニューの [ 名前を付けて保存 ] を選択します。

システムからの応答
[ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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次の手順 これで、 新しいエクスポート  マップの作成および保存が完了しました。 今度は、

マップの入力側および出力側を定義する必要があ り ます。

16 [ ファ イル名 ] ボッ クスに "pet_eord.map" が入っているこ とを確認

します。

メモ
マップを初めて保存する と き、 または " 名前を付けて保存 " 機能
を使用してマップのコピーを別の名前で保存する と きは、 フ ィー
ルド名をマップに割り当ててください。 マップを正し く定義する
ためには、 マップの名前に一意の文字 (1 ～ 8 文字 ) を使用する必
要があ り ます。 既定のファイル拡張子は ".MAP" です。 この拡張
子を使用するこ とによ り、 マップ ファ イルが他の種類のファイル 
( たとえば、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ) と区別されます。
Gentran:Server for Windows の命名規則と しては、 次のものが挙げ
られます。

◗ ソース  マッ プ (Gentran:Server for Windows で作成されたマッ プ ) 
に名前を付ける際には、 ( たとえば、 HEADER_T.MAP のよ う
に ) ファ イル拡張子 ".MAP " を使用する必要があ り ます。

◗ コンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト  ( ソース  
マップをコンパイルした結果と しての ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト ) に名前を付ける際には、 ソースマップに割り当
てられたものと同じファ イル名を使用しますが、 ( たとえば、
HEADER_T.TPL のよ うに ) ファ イル拡張子 ".TPL " を使用する
必要があ り ます。

推奨事項
上記の命名規則を使用して、 ソース  マップおよびコンパイル済み
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を他の種類のファイルと区別す
るこ とをお勧めします。 また、 ソース  マップと、 ソース  マップか
らコンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トに同じファ
イル名を使用 ( ただし、 異なるファ イル拡張子を付ける ) こ とを
お勧めします。

注意
コンパイルされる ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで、 ソース  
マップを上書きしないよ う十分に注意してください。 ソースマッ
プと区別するため、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト名には .TPL 
とい う ファ イル拡張子を使用して ください。

17 [ 保存 ] をク リ ッ クする と、 マップが保存されます。

メモ
このチュート リ アルの各セクシ ョ ンを完了した後、 またはマップ
に何らかの変更を加えた場合は、 [ ファ イル ] メ ニューから  [ 保存 ] 
を選択してマップを保存する必要があ り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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EDI マップ コンポーネン トのアクテ ィブ化

概要 次の表に、 EDI ファ イルのマップ コンポーネン ト をま とめます。

次の表に、 固定長ファイルのマップ コンポーネン ト をま とめます。

( 次のページへ続く )

アイコン 説明

EDI ファ イル

セグメン ト

ループ ( グループ )

複合エレ メン ト

エレ メン ト

アイコン 説明

固定長ファ イル

レコード

ループ ( グループ )

フ ィールド
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概要 ( 続き ) ユーザーが使用する特定の EDI マップ コンポーネン トは、 作成対象となるマッ

プの種類、 選択されたスタンダード、 バージ ョ ンおよびト ランザクシ ョ ン  セッ

ト  ( メ ッセージ ) のほか、 自社に必要なセグメン トおよびエレ メン トに応じて異

なり ます。 この手順を開始する前に、 使用するセグメン トおよびエレ メン ト を
決めておく こ とをお勧めします。

Gentran:Server for Windows で、 マップの EDI 側 (1 つまたは複数 ) が生成される

と、 選択されたバージ ョ ンのメ ッセージに対してスタンダード  エージェンシー

が定義しているグループ、 セグメン ト 、 複合エレ メン ト 、 およびエレ メン トが
すべてシステムに取り込まれます。 スタンダードによって " 必須 " ( 存在してい

る ) と定義されているすべてのグループ、 セグメン ト 、 複合およびエレ メン トが

アクティブにされます。 必須グループ、 セグメン ト 、 複合およびエレ メン ト を
自分で非アクティブにするこ とはできません。 Gentran:Server for Windows では、

既定ではアクティブなマップ コンポーネン トの表示には黒いフォン トが使用さ

れ、 非アクティブなマップ コンポーネン トの表示にはグレーのフォン トが使用 
( グレー表示 ) されます。

この例では、 DTM セグメン トおよび DTM01 エレ メン トは必須であるためシス

テムによ り既にアクティブ化されていますが、 それ以外に使用しなければなら
ない DTM02 エレ メン ト  ( 条件エレ メン ト ) は、 ユーザーが自分でアクティブに

する必要があ り ます。

データを ト ランスレートする際、 アクティブにされていないグループ、 セグメ
ン ト 、 複合、 およびエレ メン ト  ( またはレコードおよびフ ィールド ) は処理され

ません。 この理由から、 必須と しては定義されていないグループ、 セグメン ト 、
複合エレ メン トおよびエレ メン トであっても、 マッピング時に使用する必要が
ある と判断されたものはすべて、 ユーザーが自分でアクティブにする必要があ
り ます。

( 次のページへ続く )
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アクテ ィブ化 次の表に、 ユーザーが自分でアクティブにする必要のあるグループ、 サブグ
ループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン ト をま とめます。

( 次のページへ続く )

グループ セグメン ト グループ セグメン ト
複合

エレメン ト エレメン ト

BGM セグメン ト

( 既にアクティブ )
BGM05 エレ メン ト

BGM06 エレ メン ト

DTM セグメン ト

( 既にアクティブ )
C507 DTM02 エレ メン ト

NAD
グループ

NAD セグメン ト C080
C059

NAD10 エレ メン ト

NAD16 エレ メン ト

NAD17 エレ メン ト

NAD19 エレ メン ト

NAD20 エレ メン ト

NAD21 エレ メン ト

LIN
グループ 

LIN セグメン ト C212 LIN03 エレ メン ト

IMD:2 セグメン ト C273 IMD:206 エレ メン ト

QTY:3 セグメン ト C186 QTY:303 エレ メン ト

MOA:5 セグメン ト C516 MOA:502 エレ メン ト

ALC
グループ 

ALC:2 セグメン ト ALC:204 エレ メン ト

MOA
グループ

MOA:8
セグメン ト

C516 MOA:802 エレ メン ト

CNT セグメン ト
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手順 必要な条件グループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン ト をアクティブにするには、
次の手順に従います。

ステップ 操作

1 前の表にリ ス ト されたグループおよびセグメン ト を、 ダブルク
リ ッ ク して開きます。 必要なグループ、 セグメン ト 、 および複合
エレ メン ト をまずすべて開いてからアクティブにするこ とによ り、
マップをスク ロール ダウンして、 セグメン トおよびエレ メン ト を

シーケンシャルにアクティブにするこ とができます。

メモ
条件グループまたは条件セグメン ト をアクティブにする と、 必須
の従属セグメン トおよびエレ メン トが自動的にアクティブにな り
ます。

2 メ イン ツールバーの [ アクティブ ] ボタンをク リ ッ ク します。

3 表にリ ス ト された非アクティブなグループをそれぞれク リ ッ ク し
ます。 選択されたグループはアクティブになり ます。

メモ
意図しないグループ、 セグメン ト またはエレ メン ト をク リ ッ ク し
た場合は、 それを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューにアク
セスして、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 非アクティブ ] を選択
して ください。

4 表にリ ス ト された非アクティブなセグメン ト をそれぞれク リ ッ ク
します。 選択されたセグメン トはアクティブになり ます。

5 表にリ ス ト された非アクティブなエレ メン ト をそれぞれク リ ッ ク
します。 選択されたエレ メン トはアクティブになり ます。

6 必要なグループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン ト をすべてアク
ティブにした後、 メ イン ツールバーの [ アクティブ ] ボタンをク

リ ッ クする と、 アクティブ モードがオフにな り ます。

7 [ 表示 ] メニューから  [ アクティブのみ表示 ] を選択します。

メモ
この機能によって、 表示する対象をアクティブなマップ コンポー
ネン トだけに限定するよ うにシステムに指示が出されます。
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EDI 区切文字の検証方法

概要 ご使用の EDI スタンダードに複合エレ メン ト またはサブエレ メン トが含まれて

いる場合、 Gentran:Server for Windows で、 適切な区切文字が指定されているこ と

を確認する必要があ り ます。 区切文字とは、 システムで定義されているフラグ
であ り、 特定の EDI コンポーネン ト を区切るために使用されます。 区切文字が

すべての可変フ ィールド長スタンダードにとって必要である理由は、 データが
圧縮される  ( そして、 先頭のゼロおよび後続ブランクが削除される ) ためです。

フ ィールドは長さが可変であるため、 あるエレ メン トが終了して別のエレ メン
トが開始する位置をシステムで判別するには、 フラグが必要です。 たとえば、
エレ メン ト区切文字は、 新しいエレ メン トが開始される場所を示します。

推奨事項
Gentran:Server for Windows で EDI 区切文字の検証が必須と されるのは、 ご使用の
スタンダードに複合エレ メン ト またはサブエレ メン トが用意されている場合だ
けですが、 EDI 区切文字の検証タスクは、 ご使用のスタンダードには関係なく実
行するこ とをお勧めします。

( 次のページへ続く )
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手順 EDI 区切文字を検証するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 ORDERS ORDER DETAILS EDI ファ イル アイコンを右ク リ ッ ク し

て、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[ ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 区切文字 ] タブを選択します。

システムからの応答
区切文字の設定が表示されます。

3 [ 既定値の指定 ] チェッ ク  ボッ クスがオンになっているこ とを確

認します。

( 次のページへ続く )
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4 その区切文字が EDIFACT スタンダード用の必要な区切文字である

こ とを検証します。 区切文字が下の表中にある既定値とは異なる
場合、 文字または 16 進数値のどちらかを適切なボッ クスに入力し

て ください。 EDIFACT 用の既定の区切文字は次のとおりです 
(EDIFACT の場合、 タグ区切文字が使用されません )。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ボックス

EDIFACT 用の

既定の文字

EDIFACT 用の

既定の 16 進数値

タグ区切文字

エレ メン ト区切文字 + ( プラス ) 0x2B

セグメン ト区切文字 ' ( 単一引用符 ) 0x27

サブエレ メン ト区切文字 : ( コロン ) 0x3A

リ リース文字 ? ( 疑問符 ) 0x3F

小数セパレータ . ( ピ リオド ) 0x2E
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アプリケーション ファイル書式 0

アプリケーシ ョ ン ファイル書式の定義

概要 マップの片側が固定長 ( 固定形式 ) の場合、 Gentran:Server for Windows に対して

アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式を定義する必要があ り ます。 このチュート リ ア

ルでは、 マップの出力側が固定長とな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルには、

パートナーのメ ッセージから抽出する必要のある全情報を格納する必要があ り
ます。 これによ り、 システムでの正確なデータ処理が可能になり ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式を定義する前に、 必要なレコード、 フ ィールド、

およびグループのレイアウ ト を取得して ください。 レコードには関連する
フ ィールドが、 そしてグループには関連するレコードが含まれます。 各マップ 
コンポーネン トは、 システムでの処理に合った最も論理的な順序でシーケン
シャルに配置する必要があ り ます。 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式の各レベル

は、 シーケンシャルに作成されていなければなり ません。

たとえば、 ご使用のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式がレコードおよびグループ

で構成されている と します。 レコードはフ ィールドで構成されていて、 グルー
プはレコードで構成されています。 このため、 従属フ ィールドおよびレコード
を作成する際には、 事前にレコードおよびグループを作成しておく必要があ り
ます。
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POHEADER レコードの作成方法

概要 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル内の先頭レコードは通常、 ヘッダー レコードです。

先頭レコードは、 マップのアプリ ケーシ ョ ン側 ( 出力 ) にあるアイコンに従属し

ています。

POHEADER ( ヘッダー ) レコードは、 発注書タイプ コード、 出荷 / 請求先情報、

配送 / キャンセル日付情報、 および発注書に記載されるライン  アイテム数で構

成されています。 このヘッダー レコードは必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンさ

れた発注書ごとに 1 回ずつ出現します。

推奨事項
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルごとに 1 つのヘッダー レコードを含めるこ とをお勧
めします。 ヘッダー レコードは通常は必須であ り、 繰り返し数は 1 回のみです 
( ループ構造ではあ り ません )。

( 次のページへ続く )
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手順 先頭のアプリ ケーシ ョ ン レコード  (POHEADER) を作成するには、 次の手順に従

います。

ステップ 操作

1 固定長ファ イル アイコンを右ク リ ッ ク し、 反転表示 ( インバウン

ド  マップ用に出力 ) して、 サブメニューから  [ 配下に作成 ] > [ レ
コード ] を選択します。

システムからの応答
[固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「POHEADER」
を入力します。

注意
[ 名前 ] ボッ クスには、 スペースやダッシュ  (-) を使用できません。
語の区切りには、 アンダースコア (_) を使用します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 レコードの説明と して 「PO Header Record」
と入力します。 このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似す
る他のレコード と このレコードを区別するために使用されます。

4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報にアクセスします。

( 次のページへ続く )
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5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「HDR」
を入力します。 たとえば、 レコードは次の特徴を備えたものと し
てシステムに認識されます。

<TAG>[Field_1][Field_2]

各レコード用のレコード  TAG によって、 システムにレコードが認

識されるため、 マッピング要件の判別が可能になり ます。

推奨事項
レコード  タグを明示的に含める目的から、 フ ィールドを定義する
代わりに [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでレ
コード  タグを定義するこ とをお勧めします。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 ヘッダー レコー

ドが必須にな り ます。 この数は、 最小限必要なレコード繰り返し
回数です。 レコードを反復 ( ループ ) したい場合は、 レコードの

反復を許可する最大限の回数を [ 最大使用回数 ] ボッ クスに入力

します。

メモ
[ 最小使用回数 ] ボッ クスに 0 ( ゼロ ) が入る と、 レコードは条件
付きになり ます。 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 1 以上の値が入る
と、 レコードは必須になり ます。

推奨事項
常に、 既定値 "1" を受け入れるこ とをお勧めします。 これによ り、
レコードの出現回数が 1 回だけに限定されるよ うに保たれます。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 POHEADER レコードが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODetailGroup の作成方法

概要 PODetailGroup ( 明細情報 ) は、 ライン アイテムのすべての注文情報 ( アイテム、

単位、 価格、 注文数量、 説明、 引当、 料金などの情報 ) で構成されます。 各 
PODetailGroup は、 ト ランスレーシ ョ ンされた注文ごとに最大 20 万回出現しま

す。 これによ り、 最大 20 万件までアイテムを注文できるよ うにな り ます。

PODetailGroup 内の情報は、 データが終了するまで、 またはループの最大繰り返

し許容回数に達するまで連続して繰り返される関連レコードによって細かく分
離されます。

手順 PODetailGroup を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 POHEADER レコードをク リ ッ ク して、 反転表示します。 [ 編集 ] 
メニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  [ グルー

プ ] を選択します。

システムからの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに 「PODetailGroup」 と入力します。 このグルー

プにすべての明細レコードが含まれているこ とが示されます。 こ
れはセグメン ト  ループ識別コードです。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 ループの説明と して 「PO Detail Group」 と入

力します。 このボッ クスは、 ループの簡単な説明を示すのに使用
されます。

( 次のページへ続く )
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4 [ ループ処理 ] タブを選択して、ループのオプシ ョ ンを表示します。

5 ◗ [ 最小使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "0" ( ゼロ ) のままにしま
す。 この数は、 最小限必要なループ繰り返し回数です。 条件
付きループの場合、 このボッ クスには必ず 「0」 ( ゼロ ) を入
力する必要があ り ます。 必須ループの場合、 このボッ クスに
は 「1」、 またはそれよ り大きい値を入力する必要があ り ます。

◗ [ 最大使用回数 ] ボッ クスに 「200000」 と入力します。 これに
よ り、 このグループのレコードが最大 20 万回まで反復可能と
なるよ うに指定されます。 この時点で、 [ グループ プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 PODetailGroup が作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODetailGroup 従属レコードの作成

概要 このチュート リ アルでは、 PODetailGroup に次の 3 種類の従属レコードが含まれ

ています。

◗ PODETAIL
◗ PODESC
◗ POALLCHG 

最初の従属レコード  (PODETAIL) を作成した後は、 同レベルに従属レコード  
(PODESC および POALLCHG) を定義するこ とができます。

PODETAIL レコード

の作成方法

PODETAIL レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PODetail Group をク リ ッ ク し、 反転表示して、 [ 編集 ] メニューか

ら  [ 配下に作成 ] を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を
選択します。

システムからの応答
[固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「PODETAIL」 を

入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 レコードの説明と して 「PO Detail Record」 を

入力します。 このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似する
他のレコード と このレコードを区別するために使用されます。

4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報を表示します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「DET」
を入力します。 たとえば、 レコードは次の特徴を備えたものと し
てシステムに認識されます。

<TAG>[Field_1][Field_2]

各レコード用のレコード  TAG によって、 システムにレコードが認

識されるため、 マッピング要件の判別が可能になり ます。

( 次のページへ続く )
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PODESC レコード

の作成方法

PODESC レコードを作成するには、 次の手順に従います。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

この時点で、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ クする と、 PODETAIL レコードが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 PODETAIL レコード を反転表示して、 [ 編集 ] メ ニューから  [ 挿入 ] 
を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択する と、 [ 固
定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「PODESC」 を入

力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 レコードの説明と して 「Description Record」
を入力します。 このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似す
る他のレコード と このレコードを区別するために使用されます。

4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報を表示します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「DES」
を入力します。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

[ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ ループ処

理 ] セクシ ョ ンでは、 このレコードの繰り返しが許可される最大

回数および最小回数を指定するこ とができます。 また、 レコード
が必須であるか、 または条件付きであるかを指定するこ と もでき
ます。 レコードがループ構造の場合のみ、 このセクシ ョ ンを変更
して ください。 その他の場合は、 既定値のままにしておきます。

8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "0" のままにします。 この数

は、 最小限必要なレコード繰り返し回数です。

[ 最大使用回数 ] ボッ クスに、 レコードの繰り返しが許可される最

大回数と して 「5」 を入力します。

この時点で、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 PODESC レコードが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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POALLCHG レコー

ドの作成方法

POALLCHG レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PODESC レコードを反転表示して、 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] 
を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択する と、 [ 固
定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「POALLCHG」

を入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 レコードの説明と して 「Allowance/Charge 
Record」 と入力します。 このボッ クスに入力される簡単な説明は、

類似する他のレコード と このレコードを区別するために使用され
ます。

4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報を表示します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「ACG」

と入力します。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

8 [ 最大使用回数 ] ボッ クスに、 レコードの繰り返しが許可される最

大回数と して 「5」 を入力します。 [ 最小使用回数 ] ボッ クスは、

既定値 "0" ( ゼロ ) のままにします。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 POALLCHG レコードが作成されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



POSUMMARY レコードの作成方法 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 42
POSUMMARY レコードの作成方法

概要 最後に作成する必要のあるレコード  (POSUMMARY) は、 POHEADER レコード

および PODetailGroup と同レベルにあ り ます。

POSUMMARY ( 合計 ) レコードには、 発注書に記載される合計ライン  アイテム

数が含まれています。 POSUMMARY レコードは、 ト ランスレーシ ョ ンされた発

注書ごとに 1 回ずつ出現します。

手順 POSUMMARY レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PODetailGroup を反転表示して、 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選

択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択する と、 [ 固定長

レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
同等のレコード / グループを作成したい場合は、 [ 編集 ] メニュー
の [ 挿入 ] を使用します。 従属グループ / レコード / フ ィールドを
作成するには、 [ 配下に作成 ] を使用します。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「POSUMMARY」

と入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 レコードの説明と して 「PO Summary Record」
と入力します。

4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報を表示します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「SUM」

を入力します。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

( 次のページへ続く )
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8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "0" ( ゼロ ) のままにします。

また、 [ 最大使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "1" のままにします。

これによ り、 合計レコードの繰り返し数が 1 回のみに限られます 
( ループ構造ではなくな り ます )。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 POSUMMARY レコードが作成されます。

この時点で、 マップのアプリ ケーシ ョ ン側 ( 出力 ) の表示が、 下

図のよ うにな り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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アプリケーション フ ィールドの作成 0

概要

はじめに ユーザーが作成した各レコード内には、 論理的に関連するアプ リ ケーシ ョ ン  
フ ィールドがグループ化されています。 これらのフ ィールドには、 システムが
発注書の処理に必要とするデータの構造および内容が定義されています。

アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドをレコードに追加する最も簡単な方法は、 [ 固定長

フ ィールド  エディ タ ] を使用するこ とです。 一般的には、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ファ イル内の先頭レコード  (POHEADER) 用にフ ィールドを作成して、 各シーケ

ンシャル レコードの処理を続行します。

アプリケーシ ョ ン 
フ ィールド

次の表に、 ユーザーが自分で作成する必要のあるアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド

をま とめます。

フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長

ヘッダー レコード  (POHEADER)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

CUSTNUMHDR X Customer Number String 1 8

PODATEHDR X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMHDR X Purchase Order Number String 1 22

POTYPCODE Purchase Order Type Code String 0 2

SHIPTONAME Ship To Name String 0 35

SHIPTOADD1 Ship To Address Line 1 String 0 35

SHIPTOADD2 Ship To Address Line 2 String 0 35

SHIPTOCITY Ship To City String 0 35

SHIPTOSTATE Ship To State, Province, or 
Country

String 0 2

SHIPTOPOSTALCODE Ship To Postal Code String 0 9

BILLTONAME Bill To Name String 0 35

( 次のページへ続く )
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BILLTOADD1 Bill To Address Line 1 String 0 35

BILLTOADD2 Bill To Address Line 2 String 0 35

BILLTOCITY Bill To City String 0 35

BILLTOSTATE Bill To State, Province, or 
Country

String 0 2

BILLTOPOSTALCODE Bill To Postal Code String 0 9

DELDATE X Delivery Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

CANCELDATE X Cancel By Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

NUMLINEITEMS X Number of Line Items Number (N0) 1 6

PO 明細グループ (PODetailGroup)。 1 メ ッセージにつき最大 20 万件。

明細レコード  (PODETAIL)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

CUSTNUMDET X Customer Number String 1 8

PODATEDET X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMDET X Purchase Order Number String 1 22

CUSTPROCODE X Customer Product Code String 1 30

UPCCODE X UPC Code String 1 30

UOM Unit of Measure String 0 7

UNITPR Unit Price Number
(N2)

0 14

QTYORD X Quantity Ordered Number
(N0)

1 9

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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説明レコード  (PODESC)。 1 メ ッセージにつき最大 5 件。

CUSTNUMDESC X Customer Number String 1 8

PODATEDESC X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMDESC X Purchase Order Number String 1 22

DESC Description String 0 80

引当 / 料金レコード  (POALLCHG)。 1 メ ッセージにつき最大 5 件。

CUSTNUMAC X Customer Number String 1 8

PODATEAC X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMAC X Purchase Order Number String 1 22

ACIND Allowance or Charge 
Indicator

String 0 1

ACMETHAND Allowance or Change 
Method of Handling Code

String 0 2

ACTOTAMT Allowance or Charge Total 
Amount

Number
(N2)

0 9

合計レコード  (POSUMMARY)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

CUSTNUMSUM X Customer Number String 1 8

PODATESUM X Purchase Order Date Dt/Tm
(MMDDYY)

6 6

PONUMSUM X Purchase Order Number String 1 22

NUMLINEITEMSUM X Number of Line Items Number
(N0)

1 6

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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POHEADER レコード用アプリケーシ ョ ン フ ィールドの

作成方法

手順 POHEADER レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の手順

に従います。

ステップ 操作

1 POHEADER アプ リ ケーシ ョ ン レコードを右ク リ ッ ク して、

シ ョート カッ ト  メニューにアクセスします。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ フ ィールドの編集 ] を選択して、

[ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスし

ます。

3 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。 新しいフ ィールドが配

置される  [ フ ィールド ] セクシ ョ ンに、 ハイライ ト  バーが表示さ

れます。 [ フ ィールドの詳細 ] セクシ ョ ンのフ ィールドに値を入力

する必要があ り ます。

4 [ 名前 ] ボッ クスに 「CUSTNUMHDR」 と入力します。 この入力値

は、 POHEADER レコード内の先頭フ ィールドの名前です。 各アプ

リ ケーシ ョ ン フ ィールドには、 一意の名前を付ける必要があ り ま

す。 複数のレコードに出現するフ ィールドには、 どのレコードに
含まれるフ ィールドであるのかを識別できるよ う なサフ ィ ッ クス
を名前の末尾に付ける と便利です。 たとえば、 "HDR" はヘッダー 
レコードを表します。

( 次のページへ続く )
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5 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをオンにする と、 そのフ ィールドが必須

フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。 この例で必須と さ
れるのはカスタマ番号です。 カスタマ番号が存在しないと、 発注
書の送信者がシステムに識別されません。

6 [ 説明 ] ボッ クスに、 ボッ クスの説明と して 「Customer Number」
を入力します。

7 [ データ型 ] リ ス トで、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択し

ます。 これで、 このフ ィールドに英数字データを含める必要のあ
るこ とが指定されました。

ヒン ト
レコード内のフ ィールド位置を正確に指定する必要のある場合は、
[ 開始位置 ] ボッ クスにフ ィールド開始位置を入力して ください。
フ ィールドの開始位置の指定は、 使用するフ ィールドの数は少な
いものの、 それらのフ ィールドをレコードに正確に配置したい場
合などに実行します。

このチュート リ アルでは、 各フ ィールドの開始位置を指定する代
わりに別の方法を使用します。 これは、 レコード内にフ ィールド
をシーケンシャルに追加して、 " 自動配置 " 機能を使用する方法で

す。 " 自動配置 " 機能の詳細については、 下記のステップ 13 を参

照して ください。

8 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

9 [ 最小長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最小長と して 「1」 を入力し

ます。

10 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「8」 を入力し

ます。

11 フ ィールドを追加し、 そのフ ィールドの後ろに配置される次の
フ ィールドを作成する場合は、 Enter を押します。 そのフ ィールド

の下部に、 ブランクの値を持つ新しいフ ィールドが配置されます。
この新しいフ ィールドは、 ユーザーがいつでも識別できる状態で
す。

12 2 - 44 ページ ページに掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従っ

て、 残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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13 最終フ ィールドが追加された後、 [ 自動配置 ] をク リ ッ クする と、

そのフ ィールドがレコード内に自動的に配置されます。 [ 最大長 ] 
ボッ クスで指定された長さのフ ィールドが前のフ ィールドのすぐ
後ろに配置される という条件に基づいて、 レコード内の各フ ィー
ルドの開始位置が自動的に計算されます。 [ はい ] をク リ ッ ク し

て、 フ ィールドが順に配列されるこ とを通知する警告メ ッセージ
を確認します。

注意
" 自動配置 " 機能が有効になるのは、 [ 固定長レコード  プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスでレコード  タグを定義して、 レコード内の全
フ ィールドを各フ ィールドの出現順序で定義した場合だけ ( この
チュート リ アルで演習したとおり ) です。

[ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスの表示が、 下

図のよ うにな り ます ( この時点で [ フ ィールド ] リ ス トに表示され

るのは、 レコード内の最後の 11 フ ィールドだけです )。

14 POHEADER レコードにフ ィールドを追加した後、 [ 閉じる ] をク

リ ッ ク します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODETAIL レコード用アプリケーシ ョ ン フ ィールドの

作成方法

手順 PODETAIL レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の手順

に従います。

ステップ 操作

1 PODETAIL アプリ ケーシ ョ ン  レコードをマウスの右ボタンでク

リ ッ ク し、 [ フ ィールドの編集 ] を選択して、 [ 固定長フ ィールド  
エディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「CUSTNUMDET」 と入力します。

4 [ 必須 ] オプシ ョ ンをク リ ッ クする と、 フ ィールドが必須フ ィール

ド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 フ ィールドの説明と して 「Customer Number」
を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択

します。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値の

ままにします。 フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を

入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「8」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。

11 2 - 44 ページ ページ以降に掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに

従って、 残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

( 次のページへ続く )
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12 最終フ ィールドが追加された後、 [ 自動配置 ] をク リ ッ クする と、

そのフ ィールドがレコード内に自動的に配置されます。 フ ィール
ドをこれから整列する旨の警告メ ッセージに、 [ はい ] をク リ ッ ク

して応答します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

13 PODETAIL レコードにフ ィールドをすべて追加した後、 [ 閉じる ] 
をク リ ッ ク します。

ステップ 操作
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PODESC レコード用アプリケーシ ョ ン フ ィールドの

作成方法

手順 PODESC レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の手順に

従います。

ステップ 操作

1 PODESC アプ リ ケーシ ョ ン レコードをマウスの右ボタンでク リ ッ

ク し、 [ フ ィールドの編集 ] を選択して、 [ 固定長フ ィールド  エ
ディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「CUSTNUMDESC」 と入力します。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをオンにする と、 そのフ ィールドが必須

フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、説明と して 「Customer Number」 を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トで、 フ ィールド  の種類と して [String] を選択し

ます。 する と、 このフ ィールドに英数字データを含める必要のあ
るこ とが指定されます。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値の

ままにします。 フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を

入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「8」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。

11 2 - 44 ページ ページに掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従っ

て、 残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

( 次のページへ続く )
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12 最終フ ィールドが追加された後、 [ 自動配置 ] をク リ ッ クする と、

そのフ ィールドがレコード内に自動的に配置されます。 [ はい ] を
ク リ ッ ク して警告メ ッセージに応答します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

13 PODESC レコードにフ ィールドを追加した後、 [ 閉じる ] をク リ ッ

ク します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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POALLCHG レコード用アプリケーシ ョ ン フ ィールドの

作成方法

手順 POALLCHG レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の手順

に従います。

ステップ 操作

1 POALLCHG アプ リ ケーシ ョ ン レコードをマウスの右ボタンでク

リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ フ ィールドの編集 ] を
選択して、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスに

アクセスします。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「CUSTNUMAC」 と入力します。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをオンにする と、 そのフ ィールドが必須

フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 フ ィールドの説明と して 「Customer Number」
を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択

します。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値の

ままにします。 フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を

入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「8」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。

( 次のページへ続く )
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11 2 - 44 ページ ページに掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従っ

て、 残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

12 最終フ ィールドが追加された後、 [ 自動配置 ] をク リ ッ クする と、

そのフ ィールドがレコード内に自動的に配置されます。 [ はい ] を
ク リ ッ ク して、 フ ィールドが順に配列されるこ とを通知する警告
メ ッセージを確認します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

13 POALLCHG レコードにフ ィールドをすべて追加した後、 [ 閉じる ] 
をク リ ッ ク します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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POSUMMARY レコード用アプリケーシ ョ ン フ ィールド

の作成方法

手順 POSUMMARY レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の手

順に従います。

ステップ 操作

1 POSUMMARY アプ リ ケーシ ョ ン レコードをマウスの右ボタンで

ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 固定長フ ィールド  エ
ディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「CUSTNUMSUM」 と入力します。 この入力値

は、 POSUMMARY レコード内の先頭フ ィールドの名前です。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをオンにする と、 そのフ ィールドが必須

フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 フ ィールドの説明と して 「Customer Number」
を入力します。 このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似す
る他のフ ィールド と このフ ィールドを区別するために使用され
ます。

6 [ データ型 ] リ ス トから、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択

します。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値の

ままにします。 フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を

入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「8」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。

( 次のページへ続く )
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次の手順 Gentran:Server に対してアプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式を定義した後は、 必要な

データを EDI ファ イルからアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールドへマップする必要があ

り ます。

11 2 - 44 ページ ページに掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従っ

て、 残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

12 最終フ ィールドが追加された後、 [ 自動配置 ] をク リ ッ クする と、

そのフ ィールドがレコード内に自動的に配置されます。 [ はい ] を
ク リ ッ ク して、 フ ィールドが順に配列されるこ とを通知する警告
メ ッセージを確認します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

13 POSUMMARY レコードにフ ィールドを追加した後、 [ 閉じる ] を
ク リ ッ ク します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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データのマッピング 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 各アプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドを順次に考察した うえで、

各フ ィールドに適切なデータをマップするために実行する必要のあるマッピン
グ操作について説明します。
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POHEADER レコードのマッピング 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 POHEADER ( ヘッダー ) レコード内の各フ ィールドをマッ

プする方法について説明します。 POHEADER ( ヘッダー ) レコードは、 次のよ う

な構成です。

◗ 発注書タイプコード

◗ 出荷 / 請求先情報

◗ 配送 / キャンセル日付情報

◗ 発注書に記載されるライン アイテム数 

このヘッダー レコードは必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた発注書ごとに 
1 回ずつ出現します。
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CUSTNUMHDR フ ィールド

概要 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Gentran:Server for 
Windows パートナー データベースから選択された情報を、 スタンダード  ルール

を介してマップ内に使用するこ とができます。 パートナー エディ タ内の ト レー

ディング パートナーのプロファ イルから取得された情報は、 マップ内にある選

択されたエレ メン ト またはフ ィールドへマップするこ とができます。 使用する
マップ情報には、 テーブル内の任意のフ ィールド  ( 場所、 ルッ クアップ、 または

クロス リ ファレンス ) やパートナー レコードからのデータも含まれています。

このマップで、 パートナーの定義から情報を取得して、 マップのアプリ ケー
シ ョ ン側にある  [Customer Number] フ ィールドに設定する必要があ り ます。

[Customer Number] はレコード  キーの一部であるため、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イ

ル書式に 5 回、 各レコード  (CUSTNUMHDR、 CUSTNUMDET、
CUSTNUMDESC、 CUSTNUMAC、 および CUSTNUMSUM) に 1 回出現します。

カスタマ番号の
マップ方法

パートナーのカスタマ番号は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式内の各レコード  
キーの一部となっています。 このカスタマ番号によって、 発注書の送信元ト
レーディング パートナーが識別されます。 このカスタマ番号は、 既にこのパー

トナー用のパートナー定義の一部となっているため、 パートナーの定義から各
カスタマ番号フ ィールドへマップできます。

ドキュ メン ト  レコードからカスタマ番号をマップするには、次の手順に従います。

ステップ 操作

1 POHEADER レコード内の CUSTNUMHDR フ ィールドをダブルク

リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表

示します。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルール リ ス トで、 [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トで、 [Document record] を選択します。 こ

の操作で、 ドキュ メン ト  レコードから選択した情報によって、 こ

のフ ィールドが更新されます。

5 左側の [ マップ元 ] リ ス トから  [Partner Key] を選択します。 この

フ ィールドには、 このパートナーの顧客番号が入り ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



インバウンド発注書 (ORDERS) CUSTNUMHDR フ ィールド 2 - 61
6 右側の [ マップ先 ] リ ス トから  [CUSTNUMHDR] を選択します。

このフ ィールドは、 パートナー エディ タから取得された情報の

マップ先です。

[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタンダード  
ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ クする と、 スタンダード  ルールが CUSTNUMHDR 
フ ィールドに追加されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODATEHDR フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 マップ ヘッダーの日付情報が DTM セグメン トに格納さ

れます。 このセグメン トは複数回にわたって繰り返されます。 DTM02 エレ メン

ト  ( 日 / 時 / 期間 ) のプロパティは、 パートナーから送信される最小長、 最大長、

型、 および書式が反映されるよ うに変更する必要があ り ます。

DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が "4" の場合、 DTM セグメン トのそ う した反復に

は注文日 / 時が含まれます。 注文日 / 時のマップ先は、 各アプリ ケーシ ョ ン  レ
コード  (PODATEHDR、 PODATEDET、 PODATEDESC、 PODATEAC、 および 
PODATESUM) 内の PODATE フ ィールドでなければなり ません。

DTM セグメン トから適切な情報をアプリ ケーシ ョ ン  ヘッダー レコード内の 
PODATEHDR フ ィールドへマップするには、 データ型を判別した後に、 注文日 /
時情報を抽出する必要があ り ます。

DTM02 エレメン ト

のプロパティの
変更方法

こ こでパートナーからの送信内容と して判別されたのは、 DTM02 エレ メン ト  
( 日 / 時 / 期間 ) を表す 6 桁です。 これらの 6 桁が、 YYMMDD 書式の Dt/Tm デー

タ型 (2 桁の年、 2 桁の月、 および 2 桁の日 ) とな り ます。 DTM02 エレ メン トの最

小長、 最大長、 型、 および書式は、 ユーザーが自分で変更する必要があり ます。

DTM02 エレ メン トの長さを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 DTM02 エレ メン ト をダブルク リ ッ クする と、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

3 [ 最小長 ] ボッ クスに、 最小長と して 「6」 を入力します。

4 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

5 [ データ型 ] リ ス トから  [Date/Time] を選択します。 する と、 この

エレ メン トが日 / 時エレ メン ト と して指定されます。 フ ィールド

のデータ型を変更する とその書式が無効化される旨のメ ッセージ
が表示されて、 確認を促されます。 フ ィールドのデータ型を変更
する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク してこのメ ッセージに応答し、 先

へ進みます。

( 次のページへ続く )
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一時記憶領域
セグメン トおよび
エレメン ト

注文日 / 時情報をアプリ ケーシ ョ ン ファ イル書式にマップするには、 非繰り返

し一時記憶領域セグメン トおよびエレ メン ト をマップの EDI 側に作成する必要

があ り ます。 拡張ルールを使って DTM セグメン トから注文日 / 時情報を抽出し

て、 適切な一時記憶領域エレ メン トに移動して ください。 その後、 注文日 / 時を

一時記憶領域エレ メン トから  PODATEHDR アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドへ直接

マップして ください。

( 次のページへ続く )

6 [ 書式 ] リ ス トから  [YYMMDD] を選択します。 する と、 最初の 
2 桁に年、 2 番目の 2 桁に月、 そして最後の 2 桁に日が入るよ うに

指定されます。

[ 必須 ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ クする と、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスが終了します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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TEMPDATES 一時

記憶領域セグメン ト
の作成方法

これから、一時記憶領域セグメン トの詳細を作成します。次の情報を使用します。

◗ [ 名前 ] : TEMPDATES
◗ [ タグ ] : $$$
◗ [ 最小使用回数 ] : 0
◗ [ 最大使用回数 ] : 1

TEMPDATES 一時記憶領域セグメン ト を作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 DTM セグメン ト を反転表示します。 DTM セグメン トの後ろには、

一時記憶領域セグメン トが同レベルで配置されています。

2 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  
[ セグメン ト ] を選択します。 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「TEMPDATES」 と入力します。

4 [ タグ ] タブを選択します。

5 [ タグ ] ボッ クスに 「$$$」 と入力します。 "$$$" の値を持つセグメ

ン トは [ タグ ] ボッ クスに読み込まれないため、 適合検査中はこ

の一時記憶領域セグメン トにエラーのフラグは付けられません。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 TEMPDATES 一時記憶領域セグメン トが

作成されます。
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PODATE 一時記憶

領域エレメン トの
作成方法

これから、 こ こでの情報を使用して作成された一時記憶領域セグメン トに、 エ
レ メン ト を追加します。 次の情報を使用します。

◗ [ 名前 ] : PODATE
◗ [ 説明 ] : 発注書日付

◗ [ 最小 ] : 6
◗ [ 最大 ] : 6
◗ [ 型 ] : 日 / 時
◗ [ 書式 ] : YYMMDD

PODATE エレ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 TEMPDATES セグメン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  
[ 配下に作成 ] を選択して、 従属エレ メン ト を作成します。

2 サブメニューから  [ エレ メン ト ] を選択します。 [ エレ メン ト  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「PODATE」 と入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに 「Purchase Order Date」 と入力します。

5 [ 必須 ] タブを選択します。

6 [ 最小長 ] ボッ クスに、 最小長と して 「6」 を入力します。

7 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

8 [ データ型 ] リ ス トから  [Date/Time] を選択します。 メ ッセージ 
ボッ クスが表示されて確認を促されたら、 [ はい ] をク リ ッ ク して

メ ッセージ プロンプ トに応答し、 先へ進みます。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

9 [ 書式 ] リ ス トから  [YYMMDD] を選択します。 する と、 エレ メン

トの書式設定方法が指定されます。

[ 必須 ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

10 [OK] をク リ ッ クする と、 PODATE エレ メン トが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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拡張ルールの
使用方法

DTM セグメン トから注文日 / 時を抽出して PODATE 一時記憶領域エレ メン トに

移動するには、 拡張ルールを使用します。 システムによ り拡張ルールが実行さ
れるのは、 DTM01 ( 日 / 時修飾子 ) が読み込まれた後です。

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 DTM01 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] リ ス トに次のよ うに入力します。

IF #2005 = “4” THEN
BEGIN

$ORDERS.#PODATE=#2380;
END

ルールが実行されるのは、 DTM01 エレ メン トに "4" (Order Date/
Time) が含まれている場合です。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。 ユーザーが ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をコンパイ

ルする と、 マップ内にある各ルールがコンパイルされます。 シス
テムを使用して各ルールを個別にコンパイルするこ とが可能なた
め、 ルールの作成後はそのルールの精度を検証するこ とができ
ます。

メモ
これによ り、 ルールがインタラ クティブにコンパイルされます。
また、 エラー発生時のエラー修正も可能になり ます。 コンパイル
処理中に発生するエラーや警告は、 [ コンパイル エラー ] ボッ ク
スに表示されます。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが DTM01 エレ メン トに追加

されます。
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注文日 / 時の

マップ方法

PODATEHDR フ ィールドを  PODATE 一時記憶領域エレ メン トから直接マップす

るには、 " 連結 " 機能を使用します。 " 連結 " 機能を使用する と、 マップの入力

側にあるフ ィールドまたはエレ メン ト を、 マップの出力側にあるフ ィールドま
たはエレ メン トにマップするこ とができます。 2 つのフ ィールド間の連結は、

2 つのフ ィールドを接続する線分によって視覚的に表されます。

注文日 / 時をマップするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 " 連結 " 機能が現在アクティブでない場合は、 メ イン ツールバーの 
[ 連結 ] ボタンをク リ ッ クすれば、 " 連結 " 機能がオンになり ます。

2 TEMPDATES セグメン ト内の PODATE 一時記憶領域エレ メン ト を

ク リ ッ ク します。 エレ メン ト をク リ ッ クする と、 カーソルが " 連
結の矢印 " に変わり ます。

3 POHEADER レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
PODATEHDR をク リ ッ ク します。 PODATE エレ メン ト と  
PODATEHDR フ ィールド間の連結を示す線分が、 視覚的に表示さ

れます。
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PONUMHDR フ ィールド

概要 PONUMHDR フ ィールドは、 " 連結 " 機能を使えば BGM05 ( ドキュ メン ト / メ ッ

セージ番号 ) から直接マップできます。パートナーから自社に送信される  BGM05 
エレ メン ト  ( ドキュ メン ト / メ ッセージ番号 ) 用の文字は 22 文字のみであるた

め、 そのエレ メン トに対して許容される最大長を変更する必要があ り ます。

マップ メ ッセージをよ り簡単に識別できるよ う、 [ ドキュ メン ト名 ] をセッ ト

アップするこ とをお勧めします。 これによ り、 Gentran:Server for Windows のド

キュ メン ト  ブラウザで、 各メ ッセージを判別できるよ うにな り ます。

ドキュ メン ト名を設定するには、 マップ内のエレ メン ト またはフ ィールドの う
ち、 このマップによ り ト ランスレーシ ョ ンされたメ ッセージを判別するデータ
が入っているものを選択します。 ドキュ メン ト  ブラウザで、 このメ ッセージが

入った [ 名前 ] フ ィールドには、 選択されたエレ メン ト またはフ ィールドからの

データが入り ます。

メモ
エレ メン ト またはフ ィールドは、 メ ッセージ内に 1 回だけ出現する  String のデー
タ型のものを選択するこ とを強くお勧めします。 発注書の場合は通常、 発注番
号がドキュ メン ト名になり ます。

ドキュ メン ト /
メ ッセージ番号の
マップ方法

ドキュ メン ト / メ ッセージ番号をマップするには、 BGM レコード内の BGM05 
エレ メン ト を、 POHEADER レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
PONUMHDR に連結します。

( 次のページへ続く )
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BGM05 エレメン ト

の最大長の変更方法

パートナーから送信される  BGM05 エレ メン ト  ( ドキュ メン ト / メ ッセージ番号 ) 
用の英数字は 22 文字のみであるため、 BGM05 エレ メン トの最大長を変更する必

要があ り ます。

BGM05 エレ メン トの最大長を変更するには、 次の手順に従います。

ドキュ メン ト名の
設定方法

BGM05 エレ メン ト用の [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れた状態で、 この発注書のド キュメ ント 名を設定するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 DTM05 エレ メン ト をダブルク リ ッ クする と、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

3 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「22」 を入力します。

4 次の手順に進みます。

ステップ 操作

1 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 ルール オプシ ョ ンを表

示します。

2 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Update] を選択します。

3 [ テーブル ] リ ス トから  [Document record] を選択します。 する と、

Gentran:Server for Windows 内のドキュ メン ト  レコードが更新され

るよ うに指定したこ とにな り ます。

( 次のページへ続く )
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4 [ 列 ] リ ス トから  [Document Name] を選択します。 する と、 ドキュ

メン ト  ブラウザの [ 名前 ] 列がこのエレ メン トの内容で更新され

るよ うに指定したこ とにな り ます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 ドキュ メン ト名が設定されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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POTYPCODE フ ィールド

概要 POTYPCODE フ ィールドは、 " 連結 " 機能を使えば BGM06 ( コーディング済み

メ ッセージ関数 ) エレ メン トから直接マップできます。

手順 コーディング済みメ ッセージ関数をマップするには、 BGM レコード内の 
BGM06 エレ メン ト を、 POHEADER レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
POTYPCODE に連結します。
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SHIPTONAME 情報のマップ方法

概要 マップの EDI 側では、 名前および住所情報が NAD グループ内の NAD セグメン

トに格納されます。 NAD グループは、 出荷 / 請求先名および住所情報から構成

され、 複数回にわたって繰り返されます。 パーティ修飾子 (NAD グループ内 ) が 
"ST" の場合、 NAD グループのそ う した反復には出荷先情報が含まれます。 出荷

先情報のマップ先は、 アプリ ケーシ ョ ン  ヘッダー レコード内の [Ship To] フ ィー

ルドでなければなり ません。 パーティ修飾子が "BT" の場合、 NAD グループのそ

う した反復には請求先情報が含まれます。 請求先情報のマップ先は、 アプ リ
ケーシ ョ ン ヘッダー レコード内の [Bill To] フ ィールドでなければなり ません。

適切な情報 ( 請求先または出荷先どちらか ) を  NAD グループからアプ リ ケー

シ ョ ン  ヘッダー レコード内の [Bill To] フ ィールドまたは [Ship To] フ ィールドへ

マップするには、 タイプを判別した後で請求 / 出荷先情報を抽出する必要があ り

ます。 パートナーから自社に送信される  NAD20 エレ メン ト  ( 国サブエンティ

ティ  ID) 用の文字は 2 文字のみであるため、 そのエレ メン トに対して許容される

最大長を変更する必要があ り ます。

請求 / 出荷先情報をアプリ ケーシ ョ ン ファ イル書式にマップするには、 非繰り

返し一時記憶領域セグメン トおよびエレ メン ト をマップの EDI 側に作成する必

要があ り ます。 NAD グループから出荷 / 請求先情報を抽出して、 適切な一時記

憶領域エレ メン トに移動するには、 拡張ルールを使用します。 出荷 / 請求先情報

は、 一時記憶領域エレ メン トからアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドへ直接マップし

て ください。

一時記憶領域
セグメン ト

次の表に、 ユーザーによって作成される一時記憶領域セグメン ト をま とめます。

( 次のページへ続く )

名前 説明 タグ
最小使用

回数
最大使用

回数

ShipToDet Ship To Details $$$ 0 1

BillToDet Bill To Details $$$ 0 1
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出荷先用の一時記憶
領域セグメン トの
作成方法

ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト を作成するには、 次の手順に従います。

請求先用の一時記憶
領域セグメン トの
作成方法

BillToDet 一時記憶領域セグメン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 NAD グループを反転表示します。 NAD グループの後ろには、 2 つ
の一時記憶領域セグメン トが同レベルで配置されています。

2 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  
[ レコード ] を選択します。 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイア

ログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「ShipToDet」 と入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに 「Ship To Details」 と入力します。

5 [ タグ ] タブを選択します。

6 [ タグ ] タブで、 「$$$」 と入力します。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 ShipToDet 一時記憶セグメン ト を作成し

ます。

ステップ 操作

1 ShipToDet セグメン ト を反転表示します。

2 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  
[ セグメン ト ] を選択します。 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「BillToDet」 と入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに 「Bill To Details」 と入力します。

5 [ タグ ] タブを選択します。

6 [ タグ ] ボッ クスに 「$$$」 と入力します。

7 [OK] をク リ ッ クする と、 BillToDet 一時記憶領域セグメン トが作

成されます。
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一時記憶領域
エレメン ト

次の表に、 先ほど作成された一時記憶領域エレ メン トに追加するエレ メン ト を
ま とめます。

出荷先用の一時記憶
領域エレメン トの
作成方法

ShipToDet エレ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

EDI セグメン ト EDI エレメン ト 最大長

ShipToDet SHIPTONAME

SHIPTOADDR1

SHIPTOADDR2

SHIPTOCITY

SHIPTOSTATE

SHIPTOPCODE

35

35

35

35

2

9

BillToDet BILLTONAME

BILLTOADDR1

BILLTOADDR2

BILLTOCITY

BILLTOSTATE

BILLTOPCODE

35

35

35

35

2

9

ステップ 操作

1 ShipToDet セグメン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  
[ 配下に作成 ] を選択して、 従属エレ メン ト を作成します。

2 サブメニューから  [ エレ メン ト ] を選択します。 [ エレ メン ト  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「SHIPTONAME」 と入力します。

4 [ 必須 ] タブを選択します。

5 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「35」 を入力します。

6 [OK] をク リ ッ ク して SHIPTONAME エレ メン トが作成されたら、

残りの Ship To エレ メン ト を作成します。

( 次のページへ続く )
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請求先用の一時記憶
領域エレメン トの
作成方法

BillToDet エレ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

7 SHIPTONAME エレ メン トが反転表示された状態で、 [ 編集 ] メ
ニューから  [ 挿入 ] を選択します。サブメ ニューから  [ エレメ ント ] 
を選択する と、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが

表示されます。

8 2 - 75 ページ ページの表にリ ス ト された ShipToDet EDI セグメン ト

にある残りのエレ メン トについても、 手順 3 ～ 7 を繰り返します。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 BillToDet セグメン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  [ 配
下に作成 ] を選択して、 従属エレ メン ト を作成します。

2 サブメニューから  [ エレ メン ト ] を選択します。 [ フ ィールド  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「BILLTONAME」 と入力します。

4 [ 必須 ] タブを選択します。

5 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「35」 を入力します。

6 [OK] をク リ ッ ク して BILLTONAME エレ メン トが作成されたら、

残りの Bill To エレ メン ト を作成します。

7 BILLTONAME エレ メン トが反転表示された状態で、 [ 編集 ] メ
ニューから  [ 挿入 ] を選択します。サブメ ニューから  [ エレメ ント ] 
を選択する と、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが

表示されます。

8 2 - 75 ページ ページの表にリ ス ト された BillToDet EDI セグメン ト

にある残りのエレ メン トについても、 手順 3 ～ 7 を繰り返します。
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NAD20 エレメン ト

の最大長の変更方法

NAD20 エレ メン ト  ( 国サブエンティティ  ID) は NAD01 エレ メン ト  ( パーティ修

飾子 ) に指定されたパーティの都道府県、 地方、 または国を表しますが、 パート

ナーから自社に送信される  NAD20 エレ メン ト用の文字は 2 文字のみであるた

め、 NAD20 エレ メン トの最大長を変更する必要があ り ます。

NAD20 エレ メン トの長さを変更するには、 次の手順に従います。

拡張ルールの
使用方法

NAD グループから出荷 / 請求先情報を抽出して、 適切な一時記憶領域エレ メン

トに移動するには、 拡張ルールを使用します。 拡張ルールは、 NAD グループの

オカレンスが読み込まれた後で実行されます。

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 NAD20 エレ メン ト をダブルク リ ッ クする と、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

3 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「2」 を入力します。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

ステップ 操作

1 NAD グループを右ク リ ッ ク し、 [ 拡張ルール ] を選択します。 す

る と、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され、

[ ループ拡張ルール ] タブが選択されます。

2 [ 終了時 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 する と、 ループ終了時に

ルールが実行されるこ とが指定されます。 NAD グループのオカレ

ンス  ( 請求 / 出荷先情報を含む ) が読み込まれ、 このルールが実行

されます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



SHIPTONAME 情報のマップ方法 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 78
( 次のページへ続く )

3 [ エディ タ ] ボッ クスに次のよ うに入力します。

IF #3035 = "BT" THEN
BEGIN

$ORDERS.#BILLTONAME = #3036;
$ORDERS.#BILLTOADDR1 = #3042;
$ORDERS.#BILLTOADDR2 = #3042:2;
$ORDERS.#BILLTOCITY = #3164;
$ORDERS.#BILLTOSTATE = #3229;
$ORDERS.#BILLTOPCODE = #3251;

END
IF #3035 = "ST" THEN
BEGIN

$ORDERS.#SHIPTONAME = #3036;
$ORDERS.#SHIPTOADDR1 = #3042;
$ORDERS.#SHIPTOADDR2 = #3042:2;
$ORDERS.#SHIPTOCITY = #3164;
$ORDERS.#SHIPTOSTATE = #3229;
$ORDERS.#SHIPTOPCODE = #3251;

END

メモ
マップ内に複数回出現するセグメン ト / レコードやエレ メン ト /
フ ィールドは、 名前の <ID> によって識別されます。 以降のオカ
レンスは、 <ID>:n で識別されます。 こ こで、 "n" はマップ内のオ
カレンス番号です。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが NAD グループに追加され

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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出荷先名情報の
マッピング

一時記憶領域セグメン トおよびエレ メン ト を作成した後、 拡張ルールを追加し
て、 出荷 / 請求先情報を一時記憶領域エレ メン トからアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィー

ルドへ直接マップします。

次の表に、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールド、 およびそのマップ先となるエレ メン

ト をま とめます。

マップ対象の 
POHEADER フ ィールド 必要な連結操作

SHIPTONAME ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
SHIPTONAME エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
SHIPTONAME へ連結します。

SHIPTOADD1 ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
SHIPTOADDR1 エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
SHIPTOADDR1 へ連結します。

SHIPTOADD2 ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
SHIPTOADDR2 エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
SHIPTOADDR2 へ連結します。

SHIPTOCITY ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
SHIPTOCITY エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
SHIPTOCITY へ連結します。

SHIPTOSTATE ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
SHIPTOSTATE エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
SHIPTOSTATE へ連結します。

SHIPTPCODE ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
SHIPTOPCODE エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
SHIPTOPCODE へ連結します。

BILLTONAME ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
BILLTONAME エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
BILLTONAME へ連結します。

( 次のページへ続く )
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BILLTOADD1 ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
BILLTOADDR1 エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
BILLTOADDR1 へ連結します。

BILLTOADD2 ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
BILLTOADDR2 エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
BILLTOADDR2 へ連結します。

BILLTOCITY ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
BILLTOCITY エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
BILLTOCITY へ連結します。

BILLTOSTATE ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
BILLTOSTATE エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
BILLTOSTATE へ連結します。

BILLTOPCODE ShipToDet 一時記憶領域セグメン ト内の 
BILLTOPCODE エレ メン ト を  POHEADER レ
コード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
BILLTOPOSTALCODE へ連結します。

 ( 続き )
マップ対象の 

POHEADER フ ィールド 必要な連結操作
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DELDATE フ ィールド

概要 DTM セグメン トは、 すべての発注書日付情報から構成され、 複数回にわたって

繰り返されます。 DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が "117" の場合、 DTM セグメン

トのそ う した反復には最初の配送日 / 時が含まれます。 配送情報のマップ先は、

アプ リ ケーシ ョ ン ヘッダー レコード内の [DELDATE] フ ィールドでなければな

り ません。 DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が "153" の場合、 DTM セグメン トのそ

う した反復には最後のキャンセル日 / 時が含まれます。 キャンセル日付情報の

マップ先は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ヘッダー レコード内の [CANCELDATE] フ ィー

ルドでなければなり ません。

配送 / キャンセル日付情報をアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルへマップするには、

マップの EDI 側に既に作成した TEMPDATES 一時記憶領域セグメン ト内に、 一

時記憶領域エレ メン ト を作成する必要があ り ます。 DTM セグメン トから配送 /
キャンセル日付情報を抽出して、 適切な一時記憶領域エレ メン トに移動するに
は、 拡張ルールを使用します。 配送 / キャンセル日付は、 一時記憶領域エレ メン

トからアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドへ直接マップして ください。

DTM02 エレ メン ト  ( 日 / 時 / 期間 ) のプロパティは、 パートナーから送信される

最小長、 最大長、 型、 および書式が反映されるよ うに既に変更されています。

一時記憶領域の
日付エレメン トの
作成方法

DELDATE および CANCELDATE 一時記憶領域エレ メン ト を作成するには、 次の

手順に従います。

ステップ 操作

1 PODATE エレ メン ト  (TEMPDATES セグメン ト内 ) を反転表示し

て、 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューか

ら  [ エレ メン ト ] を選択する と、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイア

ログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに 「DELDATE」 と入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに 「Delivery Date」 と入力します。

4 [ 必須 ] タブを選択します。

5 [ 最小長 ] ボッ クスに、 最小長と して 「6」 を入力します。

6 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

( 次のページへ続く )
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7 [ データ型 ] リ ス トから  [Date/Time] を選択します。 する と、 この

エレ メン トが日 / 時エレ メン ト と して指定されます。 フ ィールド

のデータ型を変更する とその書式が無効化される旨のメ ッセージ
が表示されて確認を促された場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク してこの

メ ッセージに応答して、 先へ進みます。

メモ
メ ッセージ プロンプ ト をオフにするには、 [ オプシ ョ ン ] メ
ニューの [ 選択 ] を選択します。 [ 確認メ ッセージ ] タブを選択し
て、 [ すべて確認 ] チェッ クボッ クスをオフにします。 [ 以下の場
合に確認メ ッセージを表示する。 ] リ ス ト で、 [ フ ィールドの書式
またはデータ型を変更したと き ] チェッ クボッ クスをオフにしま
す。 [OK] をク リ ッ ク して保存します。

8 [ 書式 ] リ ス トから  [YYMMDD] を選択します。 する と、 最初の 2 
桁に年、 2 番目の 2 桁に月、 そして最後の 2 桁に日が入るよ うに

指定されます。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 DELDATE エレ メン トが作成されます。

次に、 CANCELDATE エレ メン ト を作成します。

10 DELDATE エレ メン トが反転表示された状態で、 [ 編集 ] メニュー

から  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  [ フ ィールド ] を選

択する と、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示

されます。

11 [ 名前 ] ボッ クスに 「CANCELDATE」 と入力します。

12 [ 説明 ] ボッ クスに 「Cancel By Date」 と入力します。

13 [ 必須 ] タブを選択します。

14 [ 最小長 ] ボッ クスに、 最小長と して 「6」 を入力します。

15 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

16 [ データ型 ] リ ス トから  [Date/Time] を選択します。 する と、 この

エレ メン トが日 / 時エレ メン ト と して指定されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



インバウンド発注書 (ORDERS) DELDATE フ ィールド 2 - 83
( 次のページへ続く )

17 [ 書式 ] リ ス トから  [YYMMDD] を選択します。 する と、 最初の 
2 桁に年、 2 番目の 2 桁に月、 そして最後の 2 桁に日が入るよ うに

指定されます。

この時点で、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの表

示が、 下図のよ うにな り ます。

18 [OK] をク リ ッ クする と、 CANCELDATE エレ メン トが作成され

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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拡張ルールの
作成方法

DTM セグメン トから配送 / キャンセル日付情報を抽出して、 適切な一時記憶領

域エレ メン トに移動するには、 拡張ルールを使用します。 システムによ り拡張
ルールが実行されるのは、 DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が読み込まれた後です。

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 DTM01 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] リ ス トには、 拡張ルールが既に含まれています。 拡張

ルールは、 DTM セグメン ト  ( 日 / 時 / 期間修飾子が "4" の場合 ) か
ら発注日 / 時を抽出して PODATE 一時記憶領域エレ メン トに移動

するためのルールです。 [ ルール ] リ ス ト  ( 既存の拡張ルールの下 ) 
に、 次のよ うに入力します。

IF #2005 = "117" THEN
BEGIN

$ORDERS.#DELDATE = #2380;
END
IF #2005 = "153" THEN
BEGIN

$ORDERS.#CANCELDATE = #2380;
END

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを必須

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが DTM01 エレ メン トに追加

されます。
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DELDATE ファイル

のマップ方法

一時記憶領域セグメン トおよびエレ メン ト を作成した後、 拡張ルールを追加し
て、 配送 / キャンセル日付情報を一時記憶領域エレ メン トからアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールドへ直接マップします。

配送日付をマップするには、 TEMPDATES 一時記憶領域セグメン ト内の 
DELDATE エレ メン ト を  POHEADER レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
DELDATE へ連結します。

CANCELDATE 
エレメン トの
マップ方法

キャンセル日付をマップするには、 TEMPDATES 一時記憶領域セグメン ト内の 
CANCELDATE エレ メン ト を  POHEADER レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィー

ルド  CANCELDATE へ連結します。
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NUMLINEITEMS のマップ方法

概要 マップの EDI 側では、 Control の総数情報が CNT セグメン トに格納されます。 セ

グメン トにはすべてのコン ト ロール値が含まれています。 このセグメン トは、
複数回にわたって繰り返されます。 CNT01 ( コン ト ロール修飾子 ) が "2" の場合、

CNT セグメン トのそ う した反復には、 メ ッセージ内のライン  アイテム数が入り

ます。 合計ライン アイテム数のマップ先は、 POHEADER アプ リ ケーシ ョ ン レ
コード内の NUMLINEITEMS フ ィールド、 および POSUMMARY アプ リ ケーシ ョ

ン レコード内の NUMLINEITEMSUM フ ィールドでなければなり ません。

CNT セグメン トから適切な情報をアプリ ケーシ ョ ン  ヘッダー レコード内の 
NUMLINEITEMSUMS フ ィールドへマップするには、 コン ト ロール値のタイプを

判別して、 ライン アイテム数を抽出する必要があ り ます。

ラ イン  アイテム数をアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式にマップするには、 非繰り

返し一時記憶領域セグメン トおよびエレ メン ト をマップの EDI 側に作成する必

要があ り ます。 CNT セグメン トから ラ イン  アイテム数を抽出して、 適切な一時

記憶領域エレ メン トに移動するには、 拡張ルールを使用します。 ライン  アイテ

ム数は、 一時記憶領域エレ メン トから  NUMLINEITEMS アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ィールドへ直接マップして ください。

( 次のページへ続く )
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TEMPCONTROL 
一時記憶領域セグメ
ン トの作成方法

一時記憶領域セグメン トの詳細を作成するには、 次の情報を使用します。

◗ [ 名前 ] : TEMPCONTROL
◗ [ タグ ] : $$$
◗ [ 最小使用回数 ] : 0
◗ [ 最大使用回数 ] : 1

TEMPDATES 一時記憶領域セグメン ト を作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 CNT セグメン ト を反転表示します。 CNT セグメン トの後ろには、

一時記憶領域セグメン トが同レベルで配置されています。

2 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  
[ セグメン ト ] を選択します。 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「TEMPCONTROL」 と入力します。

4 [ タグ ] タブを選択します。

5 [ タグ ] ボッ クスに 「$$$」 と入力します。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 TEMPCONTROL 一時記憶領域セグメン

トが作成されます。
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NUMLINEITEMS 
一時記憶領域エレメ
ン トの作成方法

先ほど作成した一時記憶領域セグメン トに、 エレ メン ト を追加します。 一時記
憶領域エレ メン ト を作成するには、 次の情報を使用します。

◗ [ 名前 ] : NUMLINEITEMS
◗ [ 説明 ] : Number of Line Items
◗ [ 最大 ] : 6
◗ [ 型 ] : 番号

◗ [ 書式 ] : R9

NUMLINEITEMS エレ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 TEMPCONTROL セグメン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メニュー

から  [ 配下に作成 ] を選択して、 従属エレ メン ト を作成します。

2 サブメニューから  [ エレ メン ト ] を選択します。 [ エレ メン ト  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「NUMLINEITEMS」 と入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに 「Number of Line Items」 と入力します。

5 [ 必須 ] タブを選択します。

6 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

7 [ データ型 ] リ ス トから  [Number] を選択します。

( 次のページへ続く )
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8 [ 書式 ] リ ス トから  [R9] を選択します。 する と、 明示的な小数点

でエレ メン トが書式設定されます。 また、 エレ メン トに最大 9 桁
まで格納されるよ うにな り ます。

この時点で、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの表

示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 NUMLINEITEMS エレ メン トが作成され

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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拡張ルールの
作成方法

CNT セグメン トから ライン  アイテム数を抽出して、 NUMLINEITEMS 一時記憶

領域エレ メン トに移動するには、 拡張ルールを使用します。 拡張ルールは、
CNT セグメン トのオカレンスが読み込まれた後で実行されます。

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

合計ライン アイテ

ム数のマップ方法

NUMLINEITEMS フ ィールドを  NUMLINEITEMS 一時記憶領域エレ メン トから直

接マップするには、 " 連結 " 機能を使用します。

ラ イン  アイテム数をアプリ ケーシ ョ ン  ヘッダー レコードにマップするには、

TEMPCONTROL 一時記憶領域セグメン ト内の NUMLINEITEMS 一時記憶領域エ

レ メン ト を、 POHEADER レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
NUMLINEITEMS に連結します。

ステップ 操作

1 CNT セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 [ 拡張ルール ] を選択します。

する と、 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 [ ループ拡張ルール ] タブが選択されます。

2 [ 終了時 ] オプシ ョ ンを選択します。 する と、 ループ終了時にルー

ルが実行されるこ とが指定されます。 CNT セグメン トのオカレン

ス  ( コン ト ロール値情報を含む ) が読み込まれ、 このルールが実

行されます。

3 [ エディ タ ] ボッ クスに次のよ うに入力します。

IF #6069 = “2” THEN
BEGIN

$ORDERS.#NUMLINEITEMS = #6066;
END

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが CNT セグメン トに追加さ

れます。
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 PODETAIL レコードのマッピング 0

概要

はじめに PODetailGroup ( 明細情報 ) は、 ライン アイテムのすべての注文情報 ( アイテム、

単位、 価格、 注文数量、 説明、 引当、 料金などの情報 ) で構成されます。 各 
PODetailGroup は、 ト ランスレーシ ョ ンされた注文ごとに最大 20 万回出現しま

す。 この数は、 最大発注数 (20 万アイテム ) と同等です。 PODetailGroup の中の

情報は、 次のレコード単位でさ らに細分されます。

◗ PODETAIL
◗ PODESC
◗ POALLCHG

このセクシ ョ ンでは、 PODETAIL ( 明細 ) レコード内の各フ ィールドをマップす

る方法について説明します。 PODETAIL ( 明細 ) レコードには、 ライン アイテム

のコード番号、 単位、 価格、 および注文数量が含まれています。 PODETAIL レ
コードは、 DetailGroup ごとに 1 回ずつ出現します。
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CUSTNUMDET フ ィールド

概要 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Gentran:Server for 
Windows パートナー エディ タから選択された情報を、 スタンダード  ルールを介

してマップ内に使用するこ とができます。 パートナー エディ タ内の ト レーディ

ング パートナーのプロファ イルから取得された情報は、 マップ内にある選択さ

れたエレ メン ト またはフ ィールドへマップして ください。 マップ内に使用する
情報には、 テーブル内の任意のフ ィールド  ( 場所、 ルッ クアップ、 またはク ロス

リ ファレンス ) やパートナー キーからのデータも含まれています。

このマップで、 パートナーの定義から情報を取得して、 マップのアプリ ケー
シ ョ ン側にある  [Customer Number] フ ィールドに設定する必要があ り ます。

[Customer Number] は各レコードのレコード  キーの一部であるため、 アプ リ ケー

シ ョ ンに 5 回、 各レコード  (CUSTNUMHDR、 CUSTNUMDET、
CUSTNUMDESC、 CUSTNUMAC、 および CUSTNUMSUM) に 1 回出現します。

パートナーのカスタマ番号は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル内の各レコード  キー

の一部となっています。 このカスタマ番号によって、 発注書の送信元ト レー
ディング パートナーが識別されます。 このカスタマ番号は、 既にこのパート

ナー用のパートナー定義の一部となっているため、 パートナーの定義から各カ
スタマ番号フ ィールドへマップできます。

手順 パートナーの定義から取得されたカスタマ番号をマップするには、 次の手順に
従います。

ステップ 操作

1 PODETAIL レコード内の CUSTNUMDET フ ィールドをダブルク

リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表

示します。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トから  [Document record] を選択します。 こ

れによ り、 このフ ィールドをドキュ メン ト  レコードから選択され

た情報で更新するよ う、 システムに指示が出されます。

5 左側の [ マップ元 ] リ ス トから  [Partner Key] を選択します。 この

フ ィールドには、 このパートナー用のカスタマ番号が入り ます。

( 次のページへ続く )
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6 右側の [ マップ先 ] リ ス トから  [CUSTNUMDET] を選択します。 こ

のフ ィールドが、 パートナー エディ タ情報のマップ先になり ます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ クする と、 スタンダード  ルールが CUSTNUMDET 
フ ィールドに追加されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODATEDET フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 日付情報が DTM セグメン トに格納されます。 DTM セグ

メン トには、 マップのヘッダー部の日付情報が含まれています。 このセグメン
トは複数回にわたって繰り返されます。 DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が "4" の
場合、 DTM セグメン トのそ う した反復には注文日 / 時が含まれます。 注文日 /
時のマップ先は、 各アプリ ケーシ ョ ン  レコード  (PODATEHDR、 PODATEDET、
PODATEDESC、 PODATEAC、 および PODATESUM) 内の PODATE フ ィールドで

なければなり ません。

マップの EDI 側に作成されたのは、 非繰り返し一時記憶領域セグメン トおよび

エレ メン トです。 拡張ルールによって DTM セグメン トから注文日 / 時情報が抽

出され、 PODATE 一時記憶領域エレ メン トに移動されました。

TEMPDATES 一時記憶領域セグメン トは繰り返されません。 PODATE 一時記憶

領域エレ メン トから取得された情報のマップ先は、 PODATEDET フ ィールドで

なければなり ません。 PODATEDET フ ィールドは、 20 万回繰り返される  
PODetailGroup 内の PODETAIL セグメン トに含まれています。

フ ィールドおよびエレ メン トは、 同レベルにあるものど う しをマップする必要が
あり ます。 つま り、 非繰り返しセグメン トからグループへはマップできません。
たとえば、 TEMPDATES 一時記憶領域セグメン ト内の発注書日付は、 アプリ ケー

シ ョ ンの PODATEDET フ ィールドへ直接にはマップするこ とができません。

このアプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドに発注書日付をマップするには、 拡張ルール

を使って PODATE 一時記憶領域エレ メン トから発注書日付を抽出して、

PODATEDET フ ィールドへ移動する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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拡張ルールの
作成方法

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PODATEDET フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] リ ス トに次のよ うに入力します。

#PODATEDET = $ORDERS.#PODATE;

"$ORDERS.#PODATE" は、 PODATE 一時記憶領域エレ メン ト用の

アドレス入力です。 このルールは、 PODATEDET フ ィールドが処

理された後で実行されます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが PODATEDET フ ィールド

に追加されます。
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PONUMDET フ ィールド

概要 BGM05 ( ドキュ メン ト / メ ッセージ番号 ) エレ メン トには、 発注書番号が含まれ

ています。 BGM セグメン トは繰り返されません。 BGM05 エレ メン トから取得

された情報のマップ先は、 PONUMDET フ ィールドでなければなり ません。

PONUMDET フ ィールドは、 20 万回繰り返される  PODetailGroup 内に含まれてい

ます。

フ ィールドおよびエレ メン トは、 同レベルにあるものど う しに限ってマップす
るこ とが可能です。 このアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドにドキュ メン ト / メ ッ

セージ番号をマップするには、 拡張ルールを使って BGM05 エレ メン トから発注

書番号を抽出して、 PONUMDET フ ィールドへ移動する必要があ り ます。

拡張ルールの
作成方法

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PONUMDET フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] リ ス トに次のよ うに入力します。

#PONUMDET = $ORDERS.#1004;

"$ ORDERS.#1004" は、 BGM05 エレ メン ト用のアドレス入力です。

このルールは、 PONUMDET フ ィールドが処理された後で実行さ

れます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが PONUMDET フ ィールドに

追加されます。
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CUSTPROCODE/UPCCODE フ ィールド

概要 アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Gentran:Server for 
Windows パートナー データベースから選択された情報を、 スタンダード  ルール

を介してマップ内に使用するこ とができます。 パートナー エディ タ内のト レー

ディング パートナーのプロファイルから取得された情報は、 マップ内にある選択

されたエレ メン ト またはフ ィールドへマップするこ とができます。 マップ内に使
用する情報には、 テーブル内の任意のフ ィールド  ( 場所、 ルッ クアップ、 または

クロス リ ファレンス ) やパートナー レコードからのデータも含まれています。

購入済みアイテム用にパートナーのコードを ト ランスレーシ ョ ンし、 同じアイ
テム用に自社コードを ト ランスレーシ ョ ンするには、 PETZONE1 パートナー プ
ロファ イル用クロス リ ファレンス  テーブルから取得されたをマップしておく必

要があ り ます。パートナーがアイテムごとに使用しているのは、 customer product 
code (CUSTPROCODE) です。 自社では、 アイテムごとに UPC コード  (UPCCODE) 
を使用しています。 自社とパートナーとで customer product code を  UPC コードご

とに決めた後は、 パートナー エディ タでク ロス リ ファレンス  テーブルを作成し、

その情報をマップ内に使用するこ とができます。

ク ロス リ ファレンス  テーブルは、 自社とパートナーが異なる名前 ( または番号 ) 
でアイテムを参照している場合に使用します。 たとえば、 自社では "widget" を表

す一意の名前を "wid" と し、 パートナーは同じ  "widget" を表す一意の名前を  
"1234" と した場合には、 システムはクロス リ ファレンス  テーブルを使用して、

"widget" アイテムを表す名前 2 つを ト ランスレーシ ョ ンします。

自社では、 このマップ内に、注文済みアイテムごとに 1 つのコード  (UPC コード ) 
を設定してあ り ます。 一方、 パートナーは、 同じアイテムを異なるコード  
(customer product code) で識別しています。 自社では、 customer product code を  
LIN03 エレ メン ト  ( アイテム番号 ) からマップのアプリ ケーシ ョ ン側にあるカス

タマ製品コード  フ ィールド  (CUSTPROCODE) へマップする必要があ り ます。 そ

のためには、 customer product code を UPC コードに ト ランスレーシ ョ ンするため

のクロス リ ファレンス  テーブルを作成する必要があ り ます。

メモ
ク ロス リ ファレンス  テーブルを作成する前に、 ユーザーは各 UPC コードに対応
する  customer product code をパートナーに確認する必要があ り ます。 確認後、
パートナー エディ タでク ロス リ ファレンス  テーブルを作成して、 その情報を
マップ内で使用できます。

最後に、 スタンダード  ルールを使用して、 ト ランスレーシ ョ ン済みの値を  
CUSTPROCODE フ ィールドから  UPCCODE フ ィールドへマップする必要があ り

ます。

( 次のページへ続く )
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カスタマ製品コード
のマップ方法

customer product code をマップするには、 LIN セグメン ト  (LIN グループ ) 内の 
LIN03 エレ メン ト を  PODETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
CUSTPROCODE へ連結します。

クロスリファレンス 
テーブルの作成方法

パートナー エディ タで、 ク ロス リ ファレンス  テーブルを作成して "PRODCODE" 
と命名します。 ク ロス リ ファレンス  テーブルの作成の詳細については、

Gentran:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 またはオンライン  ヘルプを参照

して ください。

メモ
ユーザーが作成したクロス リ ファレンス  テーブルには、 エン ト リが 6 つだけ含
まれます。 実際のテーブルには、 自社で製造するアイテムのうちパートナーが
購入するものをすべて記載するこ とができます。 例を次に示します。

ク ロス リ ファレンス  テーブルを作成する と きは、 次の表中の情報を使用して く

ださい。 [ 自社の値 ] フ ィールドには、 アイテム用に自社の UPC コードが入り ま

す。 [ パートナーの値 ] フ ィールドには、 アイテム用にパートナーの customer 
product code が入り ます。 [ 説明 ] フ ィールドには、 アイテムの説明 ( そのほか、

適用可能な場合はサイズなど ) が入り ます。 [ 参照データ ] フ ィールドには、 追

加数量や色情報が入り ます。

( 次のページへ続く )

自社の値 パートナーの値 説明 参照データ

12345678901234 555666411 Large Dog Collar Red

23456789012345 555666817 Spring Breeze Cat Litter 5 Kg. Bag

34567890123456 555666908 Small Beef Basted 
Rawhide Bones

Bag of 12

45678901234567 555666321 X-Large Food Bowl Black

56789012345678 555666287 FatKat Kitty Bed Blue with White 
Trim

67890123456789 555666413 Catnip Mouse Toy
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CUSTPROCODE か
ら  UPCCODE への

ト ランスレーショ ン
方法

パートナーが注文した各アイテムのパートナー側 customer product code を自社側 
UPC コードに ト ランスレーシ ョ ンするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PODETAIL レコード内の CUSTPROCODE フ ィールドをダブルク

リ ッ ク します。 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが

表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トから  [Partner cross-reference by partner item] 
を選択します。 この操作によ り、 ク ロス リ ファレンス  テーブルを

使用して、 パートナーのアイテムで ト ランスレーシ ョ ンされます。

5 [Sub Table] ボッ クスに 「PRODCODE」 と入力します。 この名前

は、 作成したクロス リ ファレンス  テーブルの名前です。

6 [ エラーを発生させる ] チェッ クボッ クスをオンにします。 する

と、 ト ランスレーシ ョ ンが失敗した場合、 適合エラーの発生を指
示するシグナルが送られます。

7 左側の [ マップ元 ] リ ス トから  [My Item] を選択して、 このフ ィー

ルドから内容をマップします。

8 右側の [ マップ先 ] リ ス トから  [UPCCODE] を選択して、 この

フ ィールドにパートナー エディ タ情報をマップします。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 ク ロス リ ファレンス  テーブルからマップ

します。
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UOM フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 ライン アイテム情報が LIN グループ (LIN セグメン ト、

IMD:2 セグメン ト、 QTY:3 セグメン ト、 および MOA:5 セグメン ト内 ) に格納さ

れます。 QTY:3 セグメン トは複数回にわたって繰り返されます。 単位 (UOM) は、

QTY:3 セグメン トから非繰り返し  PODETAIL アプリ ケーシ ョ ン  レコードにマッ

プする必要があ り ます。 単位を  QTY:303 エレ メン トから  PODETAIL レコードに

マップするには、 非繰り返し一時記憶領域セグメン トおよびエレ メン ト をマッ
プの EDI 側に作成する必要があ り ます。

QTY:3 セグメン トから単位を抽出して、 適切な一時記憶領域エレ メン トに移動す

るには、 拡張ルールを使用します。 単位は、 一時記憶領域エレ メン トから  UOM 
アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドへ直接マップして ください。

TEMPLINEITEM 
一時記憶領域セグメ
ン トの作成方法

TEMPLINEITEM 一時記憶領域セグメン ト を作成するには、次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 LIN グループ内の LIN セグメン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メ
ニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメ ニューから  [ セグメ ント ] 
を選択します。

システムからの応答
[EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに 「TEMPLINEITEM」 と入力します。

3 [ タグ ] タブを選択します。

4 [ タグ ] ボッ クスに 「$$$」 と入力します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 TEMPLINEITEM 一時記憶領域セグメン

トが作成されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



インバウンド発注書 (ORDERS) UOM フ ィールド 2 - 101
UNITMEAS 一時記

憶領域エレメン トの
作成方法

UNITMEAS 一時記憶領域エレ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 TEMPLINEITEM セグメン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メニュー

から  [ 配下に作成 ] を選択して、 従属エレ メン ト を作成します。

サブメニューから  [ エレ メン ト ] を選択します。

システムからの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに 「UNITMEAS」 と入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに 「Unit of Measurement」 と入力します。

4 [ 必須 ] タブを選択します。

5 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「3」 を入力します。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 UNITMEAS エレ メン トが作成されます。
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拡張ルールの
作成方法

QTY:3 セグメン トから単位を抽出して、 UNITMEAS 一時記憶領域エレ メン トに

移動するには、 拡張ルールを使用します。 システムによ り拡張ルールが実行さ
れるのは、 QTY:303 エレ メン ト  ( 単位修飾子 ) が読み込まれた後です。

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

単位のマッピング UOM ( 単位 ) フ ィールドを UNITMEAS 一時記憶領域エレ メン トから直接マップ

するには、 " 連結 " 機能を使用します。

TEMPLINEITEM 一時記憶領域セグメン ト  (LIN グループ ) 内の UNITMEAS 一時

記憶領域エレ メン ト を  PODETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
UOM へ連結します。

ステップ 操作

1 QTY:303 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] ボッ クスに次のよ うに入力します。

IF #6063 = “21” THEN
BEGIN

$2500_LIN.#UNITMEAS = #6411:2;
END

QTY:303 エレ メン トに "21" (Quantity Ordered) が含まれていないこ

とがシステムによ り検証され、 このルールが実行されます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが QTY:303 エレ メン トに追

加されます。
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UNITPR フ ィールド

概要 MOA:5 セグメン トは複数回にわたって繰り返されます。 MOA:5 セグメン トの単

価は、 非繰り返し  PODETAIL アプリ ケーシ ョ ン  レコードにマップする必要があ

り ます。 MOA:5 セグメン トには金額情報が含まれています。 このセグメン トは、

複数回にわたって繰り返されます。 MOA:501 エレ メン ト  ( 金額タイプ ) が "146" 
の場合、 MOA:5 セグメン トのそ う した反復には、 そのライン  アイテムの単価が

入り ます。 単価のマップ先は、 PODETAIL アプ リ ケーシ ョ ン レコード内の 
UNITPR フ ィールドでなければなり ません。

MOA:5 セグメン トから  UNITPR フ ィールドに適切な情報をマップするには、 金

額タイプを判別した後で、 単価を抽出する必要があ り ます。 一時記憶領域エレ
メン トは、 既に作成した TEMPLINEITEM 一時記憶領域セグメン ト内に作成する

必要があ り ます。

拡張ルールを使って MOA:5 セグメン トから単価を抽出して、 適切な一時記憶領

域エレ メン トに移動して ください。 その後は、 単価を一時記憶領域エレ メン ト
から  UNITPR アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドへ直接マップするこ とができます。

UNITPRICE 一時記

憶領域エレメン トの
作成方法

UNITPRICE 一時記憶領域エレ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 TEMPLINEITEM セグメン ト内の UNITMEAS 一時記憶領域エレ メ

ン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択して、

従属エレ メン ト を作成します。 サブメニューから  [ エレ メン ト ] 
を選択します。

システムからの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに 「UNITPRICE」 と入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに 「Unit Price」 と入力します。

4 [ 必須 ] タブを選択します。

5 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「14」 を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから  [Number] を選択します。

( 次のページへ続く )
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7 [ 書式 ] リ ス トから  [R9] を選択します。 する と、 明示的な小数点

でエレ メン トが書式設定されます。 また、 エレ メン トに最大 9 桁
まで格納されるよ うにな り ます。

この時点で、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの表

示が、 下図のよ うにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ クする と、 UNITPRICE エレ メン トが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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拡張ルールの
作成方法

MOA:5 セグメン トから単価を抽出して、 UNITPRICE 一時記憶領域エレ メン トに

移動するには、 拡張ルールを使用します。 システムによ り拡張ルールが実行さ
れるのは、 MOA:501 エレ メン ト  ( 金額タイプ ) が読み込まれた後です。

単価のマッピング UNITPR (Unit price) フ ィールドを UNITPRICE 一時記憶領域エレ メン トから直接

マップするには、 " 連結 " 機能を使用します。

TEMPLINEITEM 一時記憶領域セグメン ト  (LIN グループ ) 内の UNITPRICE 一時

記憶領域エレ メン ト を  PODETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
UNITPR へ連結します。

ステップ 操作

1 MOA:501 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] ボッ クスに次のよ うに入力します。

IF #5025 = “145” THEN
BEGIN

$2500_LIN.#UNITPRICE = #5004;
END

MOA:501 エレ メン トに "146" (Unit Price) が含まれていないこ とが

システムによ り検証され、 このルールが実行されます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが MOA:501 エレ メン トに追

加されます。
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QTYORD フ ィールド

概要 QTY:3 セグメン トの注文数量は、 非繰り返し  PODETAIL アプ リ ケーシ ョ ン レ
コードにマップする必要があ り ます。 QTY:3 セグメン トには数量情報が含まれて

います。 このセグメン トは、 複数回にわたって繰り返されます。 QTY:301 エレ メ

ン ト  ( 数量修飾子 ) が "21" の場合、 QTY:3 セグメン トのそ う した反復には、 その

ライン  アイテムの注文数量が入り ます。 注文数量のマップ先は、 PODETAIL ア
プ リ ケーシ ョ ン レコード内の QTYORD フ ィールドでなければなり ません。

QTY:3 セグメン トから  QTYORD フ ィールドに適切な情報をマップするには、 数

量タイプを判別して、 注文数量を抽出する必要があ り ます。 一時記憶領域エレ
メン トは、 既に作成した TEMPLINEITEM 一時記憶領域セグメン ト内に作成する

必要があ り ます。

QTY:3 セグメン トから注文数量を抽出して、 適切な一時記憶領域エレ メン トに移

動するには、 拡張ルールを使用します。 その後、 注文数量を一時記憶領域エレ
メン トから  QTYORD アプリ ケーシ ョ ン  フ ィールドへ直接マップするこ とができ

ます。

QTYORD 一時記憶

領域エレメン トの
作成方法

QTYORD 一時記憶領域エレ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 TEMPLINEITEM セグメン ト内の UNITPRICE 一時記憶領域エレ メ

ン ト を反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択して、

従属エレ メン ト を作成します。 サブメニューから  [ エレ メン ト ] 
を選択します。

システムからの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに 「QTYORD」 と入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに 「Quantity Ordered」 と入力します。

4 [ 必須 ] タブを選択します。

5 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「9」 を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから  [Number] を選択します。

( 次のページへ続く )
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7 [ 書式 ] リ ス トから  [R9] を選択します。 する と、 明示的な小数点

でエレ メン トが書式設定されます。 また、 エレ メン トに最大 9 桁
まで格納されるよ うにな り ます。

[ 必須 ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ クする と、 QTYORD エレ メン トが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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拡張ルールの
作成方法

QTY:3 セグメン トから単価を抽出して、 QTYORD 一時記憶領域エレ メン トに移

動するには、 拡張ルールを使用します。 システムによ り拡張ルールが実行され
るのは、 QTY:301 エレ メン ト  ( 数量修飾子 ) が読み込まれた後です。

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

注文数量の
マッピング

QTYORD (Quantity ordered) を  QTYORD 一時記憶領域エレ メン トから直接マップ

するには、 " 連結 " 機能を使用します。

TEMPLINEITEM 一時記憶領域セグメン ト  (LIN グループ ) 内の QTYORD 一時記

憶領域エレ メン ト を  PODETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
QTYORD へ連結します。

ステップ 操作

1 QTY:301 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] ボッ クスに次のよ うに入力します。

IF #6063 = “21” THEN
BEGIN

$2500_LIN.#QTYORD = #6060;
END

QTY:301 エレ メン トに "21" (Quantity Ordered) が含まれているこ と

がシステムによ り検証され、 このルールが実行されます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが QTY:301 エレ メン トに追

加されます。
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PODESC レコードのマッピング 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 PODESC ( 説明 ) レコード内の各フ ィールドをマップする

方法について説明します。 PODESC ( 説明 ) レコードには、 注文済みライン アイ

テムに関する説明情報が含まれています。 PODESC レコードは PODetailGroup ご
とに最大 5 回まで出現します。 そのため、 アイテムごとに複数の説明項目を使用

するこ とができます。 たとえば、 ラ イン  アイテムが "dog collar" の場合は、 [ 説
明 ] フ ィールドが "red"、 "large"、 および "leather" のよ うにな り ます。
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CUSTNUMDESC フ ィールド

概要 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Gentran:Server for 
Windows パートナー エディ タから選択された情報を、 スタンダード  ルールを介

してマップ内に使用するこ とができます。 パートナー エディ タ内の ト レーディ

ング パートナーのプロファ イルから取得された情報は、 マップ内にある選択さ

れたエレ メン ト またはフ ィールドへマップするこ とができます。 マップ内に使
用できる情報には、 テーブル内の任意のフ ィールド  ( 場所、 ルッ クアップ、 また

はクロス リ ファレンス ) やパートナー キーからのデータも含まれています。

このマップで、 パートナーの定義から取得した情報を使用して、 マップのアプ
リ ケーシ ョ ン側にある  [Customer Number] フ ィールドに設定する必要があ り ま

す。 [Customer Number] は各レコードのレコード  キーの一部であるため、 アプリ

ケーシ ョ ン ファ イル書式に 5 回、 各レコード  (CUSTNUMHDR、
CUSTNUMDET、 CUSTNUMDESC、 CUSTNUMAC、 および CUSTNUMSUM) に 
1 回出現します。

パートナーのカスタマ番号は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式内の各レコード  
キーの一部となっています。 このカスタマ番号によって、 発注書の送信元ト
レーディング パートナーが識別されます。 このカスタマ番号は、 既にこのパー

トナー用のパートナー定義の一部となっているため、 パートナーの定義から各
カスタマ番号フ ィールドへマップできます。

手順 パートナーの定義から取得されたカスタマ番号をマップするには、 次の手順に
従います。

ステップ 操作

1 PODESC レコード内の CUSTNUMDESC フ ィールドをダブルク

リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表

示します。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トから  [Document record] を選択します。 こ

れによ り、 このフ ィールドがドキュ メン ト  レコードから取得され

たで更新されるよ うにな り ます。

5 [ エラーを発生させる ] チェッ クボッ クスをオンにします。 する

と、 有効なエン ト リがシステムで検出されない場合はエラーが発
生するよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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6 左側の [ マップ元 ] リ ス トから  [Partner Key] を選択します。 この

フ ィールドには、 このパートナー用のカスタマ番号が入り ます。

7 右側の [ マップ先 ] リ ス トから  [CUSTNUMDESC] を選択します。

このフ ィールドが、 パートナー エディ タ情報のマップ先になり

ます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ クする と、 スタンダード  ルールが CUSTNUMDESC 
フ ィールドに追加されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 日付情報が DTM セグメン トに格納されます。 DTM セグ

メン トには、 マップのヘッダー部の日付情報が含まれています。 このセグメン
トは複数回にわたって繰り返されます。 DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が "4" の
場合、 DTM セグメン トのそ う した反復には注文日 / 時が含まれます。 注文日 /
時のマップ先は、 各アプリ ケーシ ョ ン  レコード  (PODATEHDR、 PODATEDET、
PODATEDESC、 PODATEAC、 および PODATESUM) 内の PODATE フ ィールドで

なければなり ません。

マップの EDI 側に既に作成されたのは、 非繰り返し一時記憶領域セグメン トお

よびエレ メン トです。 拡張ルールによって DTM セグメン トから注文日 / 時情報

が抽出され、 PODATE 一時記憶領域エレ メン トに移動されました。

TEMPDATES 一時記憶領域セグメン トは繰り返されません。 PODATE 一時記憶

領域エレ メン トから取得された情報のマップ先は、 PODATEDESC フ ィールドで

なければなり ません。 PODATEDESC フ ィールドは、 20 万回繰り返される  
PODetailGroup 内の PODESC セグメン トに含まれています。

フ ィールドおよびエレ メン トは、 同レベルにあるものど う しに限ってマップして
ください。 つま り、 非繰り返しセグメン トからグループへはマップできません。
たとえば、 TEMPDATES 一時記憶領域セグメン ト内の発注書日付は、 アプリ ケー

シ ョ ンの PODATEDESC フ ィールドへ直接にはマップするこ とができません。

このアプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドに発注書日付をマップするには、 拡張ルール

を使って PODATE 一時記憶領域エレ メン トから発注書日付を抽出して、

PODATEDESC フ ィールドへ移動する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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拡張ルールの
作成方法

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PODATEDESC フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] ボッ クスに次のよ うに入力します。

#PODATEDESC = $ORDERS.#PODATE;

このルールは、 PODATEDESC フ ィールドが処理された後で実行

されます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが PODATEDESC フ ィールド

に追加されます。
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PONUMDESC フ ィールド

概要 BGM05 ( ドキュ メン ト / メ ッセージ番号 ) エレ メン トには、 発注書番号が含まれ

ています。 BGM セグメン トは繰り返されません。 BGM05 エレ メン トから取得

された情報のマップ先は、 PONUMDESC フ ィールドでなければなり ません。

PONUMDESC フ ィールドは、 20 万回繰り返される  PODetailGroup 内に含まれて

います。

フ ィールドおよびエレ メン トは、 同レベルにあるものど う しに限ってマップして
ください。 つま り、 非繰り返しセグメン トからグループへはマップできません。
たとえば、 BGM セグメン ト内のドキュ メン ト / メ ッセージ番号は、 アプリ ケー

シ ョ ンの PODATEDESC フ ィールドへ直接にはマップするこ とができません。

このアプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドにドキュ メン ト / メ ッセージ番号をマップす

るには、 拡張ルールを使って BGM05 エレ メン トから発注書番号を抽出して、

PONUMDSC フ ィールドへ移動する必要があ り ます。

拡張ルールの
作成方法

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 PONUMDESC フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] ボッ クスに次のよ うに入力します。

#PONUMDESC = $ORDERS.#1004;

このルールは、 PODATEDESC フ ィールドが処理された後で実行

されます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが PODATEDESC フ ィールド

に追加されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



インバウンド発注書 (ORDERS) PONUMDESC フ ィールド 2 - 115
DESC フ ィールド

のマップ方法

DESC フ ィールドは、 自社パートナーが自由形式の書式でアイテムを記述できる

よ うに提供されています。 自社パートナーから送信されるセグメン ト反復数が 
5 回のみであるこ とは認知されているため、 IMD:2 セグメン トの最大使用回数を

変更する必要があ り ます。

最大使用回数の変更
IMD:02 セグメン トのプロパティ を変更するには、 次の手順に従います。

DESC フ ィールドの連結
DESC ( 説明 ) フィールドを  IMD:206 エレメ ント から直接マッ プするには、" 連結 " 
機能を使用します。

IMD:2 一時記憶領域セグメン ト  (LIN グループ ) 内の IMD:206 エレ メン ト を  
PODESC レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  DESC へ連結します。

ステップ 操作

1 IMD:2 セグメン ト  (LIN グループ ) を右ク リ ッ ク します。 シ ョート

カッ ト  メニューから  [ プロパティ ] を選択して、 [EDI セグメン ト  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ ループ処理 ] タブを選択します。

3 [ 最大使用回数 ] ボッ クスに 「5」 と入力します。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。
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POALLCHG レコードのマッピング 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 POALLCHG (Alowance/ Charge) レコード内の各フ ィールド

をマップする方法について説明します。 POALLCHG (Alowance and Charge) レ
コードには、 引当 / 料金インジケータ、 処理方法コード、 および引当 / 料金の合

計金額が含まれています。 POALLCHG レコードは PODetailGroup ごとに最大 5 
回まで出現します。 そのため、 アイテムごとに引当と料金またはどちらか一方
を複数使用するこ とができます。
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CUSTNUMAC フ ィールド

概要 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Gentran:Server for 
Windows パートナー エディ タから選択された情報を、 スタンダード  ルールを介

してマップ内に使用するこ とができます。 パートナー エディ タ内の ト レーディ

ング パートナーのプロファ イルから取得された情報は、 マップ内にある選択さ

れたエレ メン ト またはフ ィールドへマップするこ とができます。 マップ内に使
用できる情報には、 テーブル内の任意のフ ィールド  ( 場所、 ルッ クアップ、 また

はクロス リ ファレンス ) やパートナー キーからのデータも含まれています。

このマッ プで、 パート ナーの定義から取得した情報を使用して、 マッ プのアプリ
ケーショ ン側にある  [Customer Number] フィ ールド に設定する必要があり ます。

[Customer Number] は各レコードのレコード  キーの一部であるため、 アプ リ ケー

シ ョ ン  ファ イル書式に 5 回、 各レコード  (CUSTNUMHDR、 CUSTNUMDET、
CUSTNUMDESC、 CUSTNUMAC、 および CUSTNUMSUM) に 1 回出現します。

パートナーのカスタマ番号は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式内の各レコード  
キーの一部となっています。 このカスタマ番号によって、 発注書の送信元ト
レーディング パートナーが識別されます。 このカスタマ番号は、 既にこのパー

トナー用のパートナー定義の一部となっているため、 パートナーの定義から各
カスタマ番号フ ィールドへマップできます。

手順 パートナーの定義から取得されたカスタマ番号をマップするには、 次の手順に
従います。

ステップ 操作

1 POALLCHG レコード内の CUSTNUMAC フ ィールドをダブルク

リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表

示します。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

5 [ エラーを発生させる ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6 左側の [ マップ元 ] リ ス トから  [Partner Key] を選択します。 この

フ ィールドには、 このパートナー用のカスタマ番号が入り ます。

( 次のページへ続く )
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7 右側の [ マップ先 ] リ ス トから  [CUSTNUMAC] を選択します。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ クする と、 スタンダード  ルールが CUSTNUMAC 
フ ィールドに追加されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODATEAC フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 日付情報が DTM セグメン トに格納されます。 DTM セグ

メン トには、 マップのヘッダー部の日付情報が含まれています。 このセグメン
トは複数回にわたって繰り返されます。 DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が "4" の
場合、 DTM セグメン トのそ う した反復には注文日 / 時が含まれます。 注文日 /
時のマップ先は、 各アプリ ケーシ ョ ン  レコード  (PODATEHDR、 PODATEDET、
PODATEDESC、 PODATEAC、 および PODATESUM) 内の PODATE フ ィールドで

なければなり ません。

マップの EDI 側に既に作成されたのは、 非繰り返し一時記憶領域セグメン トお

よびエレ メン トです。 また、 拡張ルールによって DTM セグメン トから注文日 /
時情報が抽出され、 PODATE 一時記憶領域エレ メン トに移動されました。

TEMPDATES 一時記憶領域セグメン トは繰り返されません。 PODATE 一時記憶

領域エレ メン トから取得された情報のマップ先は、 PODATEAC フ ィールドでな

ければなり ません。 PODATEDAC フ ィールドは、 20 万回繰り返される  
PODetailGroup 内の POALLCHG セグメン トに含まれています。

このアプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドに発注書日付をマップするには、 拡張ルール

を使って PODATE 一時記憶領域エレ メン トから発注書日付を抽出して、

PODATEAC フ ィールドへ移動する必要があ り ます。

拡張ルールの
作成方法

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PODATEAC フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] リ ス トに次のよ うに入力します。

#PODATEAC = $ORDERS.#PODATE;

このルールは、 PODATEAC フ ィールドが処理された後で実行され

ます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが PODATEAC フ ィールドに

追加されます。
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PONUMAC フ ィールド

概要 BGM05 ( ドキュ メン ト / メ ッセージ番号 ) エレ メン トには、 発注書番号が含まれ

ています。 BGM セグメン トは繰り返されません。 BGM05 エレ メン トからの情

報のマップ先は、 PONUMAC フ ィールドでなければなり ません。 ただし、

PONUMAC フ ィールドは、 20 万回繰り返される  PODetailGroup 内に含まれてい

ます。

このアプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドにドキュ メン ト / メ ッセージ番号をマップす

るには、 拡張ルールを使って BGM05 エレ メン トから発注書番号を抽出して、

PONUMAC フ ィールドへ移動する必要があ り ます。

拡張ルールの
作成方法

拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 PONUMAC フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ 拡張ルール ] タブを選択します。

3 [ ルール ] リ ス トに次のよ うに入力します。

#PONUMAC = $ORDERS.#1004;

このルールは、 PODATEAC フ ィールドが処理された後で実行され

ます。

4 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 拡張ルールが PONUMAC フ ィールドに

追加されます。
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ACIND フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 ライン アイテム情報が ALC グループ (ALC:2 セグメン ト

および MOA:8 セグメン ト内 ) に格納されます。 ALC:2 セグメン トは、 LIN グ
ループに従属する  ALC グループに含まれています。 ALC:201 エレ メン ト内の引

当 / 料金インジケータ用に受け入れられるコードを判別するには、 コード  リ ス

ト  テーブルを使用します。 使用可能なコードは、 "A" (Alowance) および "C" 
(Charge) です。 その後、 ALC:2 セグメン トから取得した引当 / 料金インジケータ

を、 PODetailGroup に従属する  POALLCHG アプリ ケーシ ョ ン レコードへ直接

マップして ください。

コード  テーブルの

読み込み方法

スタンダードからコード  テーブルを読み込むには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 ALC:201 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。 する と、 [ エレ メン

ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Code] を選択します。

4 [ 編集 ] をク リ ッ ク して、 [ コード  リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ

クスにアクセスします。

テーブル ID には、 このコード  リ ス ト  テーブルを使用するエレ メ

ン トが入り ます。 [ 説明 ] ボッ クスには、 このコード  リ ス ト  テー

ブルを使用するエレ メン トの説明が入り ます。

( 次のページへ続く )
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5 ◗ [ 読み込み ] をク リ ッ ク します。する と、[ データ  ソースの選択 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

◗ [ コンピュータ  データ  ソース ] タブを選択します。

◗ EDI メ ッセージ スタンダード  ( 通常は Gentran スタンダード ) 
へアクセスする目的にシステムで使用されるデータ  ソース名
を選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ コード  リ ス トの読み込み ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 [ スタンダードのコード ] リ ス トで、 [A Allowance] コードをク リ ッ

ク します。 SHIFT キーを押して [C Charge] コードをク リ ッ クする

と、 両方のコードが反転表示されます。 [ 追加 ] をク リ ッ クする

と、 両方のコードが [ 選択されたコード ] リ ス トに移動します。

7 [OK] をク リ ッ クする と、 選択されたコードがロード され、 [ コー

ド  リ ス トの読み込み ] ダイアログ ボッ クスが終了します。

この時点で、 [ コード  リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスの表示

が、 下図のよ うにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ クする と、 [ コード  リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ

クスが終了します。

[ スタンダード  ルール ] タブで、 コード  リ ス トに "5463 
ALLOWANCE OR CHARGE QUALIFIER" が含まれているこ とを確

認します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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引当 / 料金インジ

ケータのマップ方法

ACIND (Alowance or Charge Indicator) フ ィールドは、 引当 / 料金が合計金額であ

るこ とを示す ALC:201 エレ メン トから直接マップするこ とができます。

ALC:2 セグメン ト  (LIN グループ内の ALC グループ ) 内の ALC:201 エレ メン ト

は、 POALLCHG レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  ACIND へ連結して

ください。

メモ
出力マップ コンポーネン トの最大使用数が入力マップ コンポーネン ト未満であ
るこ とを知らせる メ ッセージ ボッ クスが表示されて確認を促された場合は、 [ は
い ] をク リ ッ ク してメ ッセージに応答します。 パートナーから送信される  ALC 
グループの反復が 5 回以下であるこ とから、 データの損失のないこ とは認知され
ています。 ただし、 パートナーが 6 以上の ALC グループを送信するこ とに決め
た場合は、 マップの出力側にある  POALLCHG セグメン トの最大使用数を、 決定
した送信回数と一致するよ うに変更する必要があ り ます。 変更しないと、 デー
タを失う恐れがあ り ます。

9 [ エラーを発生させる ] チェッ クボッ クスをオンにします。 これ

で、 適合性の理由から、 コード  テーブル リ ス トから読み込んだ 
2 つのコードのどちらか 1 つをエレ メン ト内に必ず含めるよ うに

指定したこ とにな り ます。

10 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ACMETHAND フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 ライン アイテム情報が ALC グループ (ALC:2 セグメン ト

および MOA:8 セグメン ト内 ) に格納されます。 ALC:2 セグメン トは、 LIN グ
ループに従属する  ALC グループに含まれています。 ALC:204 エレ メン トから取

得した引当 / 料金処理方法コードは、 PODetailGroup に従属する  POALLCHG ア
プ リ ケーシ ョ ン レコードへ直接マップするこ とができます。

引当 / 料金処理方法

コードのマップ方法

ACMETHAND フールドをマップするには、 ALC:2 セグメン ト  (LIN グループの 
ALC グループに属する ) 内の ALC:204 エレ メン ト を  POALLCHG レコード内の

アプリ ケーシ ョ ン フ ィールド  ACMETHAND へ連結します。

メモ
出力マップ コンポーネン トの最大使用数が入力マップ コンポーネン ト未満であ
るこ とを知らせる メ ッセージ ボッ クスが表示されて確認を促された場合は、 [ は
い ] をク リ ッ ク してメ ッセージに応答します。 パートナーから送信される  ALC 
グループの反復が 5 回以下であるこ とから、 データの損失のないこ とは認知され
ています。 ただし、 パートナーが 6 以上の ALC グループを送信するこ とに決め
た場合は、 マップの出力側にある  POALLCHG セグメン トの最大使用数を、 決定
した送信回数と一致するよ うに変更する必要があ り ます。 変更しないと、 デー
タを失う恐れがあ り ます。
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ACTOTAMT フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 ライン アイテム情報が ALC グループ (ALC:2 セグメン ト

および MOA:8 セグメン ト内 ) に格納されます。 MOA:8 セグメン トは、 MOA グ
ループに含まれています。 MOA グループは ALC グループに従属し、 ALC グ
ループは LIN グループに従属します。 MOA:8 セグメン トから取得した引当 / 料
金合計金額は、 PODetailGroup に従属する  POALLCHG アプ リ ケーシ ョ ン レコー

ドへ直接マップする必要があ り ます。 MOA グループは最大 2 回まで繰り返され

ます。 パートナーから自社へ送信される  MOA グループの反復は 1 つだけである

ため、 グループの最大使用数を変更して、 グループ内のレコードを親レベルに
プロモートする必要があ り ます。

ほかに自社で認知しているのは、 パートナーから自社に送信される唯一の金額
タイプ修飾子 (MOA:801 エレ メン ト ) が "128" であるこ とです。 "128" は、 引当 /
料金の合計金額が入った MOA グループの反復を指定する修飾子です。 "128" は
パートナーから自社に送信される唯一の修飾子であるため、 このエレ メン ト を
使用してマッピング操作を実行する必要はあ り ません。

引当 / 料金の合計金額は、 MOA:802 エレ メン トから  ACTOTAMT アプリ ケー

シ ョ ン  フ ィールドへ直接マップするこ とができます。

MOA グループのプ

ロパテ ィの変更方法

MOA グループのプロパティを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 MOA グループ (LIN グループの ALC グループに属する ) を右ク

リ ッ ク します。 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロパティ ] を選

択して、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセス

します。

2 [ ループ処理 ] タブを選択します。

3 [ 最大使用回数 ] ボッ クスに 「1」 と入力する と、 MOA グループが

非繰り返しグループになり ます。

( 次のページへ続く )
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引当 / 料金の合計金

額のマップ方法

ACTOTAMT (Alowance or Charge Total Amount) フ ィールドは、 引当 / 料金の処理

方法を指示する  MOA:802 エレ メン トから直接マップして ください。

MOA:8 セグメン ト  (LIN グループの ALC グループに属する ) 内の MOA: 802 エレ

メン トは、 POALLCHG レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  ACTOTAMT 
へ連結してください。

メモ
出力マップ コンポーネン トの最大使用数が入力マップ コンポーネン ト未満であ
るこ とを知らせる メ ッセージ ボッ クスが表示されて確認を促された場合は、 [ は
い ] をク リ ッ ク してメ ッセージに応答します。 パートナーから送信される  ALC 
グループの反復が 5 回以下であるこ とから、 データの損失のないこ とは認知され
ています。 ただし、 パートナーが 6 以上の ALC グループを送信するこ とに決め
た場合は、 マップの出力側にある  POALLCHG セグメン トの最大使用数を、 決定
した送信回数と一致するよ うに変更する必要があ り ます。 変更しないと、 デー
タを失う恐れがあ り ます。

4 [ レコードを親フレームにプロモート ] チェッ クボッ クスをオンに

ます。 する と、 このグループのコンパイル時に従属セグメン ト を
抽出して親グループ内に配置するよ うに指定されます。 この結果、
MOA:8 セグメン トが、 マップのアプリ ケーシ ョ ン側にある  
POALLCHG レコード と同レベルに配置されます。

この時点で、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの表示

が、 下図のよ うにな り ます。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ

クスが終了します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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POSUMMARY レコードのマッピング 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 POSUMMARY ( 合計 ) レコード内の各フ ィールドをマッ

プする方法について説明します。 POSUMMARY レコードには、 発注書に記載さ

れる合計ライン アイテム数が含まれています。 POSUMMARY レコードは、 ト ラ

ンスレーシ ョ ンされた発注書ごとに 1 回ずつ出現します。
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CUSTNUMSUM フ ィールド

概要 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Gentran:Server Partner 
Windows Editor から選択された情報を、 スタンダード  ルールを介してマップ内に

使用するこ とができます。 パートナー エディ タ内の ト レーディング パートナー

のプロファ イルから取得された情報は、 マップ内にある選択されたエレ メン ト
またはフ ィールドへマップするこ とができます。 マップ内に使用する情報には、
テーブル内の任意のフ ィールド  ( 場所、 ルッ クアップ、 またはクロス リ ファレン

ス ) やパートナー キーからのデータも含まれています。

このマップで、 パートナーの定義から取得した情報を使用して、 マップのアプリ
ケーシ ョ ン側にある  [Customer Number] フ ィールドに設定する必要があり ます。

[Customer Number] は各レコードのレコード  キーの一部であるため、 アプ リ ケー

シ ョ ン  ファ イル書式に 5 回、 各レコード  (CUSTNUMHDR、 CUSTNUMDET、
CUSTNUMDESC、 CUSTNUMAC、 および CUSTNUMSUM) に 1 回出現します。

パートナーのカスタマ番号は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式内の各レコード  
キーの一部となっています。 このカスタマ番号によって、 発注書の送信元ト
レーディング パートナーが識別されます。 このカスタマ番号は、 既にこのパー

トナー用のパートナー定義の一部となっているため、 パートナーの定義から各
カスタマ番号フ ィールドへマップできます。

手順 パートナーの定義から取得されたカスタマ番号をマップするには、 次の手順に
従います。

ステップ 操作

1 POSUMMARY レコード内の CUSTNUMSUM フ ィールドをダブル

ク リ ッ ク して、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを

表示します。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

5 [ エラーを発生させる ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6 左側の [ マップ元 ] リ ス トから  [Partner Key] を選択します。 この

フ ィールドには、 このパートナーの顧客番号が入り ます。

( 次のページへ続く )
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7 右側の [ マップ先 ] リ ス トから  [CUSTNUMSUM] を選択します。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ クする と、 スタンダード  ルールが CUSTNUMSUM 
フ ィールドに追加されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODATESUM フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 日付情報が DTM セグメン トに格納されます。 DTM セグ

メン トには、 マップのヘッダー部の日付情報が含まれています。 このセグメン
トは複数回にわたって繰り返されます。 DTM01 ( 日 / 時 / 期間修飾子 ) が "4" の
場合、 DTM セグメン トのそ う した反復には注文日 / 時が含まれます。 注文日 /
時のマップ先は、 各アプリ ケーシ ョ ン  レコード  (PODATEHDR、 PODATEDET、
PODATEDESC、 PODATEAC、 および PODATESUM) 内の PODATE フ ィールドで

なければなり ません。

DTM セグメン トから適切な情報をアプリ ケーシ ョ ン  ヘッダー レコード内の 
PODATESUM フ ィールドにマップするには、 データ型を判別して、 注文日 / 時
を抽出する必要があ り ます。

マップの EDI 側に既に作成されたのは、 非繰り返し一時記憶領域セグメン トお

よびエレ メン トです。 注文日 / 時情報をアプリ ケーシ ョ ン ファ イル書式にマッ

プするために、 拡張ルールを使って DTM セグメン トから注文日 / 時情報を抽出

し、 適切な一時記憶領域エレ メン トに移動しました。 その後は、 注文日 / 時を一

時記憶領域エレ メン トから  PODATESUM アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドへ直接

マップするこ とができます。

注文日 / 時の

マップ方法

PODATESUM フ ィールドを  PODATE 一時記憶領域エレ メン トから直接マップす

るには、 " 連結 " 機能を使用します。

TEMPDATES セグメン ト内の PODATE 一時記憶領域エレ メン トは、

POSUMMARY レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  PODATESUM へ連結

してください。

メモ
PODATE は、 PODATE レコード内の PODATEHDR へ既に連結されています。 エ
レ メン トへの連結を複数持つこ と も可能です。
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PONUMSUM フ ィールド

概要 パートナーから自社に送信される  BGM05 エレ メン ト  ( ドキュ メン ト / メ ッセー

ジ番号 ) 用の文字が 22 文字のみであるこ とを前に確認したため、 そのエレ メン

トに対して許容される最大長を既に変更しました。 PONUMSUM フ ィールドを 
BGM05 ( ドキュ メン ト / メ ッセージ番号 ) フ ィールドから直接マップするには、

" 連結 " 機能を使用します。 BGM05 エレ メン トが、 POHEADER アプリ ケーシ ョ

ン レコード内の PONUMHDR フ ィールドへ既にマップ ( 連結 ) されたため、 こ

のエレ メン トからの追加連結が POSUMMARY レコード内の PONUMSUM 
フ ィールドへ追加されるよ うにな り ました。

手順 ドキュ メン ト / メ ッセージ番号をマップするには、 BGM レコード内の BGM05 
エレ メン ト を、 POSUMMARY レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
PONUMSUM に連結します。
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NUMLINEITEMSUM フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 Control の総数情報が CNT セグメン トに格納されます。

CNT セグメン トにはすべてのコン ト ロール値が含まれています。 このセグメン ト

は、 複数回にわたって繰り返されます。 CNT01 ( コン ト ロール修飾子 ) が "2" の
場合、 CNT セグメン トのそ う した反復には、 メ ッセージ内のライン  アイテム数

が入り ます。 合計ライン アイテム数のマップ先は、 POHEADER アプ リ ケーシ ョ

ン レコード内の NUMLINEITEMS フ ィールド、 および POSUMMARY アプリケー

シ ョ ン  レコード内の NUMLINEITEMSUM フ ィールドでなければなり ません。

CNT セグメン トから適切な情報をアプリ ケーシ ョ ン  サマ リー レコード内の 
NUMLINEITEMSUM フ ィールドへマップするには、 コン ト ロール値のタイプを

判別した後に、 ラ イン アイテム数を抽出する必要があ り ます。 マップの EDI 側
に既に作成されたのは、 非繰り返し一時記憶領域セグメン ト  (TEMPCONTROL) 
およびエレ メン ト  (NUMLINEITEMS) です。 拡張ルールによって CNT セグメン

トから ラ イン  アイテムの数が抽出され、 適切な一時記憶領域エレ メン トに移動

されました。

ラ イン  アイテムの数は、 一時記憶領域エレ メン トから  NUMLINEITEMS アプリ

ケーシ ョ ン フ ィールドへ直接マップするこ とができます。 NUMLINEITEMS 一
時記憶領域エレ メン トが、 POHEADER アプ リ ケーシ ョ ン レコード内の 
NUMLINEITEMS フ ィールドへ既にマップ ( 連結 ) されたため、 このエレ メン ト

からの追加連結が POSUMMARY レコード内の NUMLINEITEMSUM フ ィールド

へ追加されるよ うにな り ました。

合計ライン アイテ

ム数のマップ方法

TEMPCONTROL 一時記憶領域セグメン ト内の NUMLINEITEMS 一時記憶領域エ

レ メン トは、 POSUMMARY レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  
NUMLINEITEMSUM へ連結してください。

この最後のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールドに対するマッピング操作の完了後は、

各アプリ ケーシ ョ ン フ ィールド  ( ただし、 PODETAIL アプ リ ケーシ ョ ン レコー

ド内の UPCCODE フ ィールドを除く ) を表すアイコンが、 赤いチェッ クマークで

二等分されます。 赤いチェッ クマークは、 該当のフ ィールドに対してマップ操
作が実行されたこ とを示します。
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マップのまとめ 0

概要

はじめに マッピング処理を完了するには、 マップの保存、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク トのコンパイル、 Gentran:Server レポートの印刷と見直し、 およびマップのテ

ス トが必要です。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マップのコンパイル方法 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 134
マップのコンパイル方法

概要 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは " コンパイル " 機能によ り生成されます。

ユーザーが作成したマップ (PET_EORD.MAP) は " ソース  マップ " であ り、 ソー

ス  マップがコンパイルされたと きの結果は " コンパイル済みト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト " です。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を保存後に使うには、事前に Gentran:Server for 
Windows システムに登録する必要があ り ます。

手順 マップをコンパイルして、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成するには、

次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] を選択して、 ソース  マップを保存

します。

2 [ ファ イル ] メニューから  [ コンパイル ] を選択する と、 [ ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト名 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 [ ファ イル名 ] ボッ クスに "pet_eord.tpl" と表示されます。 これは ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トの名前で、 既定の .TPL ファ イル

拡張子が使用されています。 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト  
(.TPL ファ イル ) には、 マップ (.MAP ファ イル ) と同じファ イル名

を付けるこ とをお勧めします。 ファ イル名を同じにして ( 別々の

ファ イル拡張子で ) 保存するこ とは、 ソース  マップと コンパイル

済みト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト との関係を明白のままに保

てる点で意味があ り ます。

注意
ソース  マップをコンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト
に上書きしないよ うにして ください。 ソースマップと区別するた
め、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト名には .TPL という ファ イ
ル拡張子を使用して ください。

4 必要に応じて、 コンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

の保存先となる ド ライブおよびフォルダを変更します。

注意
GENSRVNT¥RegTransObj サブフォルダへは、 コンパイル済みト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を保存しないでください。 このサブ
フォルダは、 Gentran:Server for Windows に登録された ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トのコピーを保存する目的に予約されてい
ます。

5 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。 する と、 マップがコンパイルされ、 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トが生成されます。 [ コンパイル エ
ラー ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 エラーが何も発生し

なかったこ とを確認します ( リ ス トの下端までスクロールします )。
[OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マップのコンパイル方法 インバウンド発注書 (ORDERS)2 - 136
6 [ 編集 ] メニューから  [ 詳細 ] を選択します。 [ マップの詳細 ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがコンパイルされた日付は、

[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスの [ コンパイル日時 ] ボッ ク

スに自動的に読み込まれます。 [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

7 [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] を選択して、 ソース  マップを保存

します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、使用する前に Gentran:Server 
for Windows システムに登録する必要があ り ます。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録の詳細については、
Gentran:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

 ( 続き )
ステップ 操作
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レポートの印刷方法

概要 Gentran:Server for Windows レポートでは、 マップの検証および見直しのほか、 修

正もできます。 レポート を見直してマップに誤りのあるこ とが確認された場合
は、 修正を行い、 マップを保存し、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を再コン

パイルして、 も う一度レポート を印刷して ください。

手順 Gentran:Server for Windows レポート を印刷するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューまたはメ イン ツールバーから  [ 印刷 ] を選択

して、 [ 印刷オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 このダイアログ ボッ クスでは、 既定値をそのまま使用 ( すべての

オプシ ョ ンのチェッ クをオンに ) します。 その結果、 レポートの

中にセクシ ョ ンはすべて取り込まれますが、 マップ コンポーネン

トはアクティブなものしか取り込まれません。 [OK] をク リ ッ クす

る と、 [ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 適切なオプシ ョ ンを選択してから、 [OK] をク リ ッ ク します。
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのテスト

概要 マップのコンパイル、 レポートの印刷および確認が済み、 ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト を  Gentran:Server に登録し終えたら、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト をテス ト して、 データが正し く ト ランスレーシ ョ ンされたこ とを確認してくだ
さい。 コンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をテス トするには、 パー

トナーからテス ト  データを取得して、 データを処理します。 受信確認処理 ( 該当

する場合 ) およびネッ ト ワーク とのコ ミ ュニケーシ ョ ンを検証してください。

手順 作成したインバウンド  ( エクスポート ) ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をテス

トするには、 次の手順に従います。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録、 パートナーのインポート、 インバウ
ンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの選択、 およびファイルのエクスポート
の詳細については、 Gentran:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照して く
ださい。

ステップ 操作

1 PET_EORD.TPL ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を  
Gentran:Server for Windows に登録します。

2 PETZONE1.PAR パートナー関係を  Gentran:Server for Windows にイ

ンポート します。

3 パートナー エディ タで、 インバウンド関係に対して PET E 92.1 
ORDERS エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが選択

されているこ とを確認します。

4 Gentran:Server for Windows の [ ファ イル処理 ] オプシ ョ ンを使用し

て、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を介してデータ  ファ イル 
(PETTSTE1.INT) を処理します。 データ  ファ イルは、

Gentran:Server for Windows がインス トールされているフォルダの

下の TUTORIAL サブフォルダに置かれます。 データ  ファ イル用

の既定パスは、 次のとおりです。

C:¥GENSRVNT¥TUTORIAL¥PETTSTE1.INT

5 メ ッセージはト ランスレーシ ョ ンされた後、 Gentran:Server for 
Windows のドキュ メン ト内に配置されます。 メ ッセージをエクス

ポート して、 ト ランスレーシ ョ ンが正し く実行されたこ とを確認
します。
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概要 0

はじめに

本章の内容 このチュート リ アルでは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルから  EDIFACT 請求書 
(INVOIC) への ト ランスレーシ ョ ンに用いられるマップの作成に必要なタスクを

定義します。 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルから  EDIFACT への ト ランスレーシ ョ ン

が済めば、 ト ランスレーシ ョ ン済みファイルを ト レーディング パートナーに送

信する準備は完了です。

この章では、 アウ トバウンド請求書用マップの作成に関連する処理について説
明します。 具体的には、 次のよ うな処理が挙げられます。

◗ マッピング分析

◗ 新規マップの作成

◗ 定数の定義

◗ グループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン トのアクティブ化

◗ マップのアプリ ケーシ ョ ン側の定義

◗ データのマップ

◗ マップのま とめ
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基本操作

概要 このチュート リ アルは、 完全にそのままの形で実行するこ とが可能なよ うに製
作されています。 インス トール プログラムに付属している完成したマップを参

照せずに、 各タスクを順番に実行するこ とをお勧めします。 その後で、 提供さ
れているモデルを使用して、 完成したマップを検証して ください。

各タスクを順番に完了するこ とによ り、 個々のマッピング技法のほか、 独自の
マップの作成時に活用する手法に対する論理的アプローチも習得されます。

アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ンでは、 システム  インポート  マップおよびイ

ンポート  マップをセッ ト アップする必要があ り ます。 一般的には、 メ ッセージ 
タイプごとに 1 つのシステム インポート  マップを作成し、 メ ッセージ送信先の

パートナーごとに 1 つのインポート  マップを作成します。

アウトバウンド  
マッピングの
前提条件とシナリオ

このチュート リ アルの演習では、 次のこ とを想定して ください。

◗ ユーザーの勤務先は、 各種ペッ ト用サプライを製造する  MWT Manufacturing 
Co. です。

◗ MWT Manufacturing Co. は、 ペッ ト用サプライを大手のペッ ト用サプライ小
売チェーンに直販しています。

◗ 大手のペッ ト用サプライ小売店である  Pet Zone は、 ト レーディング パート
ナーです。 Pet Zone に注文品を出荷後した後は、 請求書を生成します。

請求書の生成、 およびアプリ ケーシ ョ ン ファ イルから  Pet Zone 宛て EDI 請求書

へのト ランスレーシ ョ ンを可能にするマップを作成する必要があ り ます。

請求書用にシステムで生成される情報を定義した既存のアプリ ケーシ ョ ン  ファ

イル レイアウ トは、 自社の仕入先勘定部門から入手してあ り ます。 パートナー

から送信される  EDI 請求書の要件については、 Pet Zone との話し合いの内容から

把握して ください。

( 次のページへ続く )
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マッピング分析 完璧なマップを作成する際に最も重要な最初のステップは、 マッピング要件を
分析するこ とです。 マッピング分析が完了すれば、 効率的かつ論理的な方法で
マップを作成するために必要なあらゆる情報が得られます。 この重要なステッ
プを省略する と、 マップ作成のタスクがかなり長引いて困難になったり、 見落
と しや手ぬかりが原因でマップが無効になった りする可能性があ り ます。

次の表に、 マッピング分析に使用されるステップをま とめます。

ステップ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ンの書式を分析します。

2 パートナーの EDI ファ イル書式を分析します。

3 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式と  EDI ファ イルを相関させます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) アプリケーシ ョ ン ファイル書式の分析 3 - 7
アプリケーシ ョ ン ファイル書式の分析

概要 マッピング分析では第 1 ステップと して、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式を分

析します。 その理由は、 ユーザーが最もよ く理解しているコンポーネン トであ
る と考えられるためです。 アウ トバウンド  マップの場合、 システムがメ ッセー

ジを正常に生成できるよ う  EDI ファ イルに変換する必要のあるデータが、 アプ

リ ケーシ ョ ン  ファ イルに格納されています。 このチュート リ アル用のアプリ

ケーシ ョ ン ファ イルには、 パートナーから送信される発注書の生成に必要なあ

らゆる情報が格納されています。

Gentran:Server for Windows に対して、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルを定義する必要

があ り ます。 自社に既存のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルがある場合は、 担当者か

らレコード  レイアウ ト を取得して ください。 自社に既存のアプリ ケーシ ョ ン  
ファ イル レイアウ トがない場合、 そのレイアウ ト を作成するには、 データを正

し く処理すべきフ ィールドを決定した後、 対象のフ ィールドをレコードの下に
論理的にグループ化する必要があ り ます。

システム インポート  
マップのアプリケー
シ ョ ン ファイル 
レイアウト

このチュート リ アルでは、 システム  インポート  マップ用のアプリ ケーシ ョ ン  
ファ イル レイアウ ト を次の表に示します。

( 次のページへ続く )

フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長

ヘッダー レコード  (HEADER)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

PARTNER_ID X Partner Identifier String 1 9

STANDARD X Standard String 1 1

VERSION X Version String 6 6

TRANSACTION_SET X Transaction Set String 1 6

TEST_PROD X Test/Production Flag String 1 1
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インポート  マップ

のアプリケーシ ョ ン 
ファイル レイアウト

このチュート リ アルでは、 インポート  マップ用のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル レ
イアウ ト を次の表に示します。

フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長

ヘッダー レコード  (HEADER)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

PARTNER_ID X Partner Identifier String 1 9

STANDARD X Standard String 1 1

VERSION X Version String 6 6

TRANSACTION_SET X Transaction Set String 1 6

TEST_PROD X Test/Production Flag String 1 1

開始レコード  (INVBEGIN)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTBEG X Bill to Acct Number String 1 9

DOCTYPBEG X Document Type String 1 6

INVNUMBEG X Invoice Number String 1 10

INVDATE X Invoice Date Dt/Tm
(YYMMDD)

6 6

PONUM Purchase Order Number String 0 20

PODATE Purchase Order Date Dt/Tm
(YYMMDD)

6 6

VENDNAME Vendor Name String 0 35

VENDADD1 Vendor Address Line 1 String 0 35

VENDADD2 Vendor Address Line2 String 0 35

VENDCITY Vendor City String 0 35

VENDSTATE Vendor State String 0 2

VENDPOSTALCODE Vendor Postal Code String 0 9

SHIPTONAME Ship To Name String 0 35

SHIPTOADD1 Ship To Address Line 1 String 0 35

SHIPTOADD2 Ship To Address Line 2 String 0 35

( 次のページへ続く )
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SHIPTOCITY Ship To City String 0 35

SHIPTOSTATE Ship To State String 0 2

SHIPTOPOSTALCODE Ship To Postal Code String 0 9

SHIPTOLOC Ship To Store Location String 0 9

SHIPTODEPTNUM Ship To Dept Number String 0 4

REMITTONAME Remit To Name String 0 35

REMITTOADD1 Remit To Address Line 1 String 0 35

REMITTOADD2 Remit To Address Line 2 String 0 35

REMITTOCITY Remit To City String 0 35

REMITTOSTATE Remit To State String 0 2

REMITTOPOSTALCODE Remit To Postal Code String 0 9

BOLNUM Bill of Lading Number String 0 12

SHIPDATE Invoice Date Dt/Tm
(YYMMDD)

6 6

コ メン ト  グループ (INVCommentGroup)。 1 メ ッセージにつき 10 件。

コ メン ト  レコード  1 (INVCOMMENT1)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTCM1 X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPCM1 X Document Type String 1 6

INVNUMCM1 X Invoice Number String 1 10

REFNUM X Reference Number String 1 30

コ メン ト  レコード  2 (INVCOMMENT2)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTCM2 X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPCM2 X Document Type String 1 6

INVNUMCM2 X Invoice Number String 1 10

MESSAGETEXT X Message Text String 1 232

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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( 次のページへ続く )

明細レコード  (INVDETAIL)。 1 メ ッセージにつき最大 20 万件。

BILLTOACCTDET X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPDET X Document Type String 1 6

INVNUMDET X Invoice Number String 1 10

ITEMNUM X Item Number (Our Item) String 1 6

QTYSHIP X Quantity Shipped Number
(N0)

1 5

QTYORD X Quantity Ordered Number
(N0)

1 5

UNITPRICE X Unit Price Number
(N2)

1 7

UOM X Unit of Measure String 1 4

CUSTPROCODE X Customer Product Code String 1 10

UPCCODE X UPC Code String 1 12

ITEMDESC Item Description String 0 30

合計レコード  (INVSUMMARY)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTSUM X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPSUM X Document Type String 1 6

INVNUMSUM X Invoice Number String 1 10

TOTALAMOUNT X Total Monetary Value
Summary

Number
(N2)

1 10

TRANSTOTAL X Transaction Totals Number
(N0)

1 6

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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アプリケーシ ョ ン 
ファイル定義

上の表には、 Gentran:Server for Windows に対してアプリ ケーシ ョ ン ファ イルを定

義するために必要な最小限の情報 ( 名前、 状態区分 ( 必須 / オプシ ョ ン )、 説明、

データ型、 およびフ ィールド長 ) が記載されています。 各レコード内には、 論理

的に関連するアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドがグループ化されています。 これら

のフ ィールドには、 システムで請求書の生成に必要と される情報が入り ます。

各レコード  ( 適切な取引関係の選択に使用される  HEADER レコードを除く ) に
は、 3 フ ィールドのレコード  キーが含まれているため、 各レコードの先頭に同じ

識別情報が配置されるこ とが保証されています。 各レコードを個別に識別でき
るよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式にはレコード  キーが含まれています。

この請求書のレコード  キーの構成は、 次のとおりです。

◗ 自社パートナーの請求先アカウン ト番号

◗ ドキュ メン トの種類

◗ 請求書番号 

レコード / グループ

定義

レコード / グループ定義を、 次の表に示します。

レコード / グループ 定義

HEADER ( ヘッダー ) 適切な取引関係を選択する目的に使用される  
5 フ ィールド  ( パートナー識別子、 スタンダー

ド、 バージ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  
( メ ッセージ ) およびテス ト / 本番フラグ ) 
キーで構成されます。 このヘッダー レコード

は必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた請
求書ごとに 1 回ずつ出現します。

INVBEGIN ( 開始 ) 発注書番号 / 日付、 ベンダー / 出荷先 / 送金先

の所在地情報、 発送費番号および出荷日付か
ら構成されます。 この開始レコードは必須で
あ り、 請求書ごとに 1 回ずつ出現します。

INVCommentGroup 
( コ メン ト情報 )

請求書に関するすべてのコ メン ト情報 ( 参照

番号およびメ ッセージ テキス ト を含む ) をグ

ループ化します。 INVCommentGroup は、 ト ラ

ンスレーシ ョ ンされた請求書ごとに最大 10 回
出現します。 INVCommentGroup の中の情報

は、 レコード別にさらに細分されます。

INVCOMMENT1 
( 第 1 コ メン ト )

参照番号が入り ます。 第 1 コ メ ン ト  レコード

は必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた請
求書ごとに 1 回ずつ (1 コ メン ト行につき  1 回 ) 
出現します。

( 次のページへ続く )
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次の手順 これで、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式が分析されたので、 次の手順ではパー

トナーへ送信される請求書の要件を決定します。

INVCOMMENT2 
( 第 2 コ メン ト )

メ ッセージ テキス トが入り ます。 第 2 コ メ ン

ト  レコードは必須であ り、 ト ランスレーシ ョ

ンされた請求書ごとに 1 回ずつ (1 コ メン ト行

につき  1 回 ) 出現します。

INVDETAIL ( 明細 ) ラ イン アイテム番号、 説明、 出荷数量、 注文

数量、 単位、 価格、 および製品コードから構
成されます。 明細レコードは必須であ り、 ト
ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに 20 万回 
( 請求済みライン  アイテムごとに 1 回ずつ ) 出
現します。

INVSUMMARY ( 合計 ) 請求合計額およびト ランザクシ ョ ン合計額か
ら構成されます。 この合計レコードは必須で
あ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごと
に 1 回ずつ出現します。

 ( 続き )
レコード / グループ 定義
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EDI ファイルの分析

概要 EDI ファ イルを分析するには、 ト レーディング パートナーへ送信すべき内容、

およびパートナーから期待される受信内容を決定します。 使用されるスタン
ダード、 バージ ョ ン、 およびメ ッセージについては、 自社およびパートナーが
同意する必要があ り ます。 このチュート リ アルでは、 EDIFACT バージ ョ ン 92.1 
INVOIC を使用します。 こ こで重要なのは、 自社パートナーが請求書に記載して

送信する情報の種類、 および使用される各エレ メン トに含まれるデータの種類
を認知しておく こ とです。

EDI ファ イルを分析する前に、 使用する  EDI スタンダード  (1 つまたは複数 ) を
確認しておく と役立ちます。 EDI スタンダードのマニュアルは、 ご使用の各スタ

ンダードおよびバージ ョ ンに対応したものを入手してください。 スタンダードの
マニュアルは、 EDI スタンダード  エージェンシーから入手するこ とができます。

パートナーと送信内容を検討した後に、 パートナーに必要なセグメン トおよび
エレ メン ト を決定し、 EDI スタンダードを再検討して、 使用可能に ( アクティブ

化 ) するマップ コンポーネン トの一覧を作成します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



EDI ファイルの分析 アウトバウンド請求書 (INVOIC)3 - 14
EDI マップ 
コンポーネン ト

次の表に、 必須であっても現在アクティブではないマップ コンポーネン ト をま

とめます。

( 次のページへ続く )

グループ セグメン ト
複合

エレメン ト エレメン ト

BGM セグメン ト

( 既にアクティブ )
BGM05 エレ メン ト

DTM セグメン ト

( 既にアクティブ )
C507 DTM02 エレ メン ト

FTX セグメン ト C108 FTX06 エレ メン ト

FTX07 エレ メン ト

REF グループ RFF セグメン ト C506 REF02 エレ メン ト

DTM:2 セグメン ト C507 DTM:202 エレ メン ト

NAD 
グループ

NAD セグメン ト C080
C059
C059

NAD10 エレ メン ト

NAD16 エレ メン ト

NAD17 エレ メン ト

NAD19 エレ メン ト

NAD20 エレ メン ト

NAD21 エレ メン ト

LOC セグメン ト C517 LOC05 エレ メン ト

CTA 
グループ

CTA セグメン ト C056 CTA03 エレ メン ト

LIN 
グループ

LIN セグメン ト
C212
C212

LIN01 エレ メン ト

LIN03 エレ メン ト

LIN04 エレ メン ト

PIA セグメン ト C212
C212

PIA02 エレ メン ト

PIA03 エレ メン ト

IMD:2 セグメン ト C273 IMD:206 エレ メン ト

QTY:2 セグメン ト C186 QTY:303 エレ メン ト

MOA 
グループ

MOA:5 セグメン ト C516 MOA:502 エレ メン ト

CNT セグメン ト C270

MOA グループ

( 既にアクティブ )
MOA:10 セグメン ト C516 MOA:1002 エレ メン ト
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EDI マップ 
コンポーネン ト  
( 続き )

メモ
条件グループまたは条件セグメン ト をアクティブにする と、 必須の従属セグメ
ン トおよびエレ メン トが自動的にアクティブになり ます。

推奨事項
ドキュ メン ト名はマップごとに設定するこ とをお勧めします。 これによ り、 ド
キュ メン ト  ブラウザで、 各メ ッセージを判別できるよ うにな り ます。

ドキュ メン ト名と
参照

ドキュ メン ト名を設定するには、 このマップによ り ト ランスレーシ ョ ンされた
メ ッセージを判別するデータが入っているエレ メン ト またはフ ィールドを選択
します。 エレ メン ト またはフ ィールドは、 メ ッセージ内に 1 回だけ出現する、

String のデータ型のものを選択するこ とを強くお勧めします。 このチュート リ ア

ルでは、 ドキュ メン ト / メ ッセージ名がシステム インポート  ドキュ メン ト名と

なっています。

また、 マップごとにドキュ メン ト参照を設定するこ とによ り、 メ ッセージの判
別が可能になり ます。 アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン サブシステムで参

照を設定する と、 このメ ッセージが入る ドキュ メン ト  ブラウザ内の RefData 
フ ィールドには、 そのマップ済みフ ィールドからのデータが入り ます。 この
チュート リ アルでは、 参照 ( 発注書 ) 番号がシステム インポート  ドキュ メン ト

参照となっています。

定数の定義 これから作成するインポート  マップは、 アウ トバウンド  データの作成を用途と

しているため、 マップの EDI ( 出力 ) 側の修飾子エレ メン ト内の定数を定義して

おく必要があ り ます。 どのエレ メン ト内に修飾子を定義して使用すべきか、 ま
たどのエレ メン ト を修飾子で修飾すべきかを決めるこ とが、 分析の一部とな り
ます。 使用する定数は、 EDI スタンダードに準拠していなければなり ません。

この表は、 必須の修飾子エレ メン ト を作成するために定義しておく必要のある
定数の一覧です。

定数を使用した
エレメン ト 定数 ID 定数値

被修飾
エレメン ト

DTM:2201 Invoice date/time 3 DTM:2202

RFF:1101
(PONUM_RFF)

Order number (purchase) ON RFF:1102
(PONUM_RFF)

DTM:2501
(PONUM_RFF)

Order date/time 4 DTM:2502
(PONUM_RFF)

NAD:301
(Vend_NAD)

Vendor VN NAD:310
(Vend_NAD)

( 次のページへ続く )
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次の手順 EDI ファ イルおよびアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式の分析完了後は、 2 つのコン

ポーネン ト を相関させるこ とが、 マップ分析での最終ステップとな り ます。

NAD:501
(RemitTo_NAD)

RemitTo RE NAD:510
(RemitTo_NAD)

NAD:401
(ShipTo_NAD)

ShipTo ST NAD:410
(ShipTo_NAD)

LOC:1301
(ShipTo_NAD)

Goods receipt place 4 LOC:1305
(ShipTo_NAD)

RFF:1201
(BOL_RFF)

Bill of lading number BM RFF:1202
(BOL_RFF)

DTM:2601
(BOL_RFF)

Despatch date/time 11 DTM:2602
(BOL_RFF)

FTX01 Invoice instruction INV FTX06/FTX07

QTY:501 Despatch quantity 12 QTY:502

QTY:601 Ordered quantity 21 QTY:602

MOA:1301 Unit price 146 MOA:1302

LIN04 Buyer's part number BP LIN03

PIA:203 UPC Code UP PIA:202

PIA:201 Additional Identification 1 PIA:202

UNS01 Summary S

CNT:201 Number of line items in 
message

2 CNT:202

CNT:301 Total quantity 1 CNT:302

MOA:1401 Total amount 128 MOA:1402

 ( 続き )
定数を使用した

エレメン ト 定数 ID 定数値
被修飾

エレメン ト
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) アプリケーシ ョ ン ファイルと  EDI ファイルの相関 3 - 17
アプリケーシ ョ ン ファイルと  EDI ファイルの相関

概要 アウ トバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ンするには、 インポート  マップおよ

びシステム インポート  マップをビルドする必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  
インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 システム インポート  マップを使用し

て、 どのインポート  マップを使用すべきかが決定されます。 システム  インポー

ト  マップは、 ト ランスレータがパートナー関係を特定するために使用するキー

を作成します。 システム インポート  マップの機能は、 適切なパートナー関係の

識別のみであ り、 データのマップは行いません。

システム インポート  マップのヘッダー レコード内にキーをビルドする場合は、

次の 2 つのメ ソ ッ ドの うちどちらか 1 つを使用できます。

◗ 5 フ ィールド  (TRADACOMS スタンダードの場合は 6 フ ィールド ) キー

◗ 3 フ ィールド  キー

このチュート リ アルで推奨し例証している手法では、 ヘッダー レコード内の

EDI 固有フ ィールド と して次の 6 種類が必須と されています。

◗ パートナー キー

◗ スタンダード

◗ バージ ョ ン

◗ メ ッセージ

◗ リ リース  (TRADACOMS の場合のみ )
◗ テス ト / 本番状態 

これら  6 つのフ ィールドの組み合わせによ り、 適切なパートナー関係を特定する

一意のキーが指定されます。 この手法は柔軟性があ り ます。 この理由から、 こ
の手法を使用するこ とを推奨します。 通常この方法は、 自社アプリ ケーシ ョ ン
を最初から定義し、 ヘッダー レコードにまだ作成していない EDI 固有フ ィール

ドを単純に追加する場合に使用します。

3 フ ィールド  キーの手法は容易にビルドできます。 なぜなら、 ヘッダー レコー

ドに必要と されるのはパートナー キー、 アプリ ケーシ ョ ン ID、 およびアプリ

ケーシ ョ ンのエイ リ アス値のみであるためです。 こ こで注意すべき点は、 ブラ
ンクの文字列がアプリ ケーシ ョ ン ID フ ィールドおよびアプリ ケーシ ョ ン  エイ リ

アス値フ ィールドでは有効な値となっているこ とです。 これら  3 つのフ ィールド

の組み合わせによ り、 適切なパートナー関係を特定する一意のキーが指定され
ます。 この手法は、 3 フ ィールドのみの組み合わせによ りキーがビルド される

め、 5 フ ィールド  キーの手法ほどの柔軟はあ り ません。 レガシー ( 既存の ) アプ

リ ケーシ ョ ンの定義を使用する場合、 しかも  EDI 固有の情報を追加したくない

と きに 3 フ ィールド  キーの手法を使用するのが一般的です。

( 次のページへ続く )
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概要 ( 続き ) アプリ ケーシ ョ ン ファイルを EDI ファイルと整合させるには、 各アプリケーシ ョ

ン フ ィールドを EDI ファ イル内にある対応するエレ メン トで判別して、 その各

フ ィールドのマッピング方法を選択する必要があ り ます。 エレ メン トに情報を
マップする場合は、 連結、 拡張ルール、 またはスタンダード  ルールのいずれか

を使用するこ と も、 それら  3 つすべてを組み合わせて使用するこ と もできます。

連結 ( 簡易マッピング ) を使用する と、 マップの入力側にあるフ ィールドまたは

エレ メン ト を、 マップの出力側にあるフ ィールドまたはエレ メン トにマップす
るこ とができます。 2 つのマップ コンポーネン ト  ( フ ィールド ) 間の連結は、

2 つのフ ィールドをつなぐ線と して表示されます。 スタンダード  ルールを使用す

る と、 拡張ルールほど複雑ではないものの、 連結よ り高度なマッピング機能を
実行できます。 拡張ルールを使用する と、 ユーザーが Gentran:Server for Windows 
専有のプログラ ミ ング言語を使って、 ほとんどすべての必要なマッピング操作
を実行するこ とができます。

複数回にわたって繰り返す一部のグループおよびセグメン ト をプロモート して、
グループまたは繰り返しセグメン トの反復 ( インスタンス ) を  1 つ抽出する必要

があ り ます。 この抽出を行わないと、 複数のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールドを同

じセグメン ト またはグループにマップできません。

推奨事項
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルのフ ィールドごとに、 どのマッピング操作が必要か
を決めるこ とをお勧めします。

システム インポート  
マップの操作

次の表に、 このチュート リ アルのシステム  インポート  マップに必要と される  
( アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールド別 ) マッピング操作をま とめます。

フ ィールド名 説明 マッピング操作

ヘッダー レコード  (HEADER)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

PARTNER_ID Partner Identifier スタンダード  ルールを選択し

て、 パートナー レコード内の 
EDI コード  (EDI コード別バー

トナー ) と突き合わせます。

STANDARD 標準 ドキュ メン ト  レコード上の 
[ エージェンシー ] フ ィールド

が更新されるよ うに、 スタン
ダード  ルールを更新します。

VERSION バージ ョ ン ドキュ メン ト  レコード上の 
[ バージ ョ ン ] フ ィールドが更

新されるよ うに、 スタンダー
ド  ルールを更新します。

( 次のページへ続く )
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インポート  マップ

の操作

次の表に、 このチュート リ アルのインポート  マップに必要と される  ( アプリ

ケーシ ョ ン フ ィールド別 ) マッピング操作をま とめます。

TRANSACTION_SET Transaction Set ドキュ メン ト  レコード上の 
[ ト ランザクシ ョ ン セッ ト  
ID] フ ィールドが更新される

よ うに、 スタンダード  ルール

を更新します。

TEST_PROD Test/Production Flag ドキュ メン ト  レコード上の 
[ テス ト  モード ] フ ィールド

が更新されるよ うに、 スタン
ダード  ルールを更新します。

フ ィールド名 説明 マッピング操作

フ ィールド名 説明 マッピング操作

ヘッダー レコード  (HEADER)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

PARTNER_ID Partner Identifier マッピング不要

STANDARD Standard マッピング不要

VERSION Version マッピング不要

TRANSACTION_SET Transaction Set マッピング不要

TEST_PROD Test/Production Flag マッピング不要

開始レコード  (INVBEGIN)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTBEG Bill to Acct Number マッピング不要

DOCTYPBEG Document Type マッピング不要

INVNUMBEG Invoice Number BGM05 および UNS01 へ連結

INVDATE Invoice Date "3" (Invoice Date/Time) コード

を使用して、 DTM:2202 へ
連結

PONUM Purchase Order Number "ON" (Order Number) コードを

使用して、 RFF:1102 へ連結

PODATE Purchase Order Date "4" (Order Date/Time) コードを

使用して、 DTM:2502 へ連結

( 次のページへ続く )
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VENDNAME Vendor Name (Vend_NAD) NAD:310 へ連結

VENDADD1 Vendor Address Line 1 (Vend_NAD) NAD:316 へ連結

VENDADD2 Vendor Address Line2 (Vend_NAD) NAD:317 へ連結

VENDCITY Vendor City (Vend_NAD) NAD:319 へ連結

VENDSTATE Vendor State, Province, or 
Country

(Vend_NAD) NAD:320 へ連結

VENDPOSTALCODE Vendor Postal Code (Vend_NAD) NAD:321 へ連結

SHIPTONAME Ship To Name (ShipTo_NAD) NAD:410 へ
連結

SHIPTOADD1 Ship To Address Line 1 (ShipTo_NAD) NAD:416 へ
連結

SHIPTOADD2 Ship To Address Line 2 (ShipTo_NAD) NAD:417 へ
連結

SHIPTOCITY Ship To City (ShipTo_NAD) NAD:419 へ
連結

SHIPTOSTATE Ship To State, Province, or 
Country

(ShipTo_NAD) NAD:420 へ
連結

SHIPTOPOSTALCODE Ship To Postal Code (ShipTo_NAD) NAD:421 へ
連結

SHIPTOLOC Ship To Store Location "4" (Goods Receipt Place) コー

ドを使用して、 (ShipTo_NAD) 
LOC:1305 へ連結

SHIPTODEPTNUM Ship To Dept Number (ShipTo_NAD) CTA:603 へ連結

REMITTONAME Remit To Name (RemitTo_NAD) NAD:510 へ
連結

REMITTOADD1 Remit To Address Line 1 (RemitTo_NAD) NAD:516 へ
連結

REMITTOADD2 Remit To Address Line 2 (RemitTo_NAD) NAD:517 へ
連結

REMITTOCITY Remit To City (RemitTo_NAD) NAD:519 へ
連結

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名 説明 マッピング操作
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REMITTOSTATE Remit To State, Province, 
or Country

(RemitTo_NAD) NAD:520 へ
連結

REMITTOPOSTALCODE Remit To Postal Code (RemitTo_NAD) NAD:521 へ
連結

BOLNUM Bill of Lading Number "BM" (Bill of Lading Number) 
コードを使用して、 RFF:1202 
へ連結

SHIPDATE Ship Date "11" (Despatch Date/Time) コー

ドを使用して、 DTM:2602 へ
連結

コ メン ト  グループ (INVCommentGroup)。 1 メ ッセージにつき 10 件。

コ メン ト  レコード  1 (INVCOMMENT1)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTCM1 Bill To Acct Number マッピング不要

DOCTYPCM1 Document Type マッピング不要

INVNUMCM1 Invoice Number マッピング不要

REFNUM Reference Number "INV" (Invoice Instruction) コー

ドを使用して、 FTX06 へ連結

コ メン ト  レコード  2 (INVCOMMENT2)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTCM2 Bill To Acct Number マッピング不要

DOCTYPCM2 Document Type マッピング不要

INVNUMCM2 Invoice Number マッピング不要

MESSAGETEST Message Text FTX07 へ連結

明細レコード  (INVDETAIL)。 1 メ ッセージにつき最大 20 万件。

BILLTOACCT Bill To Acct Number マッピング不要

DOCTYPDET Document Type マッピング不要

INVNUMDET Invoice Number マッピング不要

ITEMNUM Item Number (Our Item) LIN01 へ連結

QTYSHIP Quantity Shipped "12" (Despatch Quantity) コード

を使用して、 QTY:502 へ連結

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名 説明 マッピング操作
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次の手順 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルと  EDI ファ イルを紙上で相関させた後は、 システム  
インポート  マップおよびインポート  マップの作成を開始するこ とができます。

QTYORD Quantity Ordered "21" (Ordered Quantity) コード

を使用して、 QTY:602 へ連結

UNITPRICE Unit Price "146" (Unit Price) コードを使

用して、 MOA:1302 へ連結

UOM Unit of Measure QTY:503 および QTY:603 へ
連結

CUSTPROCODE Customer Product Code "BP" (Buyer's Part Number) 
コードを使用して、 LIN03 へ
連結

UPCCODE UPC Code "UP" (UPC Code) コードおよ

び "1" (Additional Information) 
コードを使用して、 PIA:202 
へ連結

ITEMDESC Item Description IMD:306 へ連結

合計レコード  (INVSUMMARY)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTSUM Bill To Acct Number マッピング不要

DOCTYPSUM Document Type マッピング不要

INVNUMSUM Invoice Number マッピング不要

TOTALAMOUNT Total Monetary Value 
Summary

"128" (Total Amount) コードを

使用して、 MOA:1402 へ連結

TRANSTOTAL Transaction Totals "2" (Number of Line Items in 
Message) コードを使用して、

CNT:202 へ連結

 ( 続き )
フ ィールド名 説明 マッピング操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) システム インポート  マップの作成 3 - 23
システム インポート  マップ 0

システム インポート  マップの作成

概要 アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ンでは、 システム  インポート  マップおよびイ

ンポート  マップをセッ ト アップする必要があ り ます。 一般的には、 メ ッセージ

送信先のパートナーごとに 1 つのシステム インポート  マップを作成し、 メ ッ

セージ タイプごとに 1 つのインポート  マップを作成します。

システムはシステム インポート  マップを使用してメ ッセージ用のパートナー関

係 ( フラ ッ ト  ファ イル定義 ) を検索し、 データの ト ランスレーシ ョ ンに使用され

るインポート  マップを判別します。 システム インポート  マップは、 ト ランス

レータがパートナー関係を特定するために使用するキーを作成します。

( 次のページへ続く )
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手順 システム インポート  マップを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 新規作成 ] を選択します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

2 次のいくつかの質問に答えた後、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

◗ [ 作成するマップの種類を指定して ください。 ]
[System Import Header] を選択します。

◗ [ マップの名前を指定して ください。 ]
マップの一意名と して 「HEADER」 を入力します。 自動的に 
.MAP 拡張子が追加されます。

◗ [ ユーザー名を入力して ください。 ]
ユーザー名がシステムから確認要求された名前とは異なる場
合に入力します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 入力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

メモ
マップの入力側の書式設定を完了する必要があ り ます。 入力側の
書式とは、 Gentran:Server システムによって ト ランスレーシ ョ ンさ
れるデータの書式です。

3 [ この構文を使用して新しいデータ形式を作成する ] リ ス トから  
[ 固定長 ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 出力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

4 [ この構文を使用して新しいデータ形式を作成する ] リ ス トから  
[ 固定長 ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

5 [ 完了 ] をク リ ッ クする と、 新しいマップが作成されます ( この処

理に想定される所要時間は 2 ～ 3 秒です )。

システムからの応答
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンのウ ィンド ウに新しいマッ
プが表示されます。

( 次のページへ続く )
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6 [ 編集 ] メニューから  [ 詳細 ] を選択します。

システムからの応答
[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

7 [ 説明 ] ボッ クスに 「System Import HDR」 と入力します。 システ

ム インポート  マップについては、 「System Import*」 と入力するこ

とをお勧めします。 こ こで、 "*" はこのシステム  インポート  マッ

プ用の識別子です。 システム構成プログラムの [ インポート ] タ
ブで、 インポート処理で ト ランスレーシ ョ ンを開始するために使
用されるシステム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を指定します。

参照
システム管理者に要求されるシステム構成プログラム修正の方法
の詳細については、 『管理 ガイ ド』 を参照して ください。

8 [ 主版 ] フ ィールドおよび [ 副版 ] フ ィールドにデータを入力して、

この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トのバージ ョ ン番号を指定し

ます。 [ 主版 ] フ ィールドには、 バージ ョ ン番号と して 「1」 を入

力します。 [ 副版 ] フ ィールドでは、 "0" を リ リース番号と してそ

のまま使用します。

メモ
マップにメジャーな変更を加えた場合、 次の実数に対するバー
ジ ョ ンが ( たとえば、 2.0、 3.0 のよ うに ) 増分されます。 マップに
マイナーな変更を加えた場合、 パーセン ト  ポイン トに対するバー
ジ ョ ンが ( たとえば、 2.1、 2.2 のよ うに ) 増分されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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9 [OK] をク リ ッ クする と、 マップの詳細が保存されます。

10 [ ファ イル ] メニューから  [ 保存 ] を選択します。

システムからの応答
[ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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次の手順 システム インポート  マップ作成後は、システム インポート  マップ用のヘッダー 
レコードを定義する必要があ り ます。 このチュート リ アルでは、 6 フ ィールド  
キーを使用して ください。

11 [ ファ イル名 ] ボッ クスに "Header.map" が入っているこ とを確認し

ます。

メモ
マップを初めて保存する と き、 または " 名前を付けて保存 " 機能
を使用してマップのコピーを別の名前で保存する と きは、 フ ィー
ルド名をマップに割り当ててください。 マップを正し く定義する
ために、 マップの名前に一意の文字 (1 ～ 8 文字 ) を使用する必要
があ り ます。 既定のファ イル拡張子は ".MAP" です。 この拡張子
を使用するこ とによ り、 マップ ファ イルが他の種類のファイル 
( たとえば、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ) と区別されます。
Gentran:Server for Windows の命名規則と しては、 次のものが挙げ
られます。

◗ ソース  マップ (Gentran:Server for Windows で作成されたマップ ) 
に名前を付ける際には、 ( たとえば、 HEADER.MAP のよ うに ) 
ファ イル拡張子 ".MAP" を使用する必要があ り ます。

◗ コンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト  ( ソース  
マップをコンパイルした結果と しての ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト ) に名前を付ける際には、 ソースマップに割り当
てられたものと同じファ イル名を使用しますが、 ( たとえば、
HEADER.TPL のよ うに ) ファ イル拡張子 ".TPL" を使用する必
要があ り ます。

推奨事項
上記の命名規則を使用して、 ソース  マップおよびコンパイル済み
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を他の種類のファイルと区別す
るこ とをお勧めします。 また、 ソース  マップと、 ソース  マップか
らコンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トに同じファ
イル名を使用 ( ただし、 異なるファ イル拡張子を付ける ) こ とを
お勧めします。

注意
コンパイルされる ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで、 ソース  
マップを上書きしないよ う十分に注意してください。 ソースマッ
プと区別するため、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト名には .TPL 
とい う ファ イル拡張子を使用して ください。

12 [ 保存 ] をク リ ッ クする と、 マップが保存されます。

メモ
このチュート リ アルの各セクシ ョ ンを完了した後、 またはマップ
に何らかの変更を加えた場合は、 [ ファイル ] メニューから  [ 保存 ] 
を選択してマップを保存する必要があ り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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HEADER レコードの作成方法

概要 ヘッダー レコードは、 ユーザーがシステム  インポート  マップ用に定義する唯一

のレコードです。 ヘッダー レコードは、 マップの入力側にあるアイコンに従属

しています。

HEADER ( ヘッダー ) レコードには、 システム インポート  マップのキーを構成

する  5 フ ィールドが含まれています。 HEADER レコードは必須であ り、 1 回のみ

出現します。

手順 HEADER レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 マップの入力側にある固定長ファイル アイコンを反転表示します。

2 [ 編集 ] メニューから  [ 配下に作成 ] > [ レコード ] を選択します。

[ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され

ます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「HEADER」 を入

力します。

注意
[ 名前 ] ボッ クスには、 スペースやダッシュ  (-) を使用できません。
語の区切りには、 アンダースコア (_) を使用します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに 「Header Record」 と入力します。 このボッ クス

には、 類似するレコードど う しを判別するための短い説明を入力
します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) HEADER レコードの作成方法 3 - 29
5 [ タグ ] タブを選択します。

6 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「HDR」
を入力します。 レコードは、 次の構文によってシステムに認識さ
れます。

<TAG>[Field_1][Field_2]

各レコード用のレコード  TAG によって、 システムにレコードが認

識されるため、 マッピング要件の判別が可能になり ます。

メモ
レコード  タグを明示的に含める目的から、 フ ィールドを定義する
代わりに [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、
アウ トバウンド  マップ用レコード  タグを定義する必要があり ます。

7 [ 配置 ] ボッ クスで、 データ  レコード内にあるタグの開始列位置

と して、 既定値 "1" をそのまま使用します。

8 [ ループ処理 ] タブを選択します。

9 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 ヘッダー レコー

ドが必須にな り ます。 この数は、 最小限必要なレコード繰り返し
回数です。

メモ
[ 最小使用回数 ] ボッ クスに "0" ( ゼロ ) が入る と、 レコードは条件
付きになり ます。 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに "1" 以上の値が入る
と、 レコードは必須になり ます。

この時点で、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

10 [OK] をク リ ッ クする と、 HEADER レコードが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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HEADER レコードの作成方法

概要 システム インポート  キーの構築に適した手法を使用するには、 ヘッダー レコー

ド用に少なく と も  5 つのフ ィールド  ( パートナー キー、 標準、 バージ ョ ン、 ト ラ

ンザクシ ョ ン、 およびテス ト / 本番状態 ) を定義する必要があ り ます。 これらの

フ ィールドは、 任意の順序または配列にする必要はあ り ませんが、 必ずヘッ
ダー レコードの一部にして ください。

ヘッダー レコードおよびフ ィールドを定義した後は、 ト ランスレータがパート

ナー関係の検索に使用するキーを定義するためのマッピング操作をセッ ト アッ
プする必要があ り ます。

次の表に、 ユーザーが作成する必要のあるフ ィールドをま とめます。

( 次のページへ続く )

フ ィールド名

必須 /
オプシ ョ ン
(x= 必須 ) 説明

データ
型 最小長 最大長

ヘッダー レコード  (HEADER)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

PARTNER_ID X Partner Identifier String 1 9

STANDARD X Standard String 1 1

VERSION X Version String 6 6

TRANSACTION_SET X Transaction Set String 1 6

TEST_PROD X Test/Production Flag String 1 1
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手順 HEADER レコード用のフ ィールドを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 HEADER レコードを右ク リ ッ ク し、シ ョート カッ ト  メニューから  
[ フ ィールドの編集 ] を選択して、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] 
ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 これから作成するフ ィールドは、 レコード内の先頭フ ィールド と
な り ます。 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。 新しいフ ィールドが配

置される  [ フ ィールド ] セクシ ョ ンに、 ハイライ ト  バーが表示さ

れます。 [ フ ィールドの詳細 ] セクシ ョ ンのフ ィールド値は、 必須

です。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「PARTNER_ID」 と入力します。 この入力値

は、 HEADER レコード内の先頭フ ィールドの名前です。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをク リ ッ クする と、 そのフ ィールドが必

須フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。 システム  イン

ポート  マップでは、 キー内の各フ ィールドが必須です。

5 [ 説明 ] ボッ クスに 「Partner Identifier」 と入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから  [String] を選択します。

7 [ 開始位置 ] ボッ クスに 「4」 と入力します。

8 [ 最小長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最小長と して 「1」 を入力し

ます。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「9」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加し、 そのフ ィールドの後ろに配置される次の
フ ィールドを作成する場合は、 Enter を押します。 そのフ ィールド

の下部に、 ブランクの値を持つ新しいフ ィールドが配置されます。
この新しいフ ィールドは、 ユーザーがいつでも識別できる状態
です。

11 3 - 30 ページに掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従って、 残

りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

( 次のページへ続く )
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12 最終フ ィールドが追加された後、 [ 自動配置 ] をク リ ッ クする と、

そのフ ィールドがレコード内に自動的に配置されます。 この結果、
各フ ィールドを前にあるフ ィールドのすぐ後ろに配置し  [ 最大長 ] 
ボッ クス内に指定された長さにするこ とを基準にして、 レコード
内の各フ ィールド開始位置が計算されます。 フ ィールドをこれか
ら整列する旨の警告メ ッセージに、 [ はい ] をク リ ッ ク して応答し

ます。

注意
" 自動配置 " 機能が有効になるのは、 [ 固定長レコード  プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスでレコード  タグを定義して、 レコード内の
全フ ィールドを各フ ィールドの出現順序で定義した場合だけ ( こ
のチュート リ アルで演習したとおり ) であるこ とに注意して くだ
さい。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

13 [OK] をク リ ッ クする と、 フ ィールドが HEADER レコードに追加

されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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キーの定義

概要 ヘッダー レコードおよびフ ィールドを定義した後は、 ト ランスレータがパート

ナー関係の検索に使用するキーを定義するためのマッピング操作をセッ ト アッ
プするこ とができます。

パートナー キーの

定義方法

パートナー キーを定義するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 HEADER レコードをダブルク リ ッ クする と、 先ほど作成した

フ ィールドが表示されます。

2 PARTNER_ID フ ィールドをダブルク リ ッ クする と、 [ フ ィールド  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

4 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Select] を選択します。

5 テーブル リ ス トから  [Partner by EDI Code] ([Partner by Alternate 
code] または [Partner by Partner Key] を選択するこ と も可能 ) を選択

し、 パートナー データベース内の指示されたパートナー キーを検

索して、 このフ ィールドを更新します。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをパートナー キー 
フ ィールドに追加します。
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[ スタンダード ] 
フ ィールドの
定義方法

EDI スタンダード  フ ィールドを定義するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 [ スタンダード ] フ ィールドをダブルク リ ッ クする と、 [ フ ィール

ド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Update] を選択します。

4 [ テーブル ] リ ス トから  [Document record] を選択します。 する と、

Gentran:Server for Windows ドキュ メ ン ト用ト ラ ッキング データ

ベース内にデータのアイテムを保存する必要のあるこ とが指定さ
れます。

5 [ 列 ] リ ス トから  [Agency] を選択します。 する と、 システム バッ

ファ内の [agency (standard)] フ ィールドを更新対象とするこ とが指

定されます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをスタンダード  
フ ィールドに追加します。
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[ バージ ョ ン ] 
フ ィールドの
定義方法

バージ ョ ンを定義するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 [ バージ ョ ン ] フ ィールドをダブルク リ ッ クする と、 [ フ ィールド  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Update] を選択します。

4 [ テーブル ] リ ス トから  [Document record] を選択します。

5 [ 列 ] リ ス トから  [Version] を選択します。 する と、 システム バッ

ファ内の [standard version] フ ィールドを更新対象とするこ とが指

定されます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをバージ ョ ン  フ ィー

ルドに追加します。
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[ト ランザクショ ン ] 
フ ィールド  の
定義方法

ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( メ ッセージ ) を定義するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 [ ト ランザクシ ョ ン セッ ト ] フ ィールドをダブルク リ ッ クする と、

[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Update] を選択します。

4 [ テーブル ] リ ス トから  [Document record] を選択します。

5 [ 列 ] リ ス トから  [Transaction Set ID] を選択します。 する と、 シス

テム バッファ内の [ ト ランザクシ ョ ン セッ ト ] フ ィールドを更新

対象とするこ とが指定されます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールを ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  フ ィールドに追加します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) キーの定義 3 - 37
[ テスト / 本番 ] 
フ ィールドの
定義方法

テス ト または本番状態フ ィールドを定義するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ テス ト / 本番 ] フ ィールドをダブルク リ ッ クする と、 [ フ ィール

ド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Update] を選択します。

4 [ テーブル ] リ ス トから  [Document record] を選択します。

5 [ 列 ] リ ス トから  [Test Mode] を選択します。 する と、 システム 
バッファ内の [ リ リース ] フ ィールドを更新対象とするこ とが指

定されます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 スタンダード  ルールがテス ト / 本番状態

フ ィールドに追加されます。
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マップのコンパイル方法

概要 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは " コンパイル " 機能によ り生成されます。

ユーザーが作成したマップ (HEADER.MAP) は " ソース  マップ " であ り、 ソース  
マップがコンパイルされたと きの結果は " コンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト " です。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を保存後に使うには、事前に Gentran:Server for 
Windows に登録する必要があ り ます。

手順 マップをコンパイルして、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成するには、

次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] を選択して、 ソース  マップを保存

します。

2 [ ファ イル ] メニューから  [ コンパイル ] を選択する と、 [ ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト名 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 [ ファ イル名 ] ボッ クスに "header.tpl" が自動的に入り ます。 これ

は、 既定の .TPL ファ イル拡張子を使用した ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トの名前であ り、 このマニュアルで推奨している とお
り、 マップ (.MAP ファ イル ) と同じファ イル名を ト ランスレー

シ ョ ン  オブジェク ト  (.TPL ファ イル ) に付けたものです。 ファ イ

ル名を同じにして ( 別々のファ イル拡張子で ) 保存するこ とは、

ソース  マップと コンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

との関係が明白のままに保たれるこ とを意味します。

注意
ソース  マップをコンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト
に上書きしないよ うにして ください。 ソースマップと区別するた
め、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト名には .TPL という ファ イ
ル拡張子を使用して ください。

4 必要に応じて、 コンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

の保存先となる ド ライブおよびフォルダを変更します。

5 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。 する と、 マップがコンパイルされ、 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トが生成されます。 [ コンパイル エ
ラー ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 エラーが発生しな

かったこ とを確認し、 [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ ク

スを終了します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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6 [ 編集 ] メニューから  [ 詳細 ] を選択します。 [ マップの詳細 ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがコンパイルされた日付は、

[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスの [ コンパイル日時 ] ボッ ク

スに自動的に読み込まれます。 [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、

ダイアログ ボッ クスが終了します。

7 [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] を選択して、 ソース  マップを保存

します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、使用する前に Gentran:Server 
for Windows システムに登録する必要があ り ます。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録の詳細については、
Gentran:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

 ( 続き )
ステップ 操作
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レポートの印刷方法

概要 Gentran:Server for Windows レポートでは、 マップの検証および見直しのほか、 必

要に応じて修正もできます。 レポート を見直してマップに誤りのあるこ とが確
認された場合は、 修正を行い、 マップを保存し、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク ト を再コンパイルして、 も う一度レポート を印刷して ください。

手順 Gentran:Server for Windows レポート を印刷するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューから  [ 印刷 ] を選択して、 [ 印刷オプシ ョ ン ] 
ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 このダイアログ ボッ クスでは、 既定値をそのまま使用 ( すべての

オプシ ョ ンのチェッ クをオンに ) します。 その結果、 レポートの

中にセクシ ョ ンはすべて取り込まれますが、 マップ コンポーネン

トはアクティブなものだけが取り込まれます。 [OK] をク リ ッ クす

る と、 [ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 適切なオプシ ョ ンを選択します。 [OK] をク リ ッ ク します。 [ セッ

ト アップ ] をク リ ッ ク して、 特定のプリ ンタ、 用紙の向き、 用紙

サイズ、 および給紙元を選択します。 [ 印刷設定 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのテスト

概要 マップのコンパイル、 レポートの印刷および確認が済み、 ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を  Gentran:Server に登録し終えたら、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク ト をテス ト して、 データが正し く ト ランスレーシ ョ ンされたこ とを確認して
ください。

参照
インポート  マップをテス トする際には、 システム  インポート  ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク ト  (HEADER.TPL) をテス ト して ください (3 - 157 ページを参照 )。
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インポート  マップの作成 0

インポート  マップの作成方法

はじめに 新しいマップを作成する と きの最初のタスクは、 マップの入力側および出力側
に使用される書式を定義するこ とです。 この例では、 インポート  マップを作成

するこ とによ り、 Gentran:Server for Windows を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ

イルを自社からパートナーに送信する請求書に ト ランスレーシ ョ ンできるよ う
にします。 マップの入力側には、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルを反映させる必要

があ り ます。 マップの出力側には、 自社からパートナーに送信する  EDIFACT 
92.1 請求書 (INVOIC) を反映させる必要があ り ます。 システムに対して INVOIC 
メ ッセージをユーザー自身が定義する代わりに、 Gentran:Server for Windows でシ

ステム上のスタンダード  データベースを使用して、 スタンダードに従って請求

書を作成できます。

手順 アウ トバウンド請求書のインポート  マップを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 新規作成 ] を選択します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

2 次のいくつかの質問に答えた後、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

◗ [ 作成するマップの種類を指定して ください。 ]
[Import] を選択します。

◗ [ マップの名前を指定して ください。 ]
マップの一意名と して 「PET_EINV」 を入力します。 自動的
に .MAP 拡張子が追加されます。

◗ [ ユーザー名を入力して ください。 ]
ユーザー名がシステムから確認要求された名前とは異なる場
合に入力します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 入力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

メモ
マップの入力側の書式設定を完了する必要があ り ます。 入力側の
書式とは、 Gentran:Server システムによって ト ランスレーシ ョ ンさ
れるデータの書式です。

( 次のページへ続く )
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3 [ この構文を使用して新しい de-ta 形式を作成する ] リ ス トから  
[Positional] オプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 出力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

4 [ この構文を使用して新しいデータ形式を作成する ] リ ス トから  
[Delimited EDI] を選択し、 [ カスタマイズ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規 Delimited EDI ウ ィザード ] が表示されます。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

6 [ODBC データ  ソース ] リ ス トから  [Gentran:Server Standards] 
(EDI スタンダード  データ  ソースを別の名前で定義した場合はそ

の名前 ) を選択して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

7 以下のよ うに選択します。

a. [[E] Edifact] スタンダード  エージェンシーを選択します。

b. [[092001] EDIFACT Release 1 (92.1)] バージ ョ ンを選択します。

c. [[INVOIC] INVOICE MESSAGE] ト ランザクシ ョ ン セッ ト を
選択します。

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

8 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択された ト ランザクシ ョ ン  セッ トが読み込まれ、 [ 新規マップ 
ウ ィザード  - 出力書式 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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10 [ 完了 ] をク リ ッ クする と、 新しいマップが作成されます ( この処

理に想定される所要時間は 2 ～ 3 秒です )。

システムからの応答
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンのウ ィンド ウに新しいマッ
プが表示されます。

メモ
新しいマップの作成および保存が完了したら、 マップの入力側と
出力側を定義する必要があ り ます。 定義の手順は、 マップの種類
がインポート、 システム インポート、 エクスポート、 またはター
ンアラウンドのいずれであるかによって異なり ます。

11 [ 編集 ] メニューから  [ 詳細 ] を選択します。

システムからの応答
[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

12 [ 説明 ] フ ィールドに 「PET E 92.1 INVOIC Import」 と入力します。

13 [ 主版 ] フ ィールドおよび [ 副版 ] フ ィールドにデータを入力して、

この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トのバージ ョ ン番号を指定し

ます。 [ 主版 ] フ ィールドには、 バージ ョ ン番号と して 「1」 を入

力します。 [ 副版 ] フ ィールドでは "0" を リ リース番号と してその

まま使用します。

メモ
マップにメジャーな変更を加えた場合、 次の実数に対するバー
ジ ョ ンが ( たとえば、 2.0、 3.0 のよ うに ) 増分されます。 マップに
マイナーな変更を加えた場合、 パーセン ト  ポイン トに対するバー
ジ ョ ンが ( たとえば、 2.1、 2.2 のよ うに ) 増分されます。

14 [OK] をク リ ッ クする と、 マップの詳細が保存されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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15 [ ファ イル ] メニューから  [ 保存 ] を選択します。

システムからの応答
[ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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次の手順 これで、 新しいインポート  マップの作成および保存が完了しました。 今度は、

マップの入力側および出力側を定義する必要があ り ます。

16 [ ファ イル名 ] ボッ クスに "pet_ einv.map" が入っているこ とを確認

します。

メモ
マップを初めて保存する と き、 または " 名前を付けて保存 " 機能
を使用してマップのコピーを別の名前で保存する と きは、 フ ィー
ルド名をマップに割り当ててください。 マップを正し く定義する
ために、 マップの名前に一意の文字 (1 ～ 8 文字 ) を使用する必要
があ り ます。 既定のファ イル拡張子は ".MAP" です。 この拡張子
を使用するこ とによ り、 マップ ファ イルが他の種類のファイル 
( たとえば、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ) と区別されます。
Gentran:Server for Windows の命名規則と しては、 次のものが挙げ
られます。

◗ ソース  マップ (Gentran:Server for Windows で作成されたマップ ) 
に名前を付ける際には、 ( たとえば、 PET_EINV.MAP のよ う
に ) ファ イル拡張子 ".MAP" を使用する必要があ り ます。

◗ コンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト  ( ソース  
マップをコンパイルした結果と しての ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト ) に名前を付ける際には、 ソースマップに割り当
てられたものと同じファ イル名を使用しますが、 ( たとえば、
PET_EINV.TPL のよ うに ) ファ イル拡張子 .TPL を使用する必
要があ り ます。

推奨事項
上記の命名規則を使用して、 ソース  マップおよびコンパイル済み
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を他の種類のファイルと区別す
るこ とをお勧めします。 また、 ソース  マップと、 ソース  マップか
らコンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トに同じファ
イル名を使用 ( ただし、 異なるファ イル拡張子を付ける ) こ とを
お勧めします。

注意
コンパイルされる ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで、 ソース  
マップを上書きしないよ う十分に注意してください。 ソースマッ
プと区別するため、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト名には .TPL 
とい う ファ イル拡張子を使用して ください。

17 [ 保存 ] をク リ ッ クする と、 マップが保存されます。

メモ
このチュート リ アルの各セクシ ョ ンを完了した後、 またはマップ
に何らかの変更を加えた場合は、 [ ファイル ] メニューから  [ 保存 ] 
を選択してマップを保存する必要があ り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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EDI マップ コンポーネン トのアクテ ィブ化

概要 次の表に、 EDI ファ イルのマップ コンポーネン ト をま とめます。

次の表に、 固定長ファイルのマップ コンポーネン ト をま とめます。

ユーザーが使用する特定の EDI マップ コンポーネン トは、 作成対象となるマッ

プの種類、 選択されたスタンダード、 バージ ョ ンおよびト ランザクシ ョ ン  セッ

ト  ( メ ッセージ ) のほか、 自社に必要なセグメン トおよびエレ メン トに応じて異

なり ます。 この手順を開始する前に、 使用するセグメン トおよびエレ メン ト を
決めておく こ とをお勧めします。

Gentran:Server for Windows で、 マップの EDI 側 (1 つまたは複数 ) が生成される

と、 選択したメ ッセージ バージ ョ ンに対してスタンダード  エージェンシーが定

義しているグループ、 セグメン ト 、 複合エレ メン ト、 およびエレ メン トがすべ
てシステムに取り込まれます。 スタンダードによって " 必須 " ( 存在している ) 
と定義されているすべてのグループ、 セグメン ト 、 複合およびエレ メン トがア
クティブにされます。 必須グループ、 セグメン ト 、 複合およびエレ メン ト を自
分で非アクティブにするこ とはできません。

( 次のページへ続く )

アイコン 説明

EDI ファ イル

セグメン ト

ループ ( グループ )

複合エレ メン ト

エレ メン ト

アイコン 説明

固定長ファ イル

レコード

ループ ( グループ )

フ ィールド
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) EDI マップ コンポーネン トのアクテ ィブ化 3 - 49
概要 ( 続き ) Gentran:Server for Windows では、 既定ではアクティブなマップ コンポーネン トの

表示には黒いフォン トが使用され、 非アクティブなマップ コンポーネン トの表

示にはグレーのフォン トが使用 ( グレー表示 ) されます。 下の例の DTM セグメ

ン トおよび DTM01 エレ メン トは必須であるため、 システムによって既にアク

ティブ化されています。 また、 DTM02 エレ メン ト  ( 条件エレ メン ト ) もアク

ティブにする必要があ り ます。

データを ト ランスレートする際、 アクティブにされていないグループ、 セグメ
ン ト 、 複合、 およびエレ メン ト  ( またはレコードおよびフ ィールド ) は処理され

ません。 この理由から、 スタンダードによ り必須と しては定義されていないグ
ループ、 セグメン ト 、 複合エレ メン トおよびエレ メン トであっても、 マッピン
グ時に使用する必要がある と判断されたものはすべて、 ユーザーが自分でアク
ティブにする必要があ り ます。

必須の条件グループ、
セグメン ト、 および
エレメン トの
アクテ ィブ化

次の表に、 ユーザーが自分でアクティブにする必要のある必須の条件グループ、
セグメン ト 、 およびエレ メン ト をま とめます。

グループ セグメン ト
複合

エレメン ト エレメン ト

BGM セグメン ト

( 既にアクティブ )
BGM05 エレ メン ト

DTM セグメン ト

( 既にアクティブ )
C507 DTM02 エレ メン ト

FTX セグメン ト C108 FTX06 エレ メン ト

FTX07 エレ メン ト

RFF グループ RFF セグメン ト C506 RFF02 エレ メン ト

DTM:2 セグメン ト C507 DTM:202 エレ メン ト

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

NAD 
グループ

NAD セグメン ト C080
C059

NAD10 エレ メン ト

NAD16 エレ メン ト

NAD17 エレ メン ト

NAD19 エレ メン ト

NAD20 エレ メン ト

NAD21 エレ メン ト

LOC セグメン ト C517 LOC05 エレ メン ト

CTA 
グループ

CTA セグメン ト C056 CTA03 エレ メン ト

LIN 
グループ

LIN セグメン ト C212 LIN01 エレ メン ト

LIN03 エレ メン ト

LIN04 エレ メン ト

PIA セグメン ト C212 PIA02 エレ メン ト

PIA03 エレ メン ト

IMD:2 セグメン ト C273 IMD:206 エレ メン ト

QTY:2 セグメン ト C186 QTY:303 エレ メン ト

MOA 
グループ

MOA:5 セグメン ト C516 MOA:502 エレ メン ト

CNT セグメン ト C270

MOA group 
( 既にアクティブ )

MOA:10 セグメン ト C516 MOA:1002 エレメ ント

 ( 続き )
グループ セグメン ト

複合
エレメン ト エレメン ト
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手順 必要な条件グループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン ト をアクティブにするには、
次の手順を完了して ください。

ステップ 操作

1 前の表にリ ス ト されたセグメン トおよびグループを、 ダブルク
リ ッ ク して開きます。 これらは、 ユーザーが自分でアクティブに
する必要のあるグループ、 サブグループ、 セグメン ト 、 およびエ
レ メン トです。 必要なグループ、 セグメン ト 、 および複合エレ メ
ン ト をまずすべて開いてからアクティブにするこ とによ り、 マッ
プをスクロール ダウンして、 セグメン トおよびエレ メン ト をシー

ケンシャルにアクティブにするこができます。

メモ
グループまたはセグメン ト をアクティブにする と、 必須の従属セ
グメン トおよびエレ メン トが自動的にアクティブにな り ます。

2 メ イン  ツールバーの [ アクティブ ] ボタンをク リ ッ ク します。

3 使用する必要のあるグループが非アクティブな場合は、 その各グ
ループをク リ ッ ク します。 選択されたグループはアクティブにな
り ます。

メモ
アクティブにすべきでなかったグループ、 セグメン ト またはエレ
メン ト をク リ ッ ク した場合は、 それをマウスの右ボタンでク リ ッ
ク し、 シ ョート カッ ト  メニューにアクセスして、 シ ョート カッ ト  
メニューから  [ 非アクティブ ] を選択して ください。

4 使用する必要のあるセグメン トが非アクティブな場合は、 その各
セグメン ト をク リ ッ ク します。 選択されたセグメン トはアクティ
ブにな り ます。

5 使用する必要のあるエレ メン トが非アクティブな場合は、 その各
エレ メン ト をク リ ッ ク します。 選択されたエレ メン トはアクティ
ブにな り ます。

6 必要なグループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン ト をすべてアク
ティブにした後、 メ イン ツールバーの [ アクティブ ] ボタンをク

リ ッ クする と、 アクティブ モードがオフにな り ます。

7 [ 表示 ] メニューから  [ アクティブのみ表示 ] を選択します。

メモ
この機能によって、 表示する対象をアクティブなマップ コンポー
ネン トだけに限定するよ うにシステムに指示が出されます。
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リテラル定数の定義

概要 システムはリテラル定数を使用して、 後でマップ内に使用される情報を保存し
ます。 アウ トバウンド  マップの場合、 通常、 定数は修飾関係を定義するために

使用されます。 修飾関係によ り、 エレ メン ト とその修飾子との関係が構築され
ます。 修飾子に関連付けられているエレ メン ト  (1 つまたは複数 ) を詳細に定義

するためのコードは、 その修飾子に含まれています。 修飾関係は、 通常、 アウ
トバウンド  マップで定義されます。 修飾関係の定義にはスタンダード  ルールが

使用されます。 このプロセスについては、 このチュート リ アルで後述します。

これから作成するインポート  マップは、 アウ トバウンド  データの ト ランスレー

シ ョ ンを用途と しているため、 定数を使用してマップの EDI ( 出力 ) 側の修飾関

係を定義しておく必要があ り ます。 最初に、 時間を節約するために、 マップ内
に使用する定数を決定してから各定数を定義します。

このチュート リ アルでは、 次の定数を定義する必要があ り ます。

定数 ID 定数タイプ 定数値

Invoice date/time String 3

Order number (purchase) String ON

Order date/time String 4

Vendor String VN

RemitTo String RE

ShipTo String ST

Goods receipt place String 4

Bill of lading number String BM

Despatch date/time String 11

Invoice instruction String INV

Despatch quantity String 12

Ordered quantity String 21

Unit price String 146

Buyer's part number String BP

UPC Code String UP

( 次のページへ続く )
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手順 インポート  マップ内に使用する リ テラル定数を作成するには、 次の手順に従い

ます。

Additional Identification String 1

Summary String S

Number of line items in message String 2

Total quantity String 1

Total amount String 128

 ( 続き )
定数 ID 定数タイプ 定数値

ステップ 操作

1 [ 編集 ] メニューから  [ 定数 ] を選択します。 する と、 [ マップの定

数 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク して、 [ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クス

にアクセスします。

3 [ID] ボッ クスに 「Invoice Date/Time」 と入力します。 この入力値

は、 表中にある  1 番目のリテラル定数識別子です。 これは通常、

定数が使用されるフ ィールドまたはエレ メン トの説明です。

4 [ 種類 ] リ ス トから、 この リ テラル定数のカテゴ リ と して [String] 
を選択します。

5 [ 値 ] ボッ クスに、 実際の定数式と して 「3」 を入力します。 この

値が、 リ テラル定数の値になり ます。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 システムに定数を追加します。

7 上記の 「概要」 セクシ ョ ンの表に従って、 ステップ 2 ～ 6 を繰り

返して残りの定数を作成します。

8 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。
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UNS01 エレメン トのマップ方法

概要 UNS セグメン トには、 セクシ ョ ン  コン ト ロール情報が含まれています。 UNS セ
グメン ト と  UNS01 エレ メン トは両方と も必須です。 これから作成するのはアウ

トバウンド  ( インポート ) マップであるため、 UNS01 エレ メン トにデータをマッ

プしておく必要があ り ます。 このデータは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルの一部

ではないため、 このエレ メン トに適切なデータをマップするには定数を使用する
必要があり ます。 このマップに使用される定数は既にすべて定義されています。

手順 必須データを  UNS01 エレ メン トにマップするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 UNS セグメン ト内の UNS01 エレ メン ト  ( セクシ ョ ン ID) をダブル

ク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに

アクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "S" 定数 ( 合計 ) を選択します。 する と、

UNS01 エレ メン トが概要セクシ ョ ン  コン ト ロールと して識別され

るよ うにな り ます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 "S" コードがセクシ ョ ン ID エレ メン ト内

に読み込まれます。
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グループと繰り返しセグメン トのプロモート

概要 " プロモート " 機能は、 グループまたは繰り返しセグメン トから  1 つの繰り返し  
( インスタンス ) を抽出します。 これによ り、 ユーザーのアプリ ケーシ ョ ン  ファ

イルから固有のデータをマップするこ と も、 特別な定義を入力するこ と も可能
になり ます。 有効なマッピング関係は、 1 対 1 ( ループなし ) または多対多 ( ルー

プ ) のものだけに限定されます。

プロモートは、 EDI 構造の整合性を保証する特殊機能です。 グループおよび繰り

返しセグメン トによっては、 ユーザーが自分でプロモートすべきものがあ り ま
す。 また、 グループの複数インスタンスを容易に判別できるよ うにするには、
プロモートするグループごとに特別な定義を入力するこ と も必要です。 同じセ
グメン ト を持つ複数インスタンス用に Gentran:Server で使用される命名規則が十

分であ り、 プロモートするセグメン ト用に特別な定義を入力する必要のないこ
とを確認します。

メモ
マップ内に複数回出現するセグメン ト / レコードやエレ メン ト / フ ィールドは、
名前の <ID> によって識別されます。 以降のオカレンスは、 <ID>:n で識別されま
す。 こ こで、 "n" はマップ内のオカレンス番号です

DTM セグメン トの

プロモート方法

DTM セグメン トには、 マップ ヘッダー用の日 / 時情報が含まれています。 この

セグメン トは最大 35 回まで繰り返されます。 1 回繰り返される  INVBEGIN レ
コード内の INVDATE フ ィールドを  DTM セグメン トにマップするには、 DTM セ
グメン トの反復を  1 つ抽出する必要があ り ます。

DTM セグメン トの反復を  1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 DTM セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロモート ] を選択して、 DTM セグメン トの反復を  1 つ抽出し

ます。 新規の反復は DTM:22 と命名され、 DTM セグメン トのすぐ

上に配置されます。

2 元の DTM セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニュー

から  [ 非アクティブ ] を選択します。 する と、 DTM セグメン トが

非アクティブになり  ( この時点での繰り返し数は 34 回 )、 システ

ムでは処理されなくな り ます。
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RFF グループの

プロモート、 および
特別な定義の
追加方法

RFF グループには参照情報が含まれています。 このグループは最大 10 回まで繰

り返されます。 ユーザーが自分で抽出する必要があるのは、 RFF グループに属し

た単独で出現する  2 つのインスタンスです。 発注書番号と日付、 および発送費番

号と出荷日付は、 (1 回繰り返される ) INVBEGIN レコードからマップするこ とが

できます。 RFF グループの 2 つのインスタンスを容易に判別できるよ うにするに

は、 プロモートするグループごとに特別な定義を追加しておく必要があ り ます。

RFF グループの反復を  2 つプロモート して特別な定義を追加するには、 次の手順

に従います。

ステップ 操作

1 0100_RFF グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ プロモート ] を選択して、 RFF グループの反復を 1 つ抽出しま

す。 新規の反復は 0100_RFF:2 と命名され、 0100_RFF グループの

すぐ上に配置されます。

2 0100_RFF グループ ( この時点での繰り返し数は 9 回 ) を右ク リ ッ

ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択して、

RFF グループの反復を 1 つ抽出します。 新規の反復は 0100_RFF:3 
と命名され、 0100_RFF グループのすぐ上に配置されます。

3 元の 0100_RFF グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ 非アクティブ ] を選択して、 0100_RFF グループ ( こ

の時点での繰り返し数は 8 回 ) を非アクティブにします。

4 0100_RFF:2 グループを右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択して、

[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

( 次のページへ続く )
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5 [ 名前 ] ボッ クスに 「PONUM_RFF」 と入力します。 これは、 この

グループを発注書番号情報が含まれているグループと して識別す
る特別な定義です。

この時点で、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの表示

が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスが終了します。

7 0100_RFF:3 グループを右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択して、

[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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DTM:23 セグメン ト

のプロモート方法

PONUM_RFF グループ内の DTM:23 セグメン トには、 注文書番号参照用の日 / 時
情報が含まれています。 このセグメン トは最大 5 回まで繰り返されます。 1 回繰

り返される  INVBEGIN レコード内の PODATE フ ィールドを DTM:23 セグメン ト

にマップするには、 DTM:23 セグメン トの反復を  1 つ抽出する必要があ り ます。

DTM:23 セグメン トの反復を  1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

8 [ 名前 ] ボッ クスに 「BOL_RFF」 と入力します。 これは、 このグ

ループを発送費請求先情報が含まれているグループと して識別す
る特別な定義です。

この時点で、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの表示

が、 下図のよ うにな り ます。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスが終了します。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 PONUM_REF グループ内の DTM:23 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、

シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択して、 DTM:23 
セグメン トの反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は DTM:25 と命

名され、 DTM:23 セグメン トのすぐ上に配置されます。

2 元の DTM:23 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ 非アクティブ ] を選択して、 DTM:23 セグメン ト  ( こ

の時点での繰り返し数は 4 回 ) を非アクティブにします。
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DTM:24 セグメン ト

のプロモート方法

BOL_RFF グループ内の DTM:24 セグメン トには、 発送費請求先参照用の日 / 時
情報が含まれています。 このセグメン トは最大 5 回まで繰り返されます。 1 回繰

り返される  INVBEGIN レコード内の SHIPDATE フ ィールドを DTM:24 セグメン ト

にマップするには、 DTM:24 セグメン トの反復を  1 つ抽出する必要があ り ます。

DTM:24 セグメン トの反復を  1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

NAD グループの

プロモート、 および
特別な定義の
追加方法

NAD グループには名前および住所の情報が含まれています。 このグループは最

大 20 回まで繰り返されます。 非繰り返しレコード  (INVBEGIN) から繰り返しグ

ループ (NAD) へはマップするこ とができません。 ベンダー、 出荷先および送金

先情報をアプリ ケーシ ョ ン ファ イル書式からマップするには、 NAD グループの

個別の反復を 3 つ抽出する必要があり ます。 この抽出によ り、 INVBEGIN レコー

ド内のアプリ ケーシ ョ ン フ ィールド と  NAD グループとの間の連結が有効になり

ます。 NAD グループの 3 つのインスタンスを容易に判別できるよ うにするには、

プロモートするグループごとに特別な定義を追加しておく必要があ り ます。

NAD グループの反復を 3 つプロモート して特別な定義を追加するには、 次の手

順に従います。

ステップ 操作

1 BOL_RFF グループ内の DTM:24 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、

シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択して、 DTM:24 
セグメン トの反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は DTM:26 と命

名され、 DTM:24 セグメン トのすぐ上に配置されます。

2 元の DTM:24 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ 非アクティブ ] を選択して、 DTM:24 セグメン ト  ( こ

の時点での繰り返し数は 4 回 ) を非アクティブにします。

ステップ 操作

1 0200_NAD グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ プロモート ] を選択して、 NAD グループの反復を 1 つ抽出し

ます。 新規の反復は 0200_NAD:2 と命名され、 0200_NAD グルー

プのすぐ上に配置されます。

2 0200_NAD グループ ( この時点での繰り返し数は 19 回 ) を右ク

リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択し

て、 NAD グループの反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は 
0200_NAD:3 と命名され、 0200_NAD グループのすぐ上に配置され

ます。

( 次のページへ続く )
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3 0200_NAD グループ ( この時点での繰り返し数は 18 回 ) を右ク

リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択し

て、 NAD グループの反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は 
0200_NAD:4 と命名され、 0200_NAD グループのすぐ上に配置され

ます。

4 0200_NAD:2 グループを右ク リ ッ ク します。 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択して、 [ グループ プロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスにアクセスします。

5 [ 名前 ] ボッ クスに 「Vend_NAD」 と入力します。 これは、 このグ

ループをベンダー情報が含まれているグループと して識別する特
別な定義です。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスが終了します。

7 0200_NAD:3 グループを右ク リ ッ ク します。 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択して、 [ グループ プロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスにアクセスします。

8 [ 名前 ] ボッ クスに 「ShipTo_NAD」 と入力します。 これは、 この

グループを出荷情報が含まれているグループと して識別する特別
な定義です。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスが終了します。

10 0200_NAD:4 グループを右ク リ ッ ク します。 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択して、 [ グループ プロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスにアクセスします。

11 [ 名前 ] ボッ クスに 「RemitTo_NAD」 と入力します。 これは、 この

グループを出荷情報が含まれているグループと して識別する特別
な定義です。

12 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスが終了します。

13 Vend_NAD グループおよび RemitTo_NAD グループを、 ダブルク

リ ッ ク して開きます。

14 メ イン  ツールバーの [ 非アクティブ ] ボタンをク リ ッ ク します。

元の 0200_NAD グループ ( この時点での繰り返し数は 17 回 ) をク

リ ッ ク します。

15 Vend_NAD グループの LOC:10 セグメン トおよび 0500_CTA:2 グ
ループをク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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LOC:11 セグメン ト

のプロモート方法

ShipTo_NAD グループ内の LOC:11 セグメン トには、 出荷先場所の情報が含まれ

ています。 このセグメン トは、 最大 25 回まで繰り返されます。 1 回繰り返され

る  INVBEGIN レコード内の SHIPTOLOC フ ィールドを LOC:11 セグメン トにマッ

プするには、 LOC:11 セグメン トの反復を  1 つ抽出する必要があ り ます。

LOC:11 セグメン トの反復を  1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

16 RemitTo_NAD グループの LOC:12 セグメン トおよび 0500_CTA:4 
グループをク リ ッ ク します。

17 メ イン  ツールバーの [ 非アクティブ ] ボタンをも う一度ク リ ッ ク

する と、 非アクティブ モードがオフになり ます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 ShipTo_NAD グループ内の LOC:11 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、

シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択して、 LOC:11 
セグメン トの反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は LOC:13 と命

名され、 LOC:11 セグメン トのすぐ上に配置されます。

2 元の LOC:11 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ 非アクティブ ] を選択して、 LOC:11 セグメン ト  ( こ

の時点での繰り返し数は 24 回 ) を非アクティブにします。
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CTA:3 グループの

プロモート方法

ShipTo_NAD グループ内の CTA:3 グループには、 連絡先情報が含まれています。

このセグメン トは、 最大 5 回まで繰り返されます。 1 回繰り返される  INVBEGIN 
レコード内の SHIPTODEPTNUM フ ィールドを CTA:3 グループにマップするに

は、 CTA:3 グループの反復を 1 つ抽出する必要があ り ます。

CTA:3 グループの反復を  1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

PIA セグメン トの

プロモート方法

PIA セグメン トには、 追加製品情報が含まれています。 このセグメン トは最大 
25 回まで繰り返されます。 ラ イン アイテムの UPC コードをマップできるよ うに

するには、 PIA セグメン トの反復を  1 つ抽出する必要があ り ます。

PIA セグメン トの反復を  1 つ抽出するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 ShipTo_NAD グループ内の CTA:3 グループを右ク リ ッ ク し、

シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択して、 CTA:3 
グループの反復を 1 つ抽出します。 新規の反復は CTA:5 と命名さ

れ、 CTA:3 グループのすぐ上に配置されます。

2 元の CTA:3 グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 非アクティブ ] を選択して、 CTA:3 グループ ( この時点での繰

り返し数は 4 回 ) を非アクティブにします。

ステップ 操作

1 PIA セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロモート ] を選択して、 PIA セグメン トの反復を  1 つ抽出しま

す。 新規の反復は PIA:2 と命名され、 PIA セグメン トのすぐ上に

配置されます。

2 元の PIA セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 非アクティブ ] を選択して、 PIA セグメン ト  ( この時点での繰

り返し数は 24 回 ) を非アクティブにします。
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IMD:2 セグメン トの

プロモート方法

IMD:2 セグメン トには、 アイテム説明情報が含まれています。 このセグメン トは

最大 10 回まで繰り返されます。 ラ イン アイテムのアイテム説明をマップできる

よ うにするには、 IMD:2 セグメン トの反復を  1 つ抽出する必要があ り ます。

IMD:2 セグメン トの反復を  1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

QTY:2 セグメン ト

のプロモート方法

QTY セグメン トには数量情報が含まれています。 このセグメン トは、 最大 5 回
まで繰り返されます。 出荷数量および注文数量を保存できるよ うにするには、
QTY: 2 セグメン トの反復を  2 つ抽出する必要があ り ます。

QTY:2 セグメン トの反復を  2 つプロモートするには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 IMD:2 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロモート ] を選択して、 IMD:2 セグメン トの反復を  1 つ抽出し

ます。 新規の反復は IMD:3 と命名され、 IMD:2 セグメン トのすぐ

上に配置されます。

2 元の IMD:2 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニュー

から  [ 非アクティブ ] を選択して、 IMD:2 セグメン ト  ( この時点で

の繰り返し数は 9 回 ) を非アクティブにします。

ステップ 操作

1 QTY:2 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロモート ] を選択して、 QTY:2 セグメン トの反復を  1 つ抽出し

ます。 新規の反復は QTY:5 と命名され、 QTY:2 セグメン トのすぐ

上に配置されます。

2 元の QTY:2 セグメン ト  ( この時点での繰り返し数は 4 回 ) を右ク

リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択し

て、 QTY:2 セグメン トの反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は 
QTY:6 と命名され、 QTY:2 セグメン トのすぐ上に配置されます。

3 元の QTY:2 セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニュー

から  [ 非アクティブ ] を選択して、 QTY:2 セグメン ト  ( この時点で

の繰り返し数は 3 回 ) を非アクティブにします。
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MOA グループの

プロモート方法

マップ (LIN グループ ) の明細セクシ ョ ン内の MOA グループには、 ライン アイ

テムの単価が含まれています。 このセグメン トは最大 5 回まで繰り返されます。

MOA グループに単価をマップできるよ うにするには、 MOA グループの反復を 
1 つ抽出する必要があ り ます。 これから抽出する  MOA グループのインスタンス

が 1 つだけに限られていて、 非アクティブにする対象が元のグループであるた

め、 グループの新規反復に特別な定義を追加する必要はあ り ません。

MOA グループの反復を 1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

CNT セグメン トの

プロモート方法

CNT セグメン トには、 Control の総数情報が含まれています。 このセグメン ト

は、 最大 10 回まで繰り返されます。 合計ライン アイテム数および請求合計数量

を保存できるよ うにするには、 CNT セグメン トの反復を  2 つ抽出する必要があ

り ます。

CNT セグメン トの反復を  2 つプロモートするには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 LIN グループ内の 2300_MOA グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート

カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択して、 MOA グループの

反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は 2300_MOA:2 と命名され、

2300_MOA グループのすぐ上に配置されます。

2 元の 2300_MOA グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ 非アクティブ ] を選択して、 2300_MOA グループ ( こ

の時点での繰り返し数は 4 回 ) を非アクティブにします。

ステップ 操作

1 CNT セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロモート ] を選択して、 CNT セグメン トの反復を  1 つ抽出しま

す。 新規の反復は CNT:2 と命名され、 CNT セグメン トのすぐ上に

配置されます。

2 CNT セグメン ト  ( この時点での繰り返し数は 9 回 ) を右ク リ ッ ク

し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロモート ] を選択して、

CNT セグメン トの反復を  1 つ抽出します。 新規の反復は CNT:3 と
命名され、 CNT セグメン トのすぐ上に配置されます。

3 元の CNT セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニュー

から  [ 非アクティブ ] を選択して、 CNT セグメン ト  ( この時点で

の繰り返し数は 8 回 ) を非アクティブにします。
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MOA グループの

プロモート方法

マップの概要セクシ ョ ン内の MOA グループには、 合計金額情報が含まれていま

す。 このグループは最大 100 回まで繰り返されます。 1 回繰り返される  
INVSUMMARY レコード内の TOTALAMOUNT フ ィールドを MOA グループに

マップするには、 MOA グループの反復を  1 つ抽出する必要があ り ます。 これか

ら抽出する  MOA グループのインスタンスは 1 つだけに限られている  ( また、 非

アクティブにする対象が元のグループである ) ため、 グループの新規反復に特別

な定義を追加する必要はあ り ません。

MOA グループの反復を 1 つプロモートするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 4500_MOA グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ プロモート ] を選択して、 MOA グループの反復を  1 つ抽出し

ます。 新規の反復は 4500_MOA:2 と命名され、 4500_MOA グルー

プのすぐ上に配置されます。

2 元の 4500_MOA グループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ 非アクティブ ] を選択して、 4500_MOA グループ ( こ

の時点での繰り返し数は 99 回 ) を非アクティブにします。
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EDI 区切文字の検証方法

概要 ご使用の EDI スタンダードに複合エレ メン ト またはサブエレ メン トが含まれて

いる場合、 Gentran:Server for Windows で、 適切な区切文字が指定されているこ と

を確認する必要があ り ます。 区切文字とは、 システムで定義されているフラグ
であ り、 特定の EDI コンポーネン ト を区切るために使用されます。 区切文字が

すべての可変フ ィールド長スタンダードにとって必要である理由は、 データが
圧縮される  ( そして、 先頭のゼロおよび末尾の空白が削除される ) ためです。

フ ィールドの長さが一定でないため、 システムがエレ メン ト間の区切を識別す
るにはフラグが必要です。 たとえば、 エレ メン ト区切文字は、 新しいエレ メン
トが開始される場所を示します。

推奨事項
Gentran:Server for Windows で EDI 区切文字の検証が必須と されるのは、 ご使用の
スタンダードに複合エレ メン ト またはサブエレ メン トが用意されている場合だ
けですが、 EDI 区切文字の検証タスクは、 ご使用のスタンダードには関係なく実
行するこ とをお勧めします。

( 次のページへ続く )
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手順 EDI 区切文字を検証するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 INVOIC INVOICE MESSAGE ファ イル アイコンを右ク リ ッ ク し

て、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[ ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 区切文字 ] タブを選択します。

システムからの応答
区切文字の設定が表示されます。

3 [ 既定値の指定 ] チェッ ク  ボッ クスがオンになっているこ とを確

認します。

( 次のページへ続く )
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次の手順 次の手順では、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル レイアウ ト を定義します。

4 その区切文字が EDIFACT スタンダード用の必要な区切文字である

こ とを検証します。 区切文字が下の表中にある既定値とは異なる
場合、 文字または 16 進数値のどちらかを適切なボッ クスに入力し

て ください。 スタンダード用の既定の区切文字は、 次のとおり
です。

EDIFACT の場合、 タグ区切文字が使用されません。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ボックス

EDIFACT 用の

既定の文字

EDIFACT 用の

既定の 16 進数値

タグ区切文字

エレ メン ト区切文字 + ( プラス ) 0x2B

セグメン ト区切文字 ' ( 単一引用符 ) 0x27

サブエレ メン ト区切文字 : ( コロン ) 0x3A

リ リース文字 ? ( 感嘆符 ) 0x3F

小数セパレータ . ( ピ リオド ) 0x2E
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ほかのアプリケーション ファイル書式の定義 0

概要

はじめに インポート  マップ内にコピーして使用するシステム  インポート  マップは、 既に

定義されました。 今度は、 Gentran:Server for Windows に対して、 残りのアプ リ

ケーシ ョ ン ファ イルを定義する必要があ り ます。 インポート  マップは、 マップ

の入力側が固定長とな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルには、 パートナーに

送信する  EDI メ ッセージの生成に必要なあらゆる情報が含まれています。

アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル書式を定義する前に、 必要なレコード、 フ ィールド、

およびグループのレイアウ ト を取得して ください。 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル

書式の各レベルは、 シーケンシャルに作成されていなければなり ません。

たとえば、 ご使用のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式がレコードおよびグループ

で構成されている と します。 レコードはフ ィールドで構成されていて、 グルー
プはレコードで構成されています。 このため、 従属フ ィールドおよびレコード
を作成する際には、 事前にレコードおよびグループを作成しておく必要があ り
ます。
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HEADER レコードのコピー方法

概要 システム インポート  マップのヘッダー レコードは、 インポート  マップにコピー

するこ とができます。 コピーされたレコードには、 同じ く コピー対象となる従
属フ ィールドが含まれています。 コピーされたマップ コンポーネン トには、 元

のマップ コンポーネン トに関する全情報が保持されています。 このため、 シス

テム インポート  マップのヘッダー レコード内のフ ィールド用に作成したスタン

ダード  ルールは、 削除しておく必要があ り ます。

手順 HEADER レコードをシステム  インポート  マップからインポート  マップにコピー

するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 HEADER.MAP システム インポート  マップを開きます。

2 HEADER レコードを反転表示します。

3 メ イン  ツールバーの [ コピー ] をク リ ッ ク します。

4 PET_EINV.MAP インポート  マップを開きます。

5 INPUT 固定長ファ イル アイコンを反転表示します。

6 メ イン  ツールバーの [ 貼り付け ] をク リ ッ ク して、 ク リ ップボー

ドの内容を貼り付けます。

HEADER レコードが従属マップ コンポーネン ト と して INPUT 固
定長ファイル アイコンに貼り付けられます。
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HEADER スタンダード  ルールの削除方法

概要 先ほどからコピーした HEADER レコードには、 5 つのフ ィールドが含まれてい

ます。 最初のフ ィールド  (PARTNER_ID) に対しては、 システム  インポート  マッ

プで [Select] スタンダード  ルールが適用されています。 インポート  マップ内に

コピーされた HEADER レコード内にある残りの 4 つのフ ィールド  (STANDARD、

VERSION、 TRANSACTION_SET、 および TEST_PROD) に対しては、 システム 
インポート  マップで [Update] スタンダード  ルールが適用されています。 これら  
[Select] および [Update] スタンダード  ルールは、 インポート  マップへの適用が不

可能なため、 削除しておく必要があ り ます。

手順 インポート  マップ内の HEADER レコードからスタンダード  ルールを削除するに

は、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 HEADER レコード内の PARTNER_ID フ ィールドをダブルク リ ッ

ク して、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示し

ます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [<none>] を選択して、 フ ィー

ルドからスタンダード  ルールを削除します。

4 スタンダード  ルールをフ ィールドから削除してよいかど うかの確

認を促されます。 そのスタンダード  ルールを削除する場合は、

[ はい ] をク リ ッ ク します。 する と、 スタンダード  ルールが削除

されます。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 変更内容がフ ィールドに保存されます。

6 STANDARD フ ィールド、 VERSION フ ィールド、

TRANSACTION_SET フ ィールド、 および TEST_PROD フ ィールド

について、 ステップ 1 ～ 5 を繰り返します。
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INVBEGIN レコードの作成方法

概要 アプ リ ケーシ ョ ンファ イル書式の中に作成する必要のある  2 つ目のレコード  
(INVBEGIN) は、 HEADER レコード と同レベルにあ り ます。

INVBEGIN ( 開始 ) レコードは、 発注書番号 / 日付、 ベンダー / 出荷先 / 送金先の

所在地情報、 発送費番号および出荷日付から構成されます。 この開始レコード
は必須であ り、 請求書ごとに 1 回ずつ出現します。

手順 INVBEGIN レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 HEADER レコードを反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] 
を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択する と、 [ 固
定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
同等のレコード / グループを作成したい場合は、 [ 編集 ] メニュー
の [ 挿入 ] を使用します。 従属グループ / レコード / フ ィールドを
作成するには、 [ 配下に作成 ] を使用します。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「INVBEGIN」 を

入力します。

注意
[ 名前 ] ボッ クスには、 スペースやダッシュ  (-) を使用できません。
単語の区切りには、 アンダースコア (_) を使用して ください。

3 [ 説明 ] ボッ クスに 「Beginning Record」 と入力します。 この説明

には、 類似するレコードど う しを判別するための、 レコードに関
する概略説明を入力します。

4 [ タグ ] タブを選択します。

( 次のページへ続く )
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5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「BEG」

と入力します。 レコードは、 次の構文によって認識されます。

<TAG>[Field_1][Field_2]

各レコード用のレコード  TAG によって、 システムにレコードが認

識されるため、 マッピング要件の判別が可能になり ます。

メモ
レコード  タグを明示的に含める目的から、 フ ィールドを定義する
代わりに [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、
アウ トバウンド  マップ用レコード  タグを定義する必要があ り
ます。

6 [ 配置 ] ボッ クスで、 データ  レコード内にあるタグの開始列位置

と して、 既定値 "1" をそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 レコードが必須

になり ます。 こボッ クスには、 最小限必要なレコード繰り返し数
が入り ます。

メモ
[ 最小使用回数 ] ボッ クスに "0" ( ゼロ ) が入る と、 レコードは条件
付きになり ます。 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに "1" 以上の値が入る
と、 レコードは必須になり ます。

[ 最大使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "1" のままにします。 これに

よ り、 開始レコードの繰り返し数が 1 回のみに限られます ( ルー

プ構造ではなくな り ます )。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 INVBEGIN レコードが作成されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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INVCOMMENT グループの作成方法

概要 INVCommentGroup ( コ メン ト情報 ) は、 参照番号やメ ッセージ テキス ト などの、

請求書に関するすべてのコ メン ト情報をグループ化します。 INVCommentGroup 
は、 ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに最大 10 回出現します。

INVCommentGroup の中の情報は、 関連レコード別にさらに細分されます。

手順 INVCommentGroup を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 INVBEGIN レコード と同レベルにグループを作成するには、

INVBEGIN レコードを反転表示して、 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] 
を選択します。 サブメニューから  [ グループ ] を選択します。

システムからの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに 「INVCommentGroup」 と入力します。 する と、

このグループにすべてのコ メン ト  レコードを含めるよ うに指定さ

れます。 これはセグメン ト  ループ識別コードです。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 ループの説明と して 「Comment Group」 と入

力します。 この説明は、 ループについての簡単な説明です。

4 [ ループ処理 ] タブを選択します。

5 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 ループが必須に

なり ます。 この数は、 ループの繰り返しを必須とする最小限の回
数です。 条件付きループの場合、 このボッ クスには必ず 「0」 ( ゼ
ロ ) を入力する必要があ り ます。 必須ループの場合、 このボッ ク

スには 「1」、 またはそれよ り大きい値を入力する必要があ り ます。

[ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「10」 と入力します。 する と、 このグ

ループのレコードが最大 10 回まで出現します。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 INVCommentGroup が作成されます。
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INVCommentGroup 従属レコードの作成

概要 このチュート リ アルの INVCommentGroup の中には、 次の 2 種類の従属レコード

が含まれています。

◗ INVCOMMENT1
◗ INVCOMMENT2 

最初の従属レコード  (INVCOMMENT1) を作成した後は、 同レベルに従属レコー

ド  (INVCOMMENT2) を定義して ください。

INVCOMMENT1 
レコードの作成方法

INVCOMMENT1 ( 第 1 コ メン ト ) レコードには、参照番号が含まれています。第 
1 コ メン ト  レコードは必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに 1 回
ずつ (1 コ メン ト行につき  1 回 ) 出現します。

INVCOMMENT1 レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 INVCommentGroup を反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  [ 配
下に作成 ] を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択し

ます。 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示

されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して

「INVCOMMENT1」 を入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに 「Invoice Comment Record 1」 と入力します。

4 [ タグ ] タブを選択します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「CM1」
と入力します。

6 [ 配置 ] ボッ クスで、 データ  レコード内にあるタグの開始列位置

と して、 既定値 "1" をそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

( 次のページへ続く )
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INVCOMMENT2 
レコードの作成方法

INVCOMMENT2 ( 第 2 コ メン ト ) レコードには、 メ ッセージ テキス トが含まれ

ています。 第 2 コ メン ト  レコードは必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた請

求書ごとに 1 回ずつ (1 コ メン ト行につき  1 回 ) 出現します。

INVCOMMENT2 レコードを作成するには、 次の手順に従います。

8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 レコードが必須

になり ます。

[ 最大使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "1" のままにします。 これに

よ り、 このレコードの繰り返し数が 1 回のみに限られます ( ルー

プ構造ではなくな り ます )。 この時点で、 [ 固定長レコード  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスの表示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 INVCOMMENT1 レコードが作成され

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 INVCOMMENT1 レコードを反転表示します。 [ 編集 ] メニューか

ら  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択す

る と、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示

されます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して

「INVCOMMENT2」 を入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに 「Invoice Comment Record 2」 と入力します。

( 次のページへ続く )
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4 [ タグ ] タブを選択します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「CM2」
と入力します。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 レコードが必須

になり ます。

[ 最大使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "1" のままにします。 これに

よ り、 このレコードの繰り返し数が 1 回のみに限られます ( ルー

プ構造ではなくな り ます )。 この時点で、 [ 固定長レコード  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスの表示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [OK] をク リ ッ クする と、 INVCOMMENT2 レコードが作成され

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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INVDETAIL レコードの作成方法

概要 INVDETAIL ( 明細 ) レコードは、 HEADER レコード、 INVBEGIN レコード、 お

よび INVCommentGroup と同レベルです。

INVDETAIL レコードは、 ラ イン アイテム番号、 説明、 出荷数量、 注文数量、 単

位、 価格、 および製品コードから構成されます。 明細レコードは必須であ り、
ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに 20 万回 ( 請求済みライン アイテムごと

に 1 回ずつ ) 出現します。

手順 INVDETAIL レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 INVCommentGroup を反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  [ 挿
入 ] を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択する と、

[ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され

ます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して 「INVDETAIL」
を入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 レコードの説明と して 「Detail Record」 を入

力します。

4 [ タグ ] タブを選択します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「DET」
を入力します。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 レコードが必須

になり ます。 こボッ クスには、 最小限必要なレコード繰り返し回
数が入り ます。

9 [ 最大使用回数 ] ボッ クスに、 レコードの繰り返しが許可される最

大回数と して 「200000」 を入力します。

10 [OK] をク リ ッ クする と、 INVDETAIL レコードが作成されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) INVSUMMARY レコードの作成方法 3 - 79
INVSUMMARY レコードの作成方法

概要 最後に作成する必要のあるレコードは、 INVDETAIL レコード と同レベルにある  
INVSUMMARY ( 合計 ) レコードです。

INVSUMMARY ( 合計 ) レコードには、 請求合計額およびト ランザクシ ョ ン合計

額が含まれています。 この合計レコードは必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンさ
れた請求書ごとに 1 回ずつ出現します。

手順 INVSUMMARY レコードを作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 INVDETAIL レコードを反転表示します。 [ 編集 ] メニューから  
[ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  [ レコード ] を選択する

と、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れます。

2 [ 名前 ] ボッ クスに、 レコード識別コード と して

「INVSUMMARY」 を入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 レコードの説明と して 「Summary Record」 を

入力します。

4 [ タグ ] タブを選択します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコード識別コード  <TAG> と して 「SUM」

を入力します。

6 [ 配置 ] ボッ クスでは、 既定値 "1" をデータ  レコード内のタグの開

始列位置と してそのまま使用します。

7 [ ループ処理 ] タブを選択します。

8 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに 「1」 を入力する と、 レコードが必須

になり ます。

9 [ 最大使用回数 ] ボッ クスは、 既定値 "1" のままにします。

10 [OK] をク リ ッ クする と、 INVSUMMARY レコードが作成され

ます。
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次の手順 これでアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルのレコード構造が作成されたため、 アプ リ

ケーシ ョ ン フ ィールドを定義するこ とができます。

この時点で、 マップのアプリ ケーシ ョ ン側 ( 入力 ) の表示が、 下図のよ うにな り

ます。
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アプリケーション フ ィールドの作成 0

概要

はじめに ユーザーが作成した各レコード内には、 論理的に関連するアプ リ ケーシ ョ ン  
フ ィールドがグループ化されています。 これらのフ ィールドには、 請求書の処
理にシステムで使用されるデータの構造および内容が定義されています。

アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドをレコードに追加する最も簡単な方法は、 [ 固定長

フ ィールド  エディ タ ] を使用するこ とです。 一般的には、 INVBEGIN レコード

で開始するシーケンシャル レコードごとにフ ィールドを作成します。

アプリケーシ ョ ン 
フ ィールド

次の表に、 ユーザーが自分で作成する必要のあるアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド

をま とめます。

フ ィールド名

必須 / オプ

シ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長

ヘッダー レコード  (HEADER)。 1 メ ッセージにつき 1 件。

PARTNER_ID X Partner Identifier String 1 9

STANDARD X Standard String 1 1

VERSION X Version String 6 6

TRANSACTION_SET X Transaction Set String 1 6

TEST_PROD X Test/Production Flag String 1 1

開始レコード  (INVBEGIN)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTBEG X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPBEG X Document Type String 1 6

INVNUMBEG X Invoice Number String 1 10

INVDATE X Invoice Date Dt/Tm
(YYMMDD)

6 6

PONUM Purchase Order Number String 0 20

( 次のページへ続く )
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PODATE Purchase Order Date Dt/Tm
(YYMMDD)

6 6

VENDNAME Vendor Name String 0 35

VENDADD1 Vendor Address Line 1 String 0 35

VENDADD2 Vendor Address Line2 String 0 35

VENDCITY Vendor City String 0 35

VENDSTATE Vendor State String 0 2

VENDPOSTALCODE Vendor Postal Code String 0 9

SHIPTONAME Ship To Name String 0 35

SHIPTOADD1 Ship To Address Line 1 String 0 35

SHIPTOADD2 Ship To Address Line 2 String 0 35

SHIPTOCITY Ship To City String 0 35

SHIPTOSTATE Ship To State String 0 2

SHIPTOPOSTALCODE Ship To Postal Code String 0 9

SHIPTOLOC Ship To Store Location String 0 9

SHIPTODEPTNUM Ship To Dept Number String 0 4

REMITTONAME Remit To Name String 0 35

REMITTOADD1 Remit To Address Line 1 String 0 35

REMITTOADD2 Remit To Address Line 2 String 0 35

REMITTOCITY Remit To City String 0 35

REMITTOSTATE Remit To State String 0 2

REMITTOPOSTALCODE Remit To Postal Code String 0 9

BOLNUM Bill of Lading Number String 0 12

SHIPDATE Ship Date Dt/Tm
(YYMMDD)

6 6

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 / オプ

シ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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コ メン ト  グループ (INVCommentGroup)。 1 メ ッセージにつき 10 件。

コ メン ト  レコード  1 (INVCOMMENT1)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTCM1 X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPCM1 X Document Type String 1 6

INVNUMCM1 X Invoice Number String 1 10

REFNUM X Reference Number String 1 30

Comment Record 2 (INVCOMMENT2) 1 per message

BILLTOACCTCM2 X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPCM2 X Document Type String 1 6

INVNUMCM2 X Invoice Number String 1 10

MESSAGETEXT X Message Text String 1 232

明細レコード  (INVDETAIL)。 1 メ ッセージにつき最大 20 万件。

BILLTOACCTDET X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPDET X Document Type String 1 6

INVNUMDET X Invoice Number String 1 10

ITEMNUM X Item Number (Our Item) String 1 6

QTYSHIP X Quantity Shipped Number
(N0)

1 5

QTYORD X Quantity Ordered Number
(N0)

1 5

UNITPRICE X Unit Price Number
(N2)

1 7

UOM X Unit of Measure String 1 4

CUSTPROCODE X Customer Product Code String 1 10

UPCCODE X UPC Code String 1 12

ITEMDESC Item Description String 0 30

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 / オプ

シ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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合計レコード  (INVSUMMARY)。 1 メ ッセージにつき  1 件。

BILLTOACCTSUM X Bill To Acct Number String 1 9

DOCTYPSUM X Document Type String 1 6

INVNUMSUM X Invoice Number String 1 10

TOTALAMOUNT X Total Monetary Value
Summary

Number
(N2)

1 10

TRANSTOTAL X Transaction Totals Number
(N0)

1 6

 ( 続き )
フ ィールド名

必須 / オプ

シ ョ ン
(x= 必須 ) 説明 データ型 最小長 最大長
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INVBEGIN アプリケーシ ョ ン フ ィールドの定義方法

概要 これまでは、 システム インポート  マップ HEADER レコード用フ ィールドを作成

し、 そのフ ィールドをインポート  マップにコピーして、 スタンダード  ルールを

削除しました。 INVBEGIN レコードは、 フ ィールドのユーザー定義が必要と さ

れる先頭レコードです。

手順 INVBEGIN レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の手順

に従います。

ステップ 操作

1 INVBEGIN アプリ ケーシ ョ ン  レコードを右ク リ ッ ク し、 シ ョート

カッ ト  メニューから  [ フ ィールドの編集 ] を選択して、 [ 固定長

フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。 新しいフ ィールドが配

置される  [ フ ィールド ] セクシ ョ ンに、 ハイライ ト  バーが表示さ

れます。 [ フ ィールドの詳細 ] セクシ ョ ンの値は必須です。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「BILLTOACCTBEG」 と入力します。 この入力

値は、 INVBEGIN レコード内の先頭フ ィールドの名前です。 各ア

プリ ケーシ ョ ン フ ィールドには、 一意の名前を付ける必要があ り

ます。

複数レコード内に出現するフ ィールドに対しては末尾にサフ ィ ッ
クスを付けておく と、 そのサフ ィ ッ クス付きレコードの種類が特
定できる点で便利です。 たとえば、 "BEG" は開始レコードを表し

ます。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをオンにする と、 そのフ ィールドが必須
フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに 「Bill To Account Number」 と入力します。 この

説明には、 類似するフ ィールドど う しを判別するための、 フ ィー
ルドに関する概略説明を入力します。

( 次のページへ続く )
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6 [ データ型 ] リ ス トで、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択し

ます。 これで、 このフ ィールドに英数字データを含める必要のあ
るこ とが指定されました。

メモ
レコード内のフ ィールド位置を正確に指定するには、 [ 開始位置 ] 
ボッ クスにフ ィールド開始位置を入力して ください。 たとえば、
使用するフ ィールドを  2 ～ 3 のみに限って各フ ィールドをレコー
ド内に正確に配置したい場合は、 フ ィールド開始位置を指定して
ください。

参照
このチュート リ アルでは、 各フ ィールドの開始位置を指定する代
わりに別の方法を使用します。 これは、 レコード内にフ ィールド
をシーケンシャルに追加して、 " 自動配置 " 機能を使用する方法で
す。 " 自動配置 " 機能の詳細については、 下記のステップ 13 を参
照して ください。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" (3 - 81 ページ以降に記載されている表

による ) の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値のままにします。

フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「9」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。 そのフ ィールドの下部に、 ブラン

クの値を持つ新しいフ ィールドが配置されます。 この新しい
フ ィールドは、 ユーザーがいつでも識別できる状態です。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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11 3 - 81 ページ以降に掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従って、

残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

12 [ 自動配置 ] をク リ ッ クする と、 そのフ ィールドがレコード内に自

動的に配置されます。 この結果、 各フ ィールドを前にあるフ ィー
ルドのすぐ後ろに配置し  [ 最大長 ] フ ィールド内に指定された長

さにするこ とを基準にして、 レコード内の各フ ィールド開始位置
が計算されます。 フ ィールドをこれから整列する旨の警告メ ッ
セージに、 [ はい ] をク リ ッ ク して応答します。

注意
" 自動配置 " 機能が有効になるのは、 [ 固定長レコード  プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスでレコード  タグを定義して、 レコード内の全
フ ィールドを各フ ィールドの出現順序で定義した場合だけ ( この
チュート リ アルの演習内容のとおり ) です。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

[ フ ィールド ] リ ス トに表示されるのは、 レコード内の最後の 
11 フ ィールドだけです。

 ( 続き )
ステップ 操作
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INVCOMMENT1 レコード用アプリケーシ ョ ン フ ィールド

の定義方法

手順 INVCOMMENT1 レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の

手順に従います。

ステップ 操作

1 INVCOMMENT1 アプ リ ケーシ ョ ン レコードを右ク リ ッ ク し、

シ ョート カッ ト  メニューから  [ フ ィールドの編集 ] を選択して、

[ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスし

ます。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「BILLTOACCTCM1」 と入力します。 この入力

値は、 INVOCMMENT1 レコード内の先頭フ ィールドの名前です。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをク リ ッ クする と、 そのフ ィールドが必

須フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに 「Bill To Account Number」 と入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択

します。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" (3 - 81 ページ以降に記載されている表

による ) の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値のままにします。

フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「9」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。 そのフ ィールドの下部に、 ブラン

クの値を持つ新しいフ ィールドが配置されます。 この新しい
フ ィールドは、 ユーザーがいつでも識別できる状態です。

( 次のページへ続く )
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11 3 - 81 ページ以降に掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従って、

残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

12 [ 自動配置 ] をク リ ッ ク します。 フ ィールドをこれから整列する旨

の警告メ ッセージに、 [ はい ] をク リ ッ ク して応答します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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INVCOMMENT2 アプリケーシ ョ ン フ ィールドの定義方法

手順 INVCOMMENT2 レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の

手順に従います。

ステップ 操作

1 INVCOMMENT2 アプ リ ケーシ ョ ン レコードを右ク リ ッ ク し、

シ ョート カッ ト  メニューから  [ フ ィールドの編集 ] を選択して、

[ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスし

ます。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「BILLTOACCTCM2」 と入力します。 この入力

値は、 INVCOMMENT2 レコード内の先頭フ ィールドの名前です。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをク リ ッ クする と、 そのフ ィールドが必

須フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 フ ィールドの説明と して 「Bill To Account 
Number」 を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択

します。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" (3 - 81 ページ以降に記載されている表

による ) の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値のままにします。

フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「9」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。

( 次のページへ続く )
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11 3 - 81 ページ以降に掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従って、

残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

12 [ 自動配置 ] をク リ ッ ク します。 フ ィールドをこれから整列する旨

の警告メ ッセージに、 [ はい ] をク リ ッ ク して応答します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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INVDETAIL アプリケーシ ョ ン フ ィールドの定義方法

手順 INVDETAIL レコード用アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを作成するには、 次の手順

に従います。

ステップ 操作

1 INVDETAIL アプリ ケーシ ョ ン  レコードを右ク リ ッ ク し、 シ ョー

ト カッ ト  メニューから  [ フ ィールドの編集 ] を選択して、 [ 固定長

フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「BILLTOACCTDET」 と入力します。 この入力

値は、 INVDETAIL レコード内の先頭フ ィールドの名前です。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをク リ ッ クする と、 そのフ ィールドが必

須フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 フ ィールドの説明と して 「Bill To Account 
Number」 を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択

します。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" (3 - 81 ページ 以降に記載されている表

による ) の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値のままにします。

フ ィールドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「9」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。

( 次のページへ続く )
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11 3 - 81 ページ以降に掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従って、

残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

12 [ 自動配置 ] をク リ ッ ク します。 フ ィールドをこれから整列する旨

の警告メ ッセージに、 [ はい ] をク リ ッ ク して応答します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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INVSUMMARY アプリケーシ ョ ン フ ィールドの定義方法

手順 INVSUMMARY レコード用アプリ ケーシ ョ ン  フ ィールドを作成するには、 次の

手順に従います。

ステップ 操作

1 INVSUMMARY アプ リ ケーシ ョ ン レコードを右ク リ ッ ク し、

シ ョート カッ ト  メニューから  [ フ ィールドの編集 ] を選択して、

[ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスし

ます。

2 これから作成するフ ィールドがレコード内の先頭フ ィールド とな
る場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに 「BILLTOACCTSUM」 と入力します。 この入

力値は、 INVSUMMARY レコード内の先頭フィールドの名前です。

4 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをク リ ッ クする と、 そのフ ィールドが必

須フ ィールド と して識別されるよ うにな り ます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 フ ィールドの説明と して 「Bill To Account 
Number」 を入力します。

6 [ データ型 ] リ ス トから、 フ ィールド  タイプと して [String] を選択

します。

7 データ型が "Number" または "Dt/Tm" の場合、 [ 書式 ] リ ス トから

適切な書式を選択します。

8 フ ィールドの最小長が "0" (3 - 81 ページに掲載のテーブル長によ

る ) の場合、 [ 最小長 ] ボッ クスは既定値のままにします。 フ ィー

ルドの最小長が "0" 以外の場合は、 「1」 を入力します。

9 [ 最大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの最大長と して 「9」 を入力し

ます。

10 フ ィールドを追加してその後ろに配置する次のフ ィールドを作成
するには、 Enter を押します。

( 次のページへ続く )
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次の手順 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルを定義した後は、 必要なデータを  EDI ファ イルから

アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドへマップする必要があ り ます。

11 3 - 81 ページ以降に掲載のレコード  レイアウ ト  テーブルに従って、

残りのフ ィールドを作成します。

メモ
レコード内の最終フ ィールドの情報を入力した後で Enter を押す
と、 ブランクのフ ィールドが作成されます。 このブランクの
フ ィールドは、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して [ はい ] をク リ ッ クすれば
削除されます。

12 [ 自動配置 ] をク リ ッ ク します。 フ ィールドをこれから整列する旨

の警告メ ッセージに、 [ はい ] をク リ ッ ク して応答します。

この時点で、 [ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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データのマッピング 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 各アプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドを順次に考察した うえで、

各フ ィールドから適切なデータをマップするために実行する必要のあるマッピ
ング操作について説明します。

HEADER レコード インポート  マップの場合、 HEADER ( ヘッダー ) レコード内のフ ィールドをマッ

プ元にするこ とはできません。 このレコードには、 システム  インポート  マップ

内のキーを構成する  5 フ ィールドが含まれています。 ただし、 このヘッダー レ
コードはアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルの一部となっているため、 インポート  マッ

プ内に定義しておく必要があ り ます。 この定義は (HEADER レコードをシステム 
インポート  マップから このインポート  マップにコピーしたと きに ) 行いました。

ヘッダー レコードは必須であ り、 1 回のみ出現します。

INVBEGIN レコード このセクシ ョ ンでは、 INVBEGIN ( 開始 ) レコード内の各フ ィールドからマップ

する方法について説明します。 INVBEGIN ( 開始 ) レコードは、 発注書番号 / 日
付、 ベンダー / 出荷先 / 送金先の所在地情報、 発送費番号および出荷日付から

構成されます。 この開始レコードは必須であ り、 請求書ごとに 1 回ずつ出現し

ます。

BILLTOACCTBEG 
フ ィールド

BILLTOACCTBEG フ ィールドは、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部

となっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでい
ません。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

DOCTYPBEG 
フ ィールド

DOCTYPBEG フ ィールドは、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。
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INVNUMBEG フ ィールド

概要 PONUMBEG フ ィールドは、 " 連結 " 機能を使えば BGM05 ( ドキュ メン ト / メ ッ

セージ番号 ) エレ メン トへ直接マップできます。 " 連結 " 機能を使用する と、

マップの入力側にあるフ ィールドまたはエレ メン ト を、 マップの出力側にある
フ ィールドまたはエレ メン トにマップするこ とができます。 2 つのフ ィールド間

の連結は、 2 つのフ ィールドを接続する線分によって視覚的に表されます。

また、 INVNUMBEG フ ィールドを UNS01 エレ メン ト  ( セクシ ョ ン ID) へ直接連

結するこ と もできます。 この UNS01 エレ メン トは、 必須の UNS セグメン ト  ( セ
クシ ョ ン コン ト ロール ) 内に必須のエレ メン トです。 Gentran:Server for Windows 
で、 アウ トバウンド  マップ内に必須セグメン ト を作成するには、 そのセグメン

トにフ ィールドを少なく と も  1 つはマップしておく必要があ り ます。 この直接連

結を指定変更するには、 既にマップ済みの定数値 ("S") を  UNS01 エレ メン トへ

マップして ください。

ドキュ メン ト  ブラウザを使用する際には、 マップ メ ッセージをよ り簡単に識別

できるよ う、 [ ドキュ メン ト名 ] をセッ ト アップするこ とをお勧めします。

ドキュ メン ト名を設定するには、 マップ内のエレ メン ト またはフ ィールドの う
ち、 このマップによ り ト ランスレーシ ョ ンされたメ ッセージを判別するデータ
が入っているものを選択する必要があ り ます。

推奨事項
エレ メン ト またはフ ィールドは、 メ ッセージ内に 1 回だけ出現する  String のデー
タ型のものを選択するこ とを強くお勧めします。 請求書の場合は通常、 ドキュ
メン ト / メ ッセージ番号がドキュ メン ト名にな り ます。

請求書番号の
マップ方法

請求書番号をマップするには、 INVBEGIN ４  レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  INVNUMBEG を  BGM レコード内の BGM05 エレ メン トに連結し

ます。

その後、 INVNUMBEG フ ィールドを  UNS01 エレ メン ト  ( セクシ ョ ン ID) へ連結

してください。

( 次のページへ続く )
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ドキュ メン ト名の
設定方法

この請求書用のドキュ メン ト名を設定するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 DTM05 エレ メン ト をダブルク リ ッ クする と、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トから  [Document record] を選択します。

5 [ 列 ] リ ス トから  [Document Name] を選択します。 する と、 ドキュ

メン ト  ブラウザの [ 名前 ] ボッ クスがこのエレ メン トの内容で更

新されるよ うに指定されます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 ドキュ メン ト名が設定されます。
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INVDATE フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 日付情報が DTM22 セグメン トに格納されます。

DTM2202 エレ メン ト  ( 日 / 時 / 期間 ) のプロパティは、 パートナーから送信され

る最小長、 最大長、 タイプ、 および書式が反映されるよ うに変更する必要があ
り ます。

INVDATE フ ィールドを  DTM2202 ( 日 / 時 / 期間 ) エレ メン トから直接マップす

るには、 " 連結 " 機能を使用します。 DTM:2201 (Date/Time/Period 修飾子 ) が "3" 
の場合、 DTM:22 セグメン トには請求日 / 時が入り ます。 Date/Time/Period 修飾子

に定数をマップして、 日 / 時 / 期間との修飾関係を確立する必要があ り ます。 こ

れによ り、 Date/Time/Period エレ メン トに請求日 / 時が入るよ うに指定するこ と

ができます。

 DTM:2202 エレメ

ン トのプロパティの
変更方法

DTM:2202 エレ メン ト  ( 日 / 時 / 期間 ) の 6 桁を送信するこ とをパートナーに通知

したと しましす。 これらの 6 桁は、 YYMMDD 書式の Dt/Tm データ型 (2 桁の年、

2 桁の月、 および 2 桁の日 ) とな り ます。 DTM:2202 エレ メン トの最小長、 最大

長、 タイプ、 および書式は、 ユーザーが自分で変更する必要があ り ます。

DTM2202 エレ メン トの長さを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 DTM:2202 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。 する と、 [ エレ メ

ン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

3 [ 最小長 ] ボッ クスに、 最小長と して 「6」 を入力します。

4 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

5 [ データ型 ] リ ス トから  [Date/Time] を選択します。 する と、 このエ

レ メン トが日 / 時エレ メン ト と して指定されます。 フ ィールドの

データ型を変更する とその書式が無効化される旨のメ ッセージが
表示されて、 確認を促されます。 フ ィールドのデータ型を変更す
る場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク してこのメ ッセージに応答し、 先へ

進みます。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

6 [ 書式 ] リ ス トから  [YYMMDD] を選択します。 する と、 最初の 
2 桁に年、 2 番目の 2 桁に月、 そして最後の 2 桁に日が入るよ うに

指定されます。

[ 必須 ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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Date/Time/Period 
修飾子の設定方法

Date/Time/Period 修飾子 (DTM:2201 エレ メン ト ) に定数をマップして、日 / 時 / 期
間 (DTM:2202 エレ メン ト ) との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、 Date/
Time/Period 修飾子エレ メン トに適切な定数をマップします。

DTM:22 セグメン ト用の Date/Time/Period 修飾子を設定するには、 次の手順に従

います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 DTM:22 内の DTM:2201 エレ メン ト  (Date/Time/Period 修飾子 ) をダ

ブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "3" (Invoice Date/Time) を選択します。 する と、

DTM:2202 エレ メン トが請求日 / 時を含んだエレ メン ト と して識別

されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [2380:2 DATE/TIME/PERIOD] を選択します。

する と、 DTM:2202 エレ メン ト との修飾関係が設定されます。

メモ
[Qualifies] リ ス トには、 修飾エレ メン ト と同じセグメン ト内にある
アクティブなエレ メン トだけが入り ます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "3" コードが Date/TIme/Qualifier エレ メ

ン ト内に読み込まれます。 DTM:2201 エレ メン ト と  DTM:2202 エ
レ メン ト間の修飾関係が確立されました。
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請求日のマップ方法 請求日をマップするには、 DTM:22 セグメン ト内の DTM:2202 エレ メン ト を  
INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド  INVDATE へ連結します。
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PONUM フ ィールド

概要 PONUM フ ィールドを  RFF:1102 (Reference Number) フ ィールドへ直接マップする

には、 " 連結 " 機能を使用します。 RFF:1101 (Reference Qualifier) が "ON" の場合、

RFF:11 セグメン トには注文番号 ( 購買 ) が入り ます。 Reference Qualifier に定数を

マップして、 Reference Number との修飾関係を確立する必要があ り ます。 これに

よ り、 Reference Number エレ メン トに注文番号 ( 購買 ) が入るよ うに指定するこ

とができます。

推奨事項
メ ッセージをよ り簡単に識別できるよ う、 マップごとにドキュ メン ト参照を
セッ ト アップするこ とをお勧めします。

ドキュ メン ト参照を設定するには、 マップ内のエレ メン ト またはフ ィールドの
うち、 このマップによ り ト ランスレーシ ョ ンされたメ ッセージを判別するデー
タが入っているものを選択する必要があ り ます。 アプリ ケーシ ョ ン  インテグ

レーシ ョ ン サブシステムで参照を設定する と、 このメ ッセージが入る ドキュ メ

ン ト  ブラウザ内の RefData フ ィールドには、 そのマップ済みフ ィールドからの

データが入り ます。

Reference Qualifier 
の設定方法

Reference Qualifier (RFF:1101 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Reference 
Number (RFF:1102 エレ メン ト ) との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、
Reference Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

RFF:11 セグメン ト用の Reference Qualifier を設定するには、次の手順に従います。

ステップ 操作

1 RFF:11 セグメン ト  (PONUM_RFF グループ ) 内の RFF:1101 エレ メ

ン ト  (Reference Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "ON" 定数を選択します。 する と、 RFF:1102 エ
レ メン トが注文番号 ( 購買 ) を含んだエレ メン ト と して識別され

るよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



PONUM フ ィールド アウトバウンド請求書 (INVOIC)3 - 104
発注書番号の
マップ方法

発注書番号をマップするには、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  PONUM を RFF:11 セグメン ト  (PONUM_RFF グループ ) 内の 
RFF:1102 エレ メン トへ連結します。

ドキュ メン ト参照の
設定方法

この請求書用のドキュ メン ト参照を設定するには、 次の手順に従います。

5 [Qualifies] リ ス トから  [1154:2 REFERENCE NUMBER] を選択して、

RFFF:1102 エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 "ON" コードが Reference Qualifier エレ メン

ト内に読み込まれます。 RFF:1101 エレ メン ト と RFF:1102 エレ メ

ン ト間の修飾関係も確立されました。

ステップ 操作

ステップ 操作

1 RFF:1102 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。 する と、 [ エレ メ

ン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Update] を選択します。

4 [ テーブル ] リ ス トから  [Document record] を選択します。

( 次のページへ続く )
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5 [ 列 ] リ ス トから  [Reference Data] を選択します。 する と、 ドキュ

メン ト  ブラウザの RefData フ ィールドがこのエレ メン トの内容で

更新されるよ うに指定されます。

[ スタンダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 ドキュ メン ト参照が設定されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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PODATE フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 発注書日付の情報が PONUM_RFF グループ内の DTM:25 
セグメン トに格納されます。 DTM:2502 エレ メン ト  ( 日 / 時 / 期間 ) のプロパティ

は、 パートナーから送信される最小長、 最大長、 タイプ、 および書式が反映さ
れるよ うに変更する必要があ り ます。

PODATE フ ィールドを  DTM:2502 ( 日 / 時 / 期間 ) フ ィールドへ直接マップするに

は、 " 連結 " 機能を使用します。 DTM:2501 (Date/Time/Period Qualifier) が "4" の場

合、 DTM:25 セグメン トには注文日 / 時が含まれます。 Date/Time/Period Qualifier 
に定数をマップして、 日 / 時 / 期間との修飾関係を定義する必要があ り ます。 こ

れによ り、 日 / 時 / 期間に注文日 / 時が入るよ うに指定するこ とができます。

DTM:2502 エレメン

トのプロパテ ィの
変更方法

こ こまでで、 DTM:2502 エレ メン ト  ( 日 / 時 / 期間 ) の 6 桁を送信するこ とが、

パートナーに通知されました。 これらの 6 桁が、 YYMMDD 書式の Dt/Tm データ

型 (2 桁の年、 2 桁の月、 および 2 桁の日 ) とな り ます。 DTM:2502 エレ メン トの

最小長、 最大長、 タイプ、 および書式は、 ユーザーが自分で変更する必要があ
り ます。

DTM:2502 エレ メン トの長さを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 DTM:2502 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。 する と、 [ エレ メ

ン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

3 [ 最小長 ] ボッ クスに、 最小長と して 「6」 を入力します。

4 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

5 [ データ型 ] リ ス トから  [Date/Time] を選択します。 [ はい ] をク

リ ッ ク してこのメ ッセージに応答し、 先へ進みます。

( 次のページへ続く )
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Date/Time/Period 
Qualifier の設定方法

Date/Time/Period Qualifier (DTM:2501 エレ メン ト ) に定数をマップして、 日 / 時 /
期間 (DTM:2502 エレ メン ト ) との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 これで、 Date/
Time/Period Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップできるよ うにな り ました。

DTM:25 セグメン ト用の Date/Time/Period Qualifier を設定するには、 次の手順に

従います。

6 [ 書式 ] リ ス トから  [YYMMDD] を選択します。

[ 必須 ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 DTM:25 セグメン ト内の DTM:2501 エレ メン ト  (Date/Time/Period 
Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "4" (Order Date/Time) を選択します。 する と、

DTM:2502 エレ メン トが注文日 / 時を含んだエレ メン ト と して識別

されるよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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注文書日付の
マップ方法

PODATE フ ィールドを  DTM2502 ( 日 / 時 / 期間 ) エレ メン トから直接マップする

には、 " 連結 " 機能を使用します。

注文書日付をマップするには、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  PODATE を DTM:25 セグメン ト  (PONUM_RFF グループ ) 内の 
DTM:2502 エレ メン トに連結します。

5 [Qualifies] リ ス トから  [2380:5 DATE/TIME/PERIOD] を選択します。

する と、 DTM:2502 エレ メン ト との修飾関係が設定されます。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "4" コードが Date/Time/Period Qualifier エ
レ メン ト内に読み込まれ、 DTM:2501 エレ メン ト と  DTM:2502 エ
レ メン ト間の修飾関係が確立されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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出荷 / 請求先情報のマッピング 0

概要

はじめに NAD グループには、 ベンダー、 出荷先および請求先の名前 / 住所情報が含まれ

ています。 このグループは複数回にわたって繰り返されます。 自社アプリ ケー
シ ョ ン  ファ イルに含まれているベンダー、 出荷先および送金先の情報は、 NAD 
グループにマップする必要があ り ます。 ただし、 フ ィールドおよびエレ メン ト
は、 同レベルにあるものど う しに限ってマップするこ とが可能です。 つま り、
非繰り返しレコードからグループへはマップできません。 特に INVBEGIN レ
コード内のベンダー、 出荷先および送金先情報は、 NAD グループへ直接マップ

するこ とはできません。 INVBEGIN レコードは繰り返されないためです。

ベンダー、 出荷先および送金先情報をアプリ ケーシ ョ ン ファ イル書式からマッ

プするには、 " プロモート " 機能を使用して NAD グループの個別の反復を 3 つ
作成します。 これによ り、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィール

ド と  NAD グループとの間の連結が有効になり ます。 " プロモート " 機能は、 グ

ループ ( または繰り返しセグメン ト ) の反復 ( インスタンス ) を  1 つ抽出する機

能です。 これによ り、 自社アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルからの一意のデータを各 
NAD グループ (Vend_NAD、 ShipTo_NAD、 および RemitTo_NAD) にマップする

こ とが可能になり ます。
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VENDNAME フ ィールド

概要 NAD グループの各反復の NAD セグメン ト  Party Qualifier へは、 定数をマップす

るこ とができます。 Party Qualifier が "VN" の場合、 NAD グループのそ う した反

復には出荷先情報が含まれます。 自社アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式中の 
[Vendor name] フ ィールドおよび [Vendor address] フ ィールドのマップ先は、

Vend_NAD グループでなければなり ません。 Party Qualifier が "ST" の場合、 NAD 
グループのそ う した反復には出荷先情報が含まれます。 自社アプリ ケーシ ョ ン  
ファ イル書式中の [Ship To name] フ ィールドおよび [Ship To address] フ ィールド

のマップ先は、 ShipTo_NAD グループでなければなり ません。 Party Qualifier が 
"RE" の場合、 NAD グループのそ う した反復には送金先情報が含まれます。 自社

アプリ ケーシ ョ ン ファ イル書式中の [Remittance name] フ ィールドおよび 
[Remittance address] フ ィールドのマップ先は、 RemitTo_NAD グループでなけれ

ばなり ません。

Party Qualifier の
設定方法

Vend_NAD グループ、 ShipTo_NAD グループ、 および RemitTo_NAD グループに

は、 Party Qualifier を必ず設定してください。 この設定によ り、 各 NAD グループ

に含める必要のある名前およびアドレス情報のタイプをシステムで識別するこ
とが可能にな り ます。

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 これで、 各 Party 
Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップできるよ うにな り ました。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 NAD:3 セグメン ト内の NAD:310 エレ メン ト  (Party Qualifier) をダ

ブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "VN" を選択します。 する と、 NAD グループの

この反復の内容が、 ベンダー名およびアドレス情報と して識別さ
れるよ うにな り ます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 "VN" コードが Party Qualifier エレ メン ト

内に読み込まれます。
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ShipTo_NAD 
セグメン ト用 
Party Qualifier の
設定方法

ShipTo_NAD グループ用の Party Qualifier を設定するには、 次の手順に従います。

RemitTo_NAD 
グループ用 
Party Qualifier の
設定方法

RemitTo_NAD グループ用の Party Qualifier を設定するには、次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 NAD:4 セグメン ト内の NAD:401 エレ メン ト  (Party Qualifier) をダ

ブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "ST" を選択します。 する と、 NAD グループの

この反復の内容が、 出荷先名およびアドレス情報と して識別され
るよ うにな り ます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 "ST" コードが Party Qualifier エレ メン ト

内に読み込まれます。

ステップ 操作

1 NAD:5 セグメン ト内の NAD:501 エレ メン ト  (Party Qualifier) をダ

ブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "RE" を選択します。 する と、 NAD グループの

この反復の内容が、 ベンダー名およびアドレス情報と して識別さ
れるよ うにな り ます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 "RE" コードが Party Qualifier エレ メン ト

内に読み込まれます。
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NAD グループの

連結方法

アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールド内のエレ メン ト を  NAD グループ内の適切なエレ メ

ン トに連結します。

他のアプリケーシ ョ
ン  フィ ールド および

エレメン トの
マッピング

次の表に、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド、 およびその

マップ先となるエレ メン ト をま とめます。

マップ対象の
アプリケーシ ョ ン フ ィールド フ ィールドの連結先

VENDNAME NAD:3 セグメン ト  (Vend_NAD グループ ) 内の 
NAD:310 エレ メン ト

VENADD1 NAD:3 セグメン ト  (Vend_NAD グループ ) 内の 
NAD:316 エレ メン ト

VENADD2 NAD:3 セグメン ト  (Vend_NAD グループ ) 内の 
NAD:317 エレ メン ト

VENDCITY  NAD:3 セグメン ト  (Vend_NAD グループ ) 内
の NAD:319 エレ メン ト

VENDSTATE NAD:3 セグメン ト  (Vend_NAD グループ ) 内の 
NAD:320 エレ メン ト

VENDPOSTALCODE NAD:3 セグメン ト  (Vend_NAD グループ ) 内の 
NAD:321 エレ メン ト

SHIPTONAME NAD:4 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 内
の NAD:410 エレ メン ト

SHIPTOADD1 NAD:4 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 内
の NAD:416 エレ メン ト

SHIPTOADD2 NAD:4 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 内
の NAD:417 エレ メン ト

SHIPTOCITY NAD:4 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 内
の NAD:419 エレ メン ト

SHIPTOSTATE NAD:4 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 内
の NAD:420 エレ メン ト

SHIPTOPOSTALCODE NAD:4 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 内
の NAD:421 エレ メン ト
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SHIPTOLOC フ ィールド

概要 SHIPTOLOC (Ship to Location) は、 出荷先住所に関する追加の参照情報が入り ま

す。 このフ ィールドは、 1 回だけ出現する  INVBEGIN レコード内に含まれてい

ます。 このフ ィールドのマップ先は、 ShipTo_NAD グループの LOC:13 セグメン

ト内の LOC:1305 エレ メン ト  (Place/Location ) です。

Place Location Qualifier (LOC:1301 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Place/
Location (LOC:1305 エレ メン ト ) との修飾関係を定義する必要があ り ます。 Place 
Location Qualifier が "4" (Goods Receipt Place) の場合、 LOC:13 セグメン トのそ う

した反復には出荷先場所が入り ます。

Place/Location 
Qualifier の設定方法

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、 Place/
Location Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

LOC:13 セグメン ト用の Place/Location Qualifier を設定するには、 次の手順に従い

ます。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 ShipTo_NAD グループの LOC:13 セグメン ト内の LOC:1301 エレ メ

ン ト  (Place/Location Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、[ エレ メン ト  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トで、 リ ス トにある  2 番目の "4" 定数を選択します。

する と、 LOC:13 セグメン トのそ う した反復が出荷先場所を含んだ

セグメン ト と して識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [3224:5 PLACE/LOCATION] を選択します。

する と、 Place/Location エレ メン ト との修飾関係が設定されます。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "4" コードが Place/Location Qualifier エレ

メン ト内に読み込まれ、 LOC:1301 エレ メン ト と  LOC:1305 エレ メ

ン ト間の修飾関係が確立されます。
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[Ship to Location] 
フ ィールドの
マップ方法

Place/Location Qualifier エレ メン トに定数をマップして適切な修飾関係を確立し

た後は、 SHIPTOLOC フ ィールドをマップして ください。

SHIPTOLOC をマップするには、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  SHIPTOLOC を LOC:13 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 内の 
LOC:1305 エレ メン トへ連結します。

[SHIPTODEPTNUM] 
フ ィールドの
マップ方法

SHIPTO DEPTNUM (Ship to Department Number) には、 出荷先住所に関する追加の

参照情報が入り ます。 このフ ィールドは、 1 回だけ出現する  INVBEGIN レコー

ド内に含まれています。 このフ ィールドのマップ先は、 ShipTo_NAD グループの 
CTA:5 グループ内の CTA:603 エレ メン ト  ( 部署または従業員 ) です。

SHIPTODEPTNUM をマップするには、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ

ン フ ィールド  SHIPTODEPTNUM を CTA:6 セグメン ト  (ShipTo_NAD グループ ) 
内の CTA:603 エレ メン トへ連結します。

他のアプリケーシ ョ
ン  フィ ールド および

エレメン トの
マッピング

次の表に、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド、 およびその

マップ先となるエレ メン ト をま とめます。

マップ対象の
アプリケーシ ョ ン フ ィールド フ ィールドの連結先

REMITTONAME NAD:5 セグメン ト  (RemitTo_NAD グループ ) 
内の NAD:510 エレ メン ト

REMITTOADD1 NAD:5 セグメン ト  (RemitTo_NAD グループ ) 
内の NAD:516 エレ メン ト

REMITTOADD2 NAD:5 セグメン ト  (RemitTo_NAD グループ ) 
内の NAD:517 エレ メン ト

REMITTOCITY NAD:5 セグメン ト  (RemitTo_NAD グループ ) 
内の NAD:519 エレ メン ト

REMITTOSTATE NAD:5 セグメン ト  (RemitTo_NAD グループ ) 
内の NAD:520 エレ メン ト

REMITTOPOSTALCODE NAD:5 セグメン ト  (RemitTo_NAD グループ ) 
内の NAD:521 エレ メン ト
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BOLNUM フ ィールド

概要 BOLNUM フ ィールドを RFF:1202 (Reference Number) フ ィールドへ直接マップす

るには、 " 連結 " 機能を使用します。 RFF:1201 (Reference Qualifier) が "BM" の場

合、 RFF:12 セグメン トには発送費番号が入り ます。 Reference Qualifier に定数を

マップして、 Reference Number との修飾関係を確立する必要があ り ます。 これに

よ り、 Reference Number エレ メン トに発送費番号が入るよ うに指定するこ とがで

きます。

Reference Qualifier 
の設定方法

Reference Qualifier (RFF:1201 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Reference 
Number (RFF:1202 エレ メン ト ) との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、
Reference Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

RFF:12 セグメン ト用の Reference Qualifier を設定するには、次の手順に従います。

発送費番号の
マップ方法

BOLNUM ( 発送費番号 ) をマップするには、 INVBEGIN レコード内のアプリ

ケーシ ョ ン フ ィールド  BOLNUM を  RFF:12 セグメン ト  (BOL_RFF グループ ) 内
の RFF:1202 エレ メン トへ連結します。

ステップ 操作

1 RFF:12 セグメン ト  (BOL_RFF グループ ) 内の RFF:1201 エレ メン

ト  (Reference Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロ

パティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "BM" 定数 ( 発送費番号 ) を選択します。 する

と、 RFF:1202 エレ メン トが発送費番号を含んだエレ メン ト と して

識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [1154:3 REFERENCE NUMBER] を選択して、

RFFF:1202 エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "BM" コードが Reference Qualifier エレ メ

ン ト内に読み込まれ、 RFF:1201 エレ メン ト と  RFF:1202 エレ メン

ト間の修飾関係が確立されます。
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SHIPDATE フ ィールド

概要 マップの EDI 側では、 発注書日付の情報が BOL_RFF グループ内の DTM:26 セグ

メン トに格納されます。 DTM:2602 エレ メン ト  ( 日 / 時 / 期間 ) のプロパティは、

パートナーから送信される最小長、 最大長、 タイプ、 および書式が反映される
よ うに変更する必要があ り ます。

SHIPDATE フ ィールドを  DTM2602 (Date/Time/Period) エレ メン トから直接マップ

するには、 " 連結 " 機能を使用します。 DTM:2601 (Date/Time/Period Qualifier) が 
"11" の場合、 DTM:26 セグメン トには配送日 / 時が入り ます。 Date/Time/Period 
Qualifier に定数をマップして、 日 / 時 / 期間との修飾関係を定義する必要があ り

ます。 これによ り、 Date/Time/Period エレ メン トに配送日 / 時が入るよ うに指定

するこ とができます。

 DTM:2602 エレメ

ン トのプロパティの
変更方法

こ こまでで、 DTM:2602 エレ メン ト  ( 日 / 時 / 期間 ) の 6 桁を送信するこ とが、

パートナーに通知されました。 これらの 6 桁が、 YYMMDD 書式の Dt/Tm データ

型 (2 桁の年、 2 桁の月、 および 2 桁の日 ) とな り ます。 DTM:2602 エレ メン トの

最小長、 最大長、 タイプ、 および書式は、 ユーザーが自分で変更する必要があ
り ます。

DTM:2602 エレ メン トの長さを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 DTM:2602 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。 する と、 [ エレ メ

ン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

3 [ 最小長 ] ボッ クスに、 最小長と して 「6」 を入力します。

4 [ 最大長 ] ボッ クスに、 最大長と して 「6」 を入力します。

5 [ データ型 ] リ ス トから  [Date/Time] を選択します。

( 次のページへ続く )
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Date/Time/Period 
Qualifier の設定方法

Date/Time/Period Qualifier (DTM:2601 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Date/
Time/Period (DTM:2602 エレ メン ト ) との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、 Date/
Time/Period Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

DTM:26 セグメン ト用の Date/Time/Period Qualifier を設定するには、 次の手順に

従います。

6 [ 書式 ] リ ス トから  [YYMMDD] を選択します。

[ 必須 ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 DTM:26 セグメン ト内の DTM:2601 エレ メン ト  (Date/Time/Period 
Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "11" (Dispatch Date/Time) を選択します。 する

と、 DTM:2602 エレ メン トが配送日 / 時を含んだエレ メン ト と して

識別されるよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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注文書日付の
マップ方法

SHIPDATE フ ィールドを  DTM2602 ( 日 / 時 / 期間 ) エレ メン トから直接マップす

るには、 " 連結 " 機能を使用します。

注文書日付をマップするには、 INVBEGIN レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  SHIPDATE を  DTM:26 セグメン ト  (BOL_RFF グループ ) 内の 
DTM:2602 エレ メン トに連結します。

5 [Qualifies] リ ス トから  [2380:6 DATE/TIME/PERIOD] を選択します。

する と、 DTM:2602 エレ メン ト との修飾関係が設定されます。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "11" コードが Date/Time/Period Qualifier 
エレ メン ト内に読み込まれ、 DTM:2601 エレ メン ト と  DTM:2602 
エレ メン ト間の修飾関係が確立されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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INVCommentGroup: INVCOMMENT1 レコード 0

概要

はじめに INVCommentGroup ( コ メン ト情報 ) は、 参照番号やメ ッセージ テキス ト などの、

請求書に関するすべてのコ メン ト情報をグループ化します。 INVCommentGroup 
は、 ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに最大 10 回出現します。

INVCommentGroup の中の情報は、 レコード別にさ らに細分されます。
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INVCOMMENT1 レコード内のフ ィールドのマッピング

概要 このセクシ ョ ンでは、 INVCOMMENT1 ( 第 1 コ メン ト ) レコード内の各フ ィール

ドからマップする方法について説明します。 INVCOMMENT1 レコードには、 参

照番号が含まれています。 第 1 コ メン ト  レコードは必須であ り、 ト ランスレー

シ ョ ンされた請求書ごとに 1 回ずつ (1 コ メン ト行につき  1 回 ) 出現します。

BILLTOACCTCM1 
フ ィールド

BILLTOACCTCM1 フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部

となっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでい
ません。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

DOCTYPCM1 
フ ィールド

DOCTYPCM1 フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

INVNUMCM1 
フ ィールド

INVNUMCM1 フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。
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REFNUM フ ィールドのマップ方法

概要 FTX セグメン トには、 自由形式テキス ト またはコード化されたテキス トの情報

が含まれます。 このセグメン トは、 最大 2 回まで繰り返されます。 REFNUM 
フ ィールドは、 FTX セグメン ト内の FTX 06 エレ メン トへ直接マップするこ とが

可能です。 ただし、 Text Subject Qualifier (FTX01 エレ メン ト ) に定数をマップし、

フ リー テキス ト  (FTX06) エレ メン ト との修飾関係を定義して、 FTX06 に参照番

号が含まれているこ とが識別されるよ うにしておく必要があ り ます。

Text Subject 
Qualifier の設定方法

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、 Text 
Subject Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

FTX セグメン ト用の Text Subject Qualifier を設定するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 FTX セグメン ト内の FTX01 エレ メン ト  (Text Subject Qualifier) をダ

ブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "INV" 定数を選択します。 する と、 FTX セグメ

ン トが参照番号 ( 請求指示 ) を含んだセグメン ト と して識別され

るよ うにな り ます。 この参照番号は、 主注文番号に対する付加的
な番号です。

5 [Qualifies] リ ス トから  [4440:FREE TEXT] を選択します。 する と、

フ リー テキス ト  エレ メン ト との修飾関係が設定されます。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "INV" コードが Reference Number 
Qualifier エレ メン ト内に読み込まれ、 FTX01 エレ メン ト と  FTX06 
エレ メン ト間の修飾関係が確立されます。
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参照番号の
マッピング

Reference Number Qualifier エレ メン トに定数をマップして適切な修飾関係を確立

した後は、 REFNUM フ ィールドをマップして ください。

出荷先参照情報をマップするには、 INVCOMMENT1 レコード内のアプリ ケー

シ ョ ン  フ ィールド  REFNUM を  REF セグメン ト内の FTX06 エレ メン トに連結し

ます。
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INVCommentGroup: INVCOMMENT2 レコード 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 INVCOMMENT1 ( 第 1 コ メン ト ) レコード内の各フ ィール

ドからマップする方法について説明します。 INVCOMMENT2 レコードには、

メ ッセージ テキス トが含まれています。 第 2 コ メン ト  レコードは必須であ り、

ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに 1 回ずつ (1 コ メン ト行につき  1 回 ) 出現

します。

BILLTOACCTCM2 
フ ィールド

BILLTOACCTCM2 フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部

となっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでい
ません。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

DOCTYPCM2 
フ ィールド

DOCTYPCM2 フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

INVNUMCM2 
フ ィールド

INVNUMCM2 フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

MESSAGETEXT 
フ ィールドの
マップ方法

メ ッセージ テキス ト をマップするには、 INVCOMMENT2 レコード内のアプリ

ケーシ ョ ン フ ィールド  MESSAGETEXT を  FTX セグメン ト内の FTX07 エレ メン

トに連結します。
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INVCommentGroup: INVDETAIL レコード 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 INVDETAIL ( 明細 ) レコード内の各フ ィールドからマップ

する方法について説明します。 INVCOMMENT2 レコードは、 ラ イン アイテム番

号、 説明、 出荷数量、 注文数量、 単位、 価格、 および製品コードから構成され
ます。 明細レコードは必須であ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに 
20 万回 ( 請求済みライン アイテムごとに 1 回ずつ ) 出現します。

BILLTOACCTDET 
フ ィールド

BILLTOACCTDET フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部

となっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでい
ません。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

DOCTYPDET 
フ ィールド

DOCTYPDET フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

INVNUMDET 
フ ィールド

INVNUMDET フ ィールドは、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。
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ITEMNUM フ ィールド

概要 ITEMNUM フ ィールドは、 LIN セグメン ト  (LIN グループ ) 内の LIN01 Line Item 
Number エレ メン トへ直接マップするこ とが可能です。 ただし、 ライン  アイテム

数の連番カウン ト を計算しておく必要があ り ます。 ト ランザクシ ョ ン合計エレ
メン ト  (CNT:202) 内の合計値を使用して ください。

ライン アイテム数

の計算方法

ラ イン  アイテムをカウン ト して Control の総数を生成するには、 次の手順に従い

ます。

ステップ 操作

1 LIN グループの LIN セグメン ト内の LIN01 エレ メン ト をダブルク

リ ッ ク します。 このフ ィールドは通常、 ライン  アイテムをカウン

トするために使用されます。 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアロ

グ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Accumulator] を選択し

ます。

4 [ 新規作成 ] を選択して、 このエレ メン ト用に新規の計算を作成す

るための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスにア

クセスします。

5 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 "0" を選択します。 アキュム

レータ上でまだ計算が実行されていない場合、 アキュムレータの
コンテンツは "0" ( ゼロ ) です。 アキュムレータが使用される と、

新しいアキュムレータがこの リ ス トの最後に追加されます。

メモ
アキュムレータはマップごとに 1 セッ トのみ存在します。 つま り、
アキュムレータ  "0" は、 [ 優先アキュムレータ ] ボッ クスに使用す
るか [ 代用アキュムレータ ] ボッ クスに使用するかに関係なく、
同一内容を持つ同じアキュムレータです。 マップの開始位置にあ
るアキュムレータ  "0" に計算を割り当てた後、 も う一度アキュム
レータ  "0" を使用する と、 アキュムレータの内容が以前の計算の
結果になり ます。 そのアキュムレータに他にも計算を割り当てた
場合は、 以前の計算から求められた内容に対してその計算が実行
されます。

6 [ 名前 ] ボッ クスに 「Line Item Number」 と入力します。 この説明

的なエイ リ アスによって、 作成されたアキュムレータがどのよ う
な目的に使われているかを判別するこ とができます。

( 次のページへ続く )
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7 [1 番目 ] リ ス トから  [Increment primary] を選択します。 こ こで選択

した演算が、 最初に実行されます。 これによ り、 このアキュム
レータ内の値が LIN グループごとに 1 ずつ増分するよ う指定され

ます。

メモ
[1 番目 ] ボッ クスは、 優先アキュムレータを選択する とアクティ
ブにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク

する と、 スタンダード  ルールが LIN01 エレ メン トに追加されます。

10 CNT:2 セグメン ト内の CNT:202 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク しま

す。 このフ ィールドには通常、 合計ライン  アイテム数が入り ます。

[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

11 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

12 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Accumulator] を選択し

ます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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13 [ 新規作成 ] を選択して、 このエレ メン ト用に新規の計算を作成す

るための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスにア

クセスします。

14 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 優先アキュムレータ  "0" を選択

します。 このアキュムレータに、 現在、 ラ イン  アイテムの総数が

含まれています。

15 [1 番目 ] リ ス トで、 [Use primary] を選択します。 これによ り、 ア

キュムレータの現在の値を  CNT:202 ( コン ト ロール値 ) エレ メン ト

に読み込まれるよ うに指定されます。

16 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

17 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク

する と、 CNT:202 エレ メン トにスタンダード  ルールが追加されま

す。 この時点で、 CNT:202 エレ メン トには、 請求書に記載される

合計ライン アイテム数が入り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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アイテム番号の
マップ方法

アキュムレータを使用してライン  アイテム数の連番カウン ト を計算した後は、

ITEMNUM フ ィールドを LIN01 エレ メン トへ直接マップします。

アイテム番号をマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  ITEMNUM を  LIN セグメン ト  (LIN グループ ) 内の LIN01 エレ メン ト

へ連結します。
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QTYSHIP フ ィールド

概要 こ こまでで、 LIN グループ内の QTY セグメン トの反復を既に 2 つプロモート し

ました。 QTYSHIP フ ィールドは、 LIN グループの QTY:5 セグメン ト内の 
QTY:502 Quantity エレ メン トへ直接マップするこ とが可能です。 ただし、

Quantity Qualifier (QTY:501 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Quantity (QTY:502 
エレ メン ト ) との修飾関係を定義する必要があ り ます。 Quantity Qualifier が "12" 
(Despatch Quantity) の場合、 QTY:5 セグメン トのそ う した反復には、 出荷数量が

入り ます。

また、 ラ イン  アイテムごとに出荷数量をカウン ト して、 CNT:302 ( ハッシュ  トー

タル ) フ ィールドに合計数を読み込む必要があ り ます。 さ らに、 Control Qualifier 
(CNT:301 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Monetary Amount (CNT:302) エレ メ

ン ト との修飾関係を定義するこ と も必要です。 Control Qualifier が "1" (Total 
Quantity) の場合、 CNT:3 セグメン トのそ う した反復には、 合計数量が入り ます。

Quantity Qualifier 
の設定方法

Quantity Qualifier (QTY:501 エレ メン ト ) に定数をマップして、Quantity (QTY:502) 
エレ メン ト との修飾関係を定義します

このマップに使用される定数は、 既に定義されました。 今度は、 Quantity 
Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

QTY:5 セグメン ト用の Quantity Qualifier を設定するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 LIN グループの QTY:5 セグメン ト内の QTY:501 エレ メン ト  
(Quantity Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "12" を選択します。 する と、 QTY:5 セグメン

トのこの反復の内容が出荷数量と して識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [6060:2 QUANTITY] を選択して、 数量エレ

メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "12" コードが数量修飾子エレ メン ト内に

読み込まれ、 QTY:501 エレ メン ト と  QTY:502 エレ メン ト間の修飾

関係が確立されます。
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ライン アイテム数

の計算方法

ハッシュ  トータルをカウン ト して請求書を生成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 LIN グループの QTY:5 セグメン ト内の QTY:502 エレ メン ト をダブ

ルク リ ッ ク します。 このフ ィールドは通常、 ライン  アイテムをカ

ウン トするために使用されます。 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Accumulator] を選択し

ます。

4 [ 新規作成 ] を選択して、 このエレ メン ト用に新規の計算を作成す

るための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスにア

クセスします。

5 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 "1" を選択します。

6 [ 名前 ] ボッ クスに 「Total Quantity」 と入力します。 この説明的な

エイ リ アスによって、 作成されたアキュムレータがどのよ うな目
的に使われているかを判別するこ とができます。

7 [1 番目 ] リ ス トから  [Sum in primary] を選択します。 これは、 シス

テムで実行される最初の操作であ り、 システムが PO1 グループの

各反復についてフ ィールドの数値 ( プラス記号およびマイナス記

号を考慮する ) を優先アキュムレータの内容に追加するよ うに指

定する操作でもあ り ます。

この時点で、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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8 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ

クする と、 QTY:502 エレ メン トにスタンダード  ルールが追加され

ます。

10 CNT:3 セグメン ト内の CNT:302 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク しま

す。 このフ ィールドには通常、 発注書の合計数量が入り ます。 [ エ
レ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

11 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

12 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Accumulator] を選択し

ます。

13 [ 新規作成 ] を選択して、 このエレ メン ト用に新規の計算を作成す

るための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスにア

クセスします。

14 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 優先アキュムレータ  "1" を選択

します。 このアキュムレータに、 現在、 合計数量が含まれてい
ます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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15 [1 番目 ] リ ス トから  [Use primary] を選択します。 する と、 アキュ

ムレータの現在の値を CNT:302 ( コン ト ロール値 ) エレ メン ト内に

読み込むよ うに指定されます。

この時点で、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

16 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

17 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク

する と、 CNT:302 エレ メン トにスタンダード  ルールが追加されま

す。 CNT:302 エレ メン トには現在、 発注書の合計数量が入ってい

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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Control Qualifier 
の設定方法

Control Qualifier (CNT:301 エレ メン ト ) に定数をマップして、 コン ト ロール値 
(CNT:302) エレ メン ト との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用される定数は、 既に定義されました。 今度は、 Control Qualifier 
エレ メン トに適切な定数をマップします。

CNT:3 セグメン ト用の Control Qualifier を設定するには、 次の手順に従います。

出荷数量の
マップ方法

アキュムレータを使って各ライン  アイテムの請求数量を計算してハッシュ  トー

タルを生成した後は、 QTYSHIP フ ィールドを QTY:502 エレ メン トへ直接マップ

するこ とができます。

QTYSHIP をマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  QTYSHIP を QTY:5 セグメン ト  (LIN グループ ) 内の QTY:502 エレ メ

ン トへ連結します。

ステップ 操作

1 CNT:3 セグメン ト内の CNT:301 エレ メン ト  (Control Qualifier) をダ

ブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "1" を選択します。 する と、 CNT:3 セグメン ト

のこの反復の内容が合計数量と して識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [6066:3 CONTROL VALUE] を選択して、 コ

ン ト ロール値エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "1" コードが Control Qualifier エレ メン ト

内に読み込まれ、 CNT:301 エレ メン ト と  CNT:302 エレ メン ト間の

修飾関係が確立されます。
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QTYORD フ ィールド

概要 こ こまでで、 LIN グループ内の QTY セグメン トの反復を既に 2 つプロモート し

ました。 QTYORD フ ィールドは、 LIN グループの QTY:6 セグメン ト内の 
QTY:602 Quantity へ直接マップするこ とが可能です。 ただし、 Quantity Qualifier 
(QTY:601 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Quantity (QTY:602 エレ メン ト ) との

修飾関係を定義する必要があ り ます。 Quantity Qualifier が "21" ( 注文数量 ) の場

合、 QTY:6 セグメン トのそ う した反復には、 注文数量が入り ます。

Quantity Qualifier 
の設定方法

Quantity Qualifier (QTY:601 エレ メン ト ) に定数をマップして、Quantity (QTY:602) 
エレ メン ト との修飾関係を定義する必要があ り ます

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、 Quantity 
Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

QTY:6 セグメン ト用の Quantity Qualifier を設定するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 LIN グループの QTY:6 セグメン ト内の QTY:601 エレ メン ト  
(Quantity Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "21" を選択します。 する と、 QTY:6 セグメン

トのこの反復の内容が注文数量と して識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [6060:3 QUANTITY] を選択して、 Quantity エ
レ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "21" コードが Quantity Qualifier エレ メン

ト内に読み込まれ、 QTY:601 エレ メン ト と  QTY:602 エレ メン ト間

の修飾関係が確立されます。
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注文数量の
マップ方法

アキュムレータを使って各ライン  アイテムの請求数量を計算してハッシュ  トー

タルを生成した後は、 QTYORD フ ィールドを QTY:602 エレ メン トへ直接マップ

するこ とができます。

QTYORD をマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  QTYORD を  QTY:6 セグメン ト  (LIN グループ ) 内の QTY:602 エレ メ

ン トへ連結します。
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UNITPRICE フ ィールド

概要 UNITPRICE フ ィールドは、 MOA:13 セグメン ト  (LIN グループに属する  MOA:2 
グループに含まれる ) 内の MOA:1302 金額エレ メン トへ直接マップするこ とが可

能です。 ただし、 Monetary Amount Type Qualifier (MOA:1301 エレ メン ト ) に定数

をマップして、 金額 (MOA:1302) エレ メン ト との修飾関係を定義する必要があ り

ます。 Monetary Amount Type Qualifier が "146" (Unit Price) の場合、 MOA:13 セグ

メン トのそ う した反復には単価が入り ます。

増値を算出するには、 各ライン アイテムの請求数量を単価で乗算する必要があ

り ます。 また、 増値の累計を生成して、 最終的な合計 MOA:1402 (Total Invoice 
Amount) エレ メン ト を読み込む必要もあ り ます。

Monetary Amount 
Type Qualifier の
設定方法

Monetary Amount Type Qualifier (MOA:1301 エレ メン ト ) に定数をマップして、 金

額 (MOA:1302) エレ メン ト との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用される定数は、 既に定義されました。 今度は、 Monetary 
Amount Type Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

MOA:13 セグメン ト用の Monetary Amount Type Qualifier を設定するには、 次の手

順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 MOA:2 グループの MOA:13 セグメン ト内の MOA:1301 エレ メン ト  
(Monetary Amount Type Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メ

ン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "146" を選択します。 する と、 MOA:13 セグメ

ン トのこの反復の内容が単価と して識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [5004:2 MONETARY AMOUNT] を選択して、

Quantity との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "146" コードが Monetary Amount Qualifier 
エレ メン ト内に読み込まれ、 MOA 1301 エレ メン ト と  MOA:1302 
エレ メン ト間の修飾関係が確立されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アウトバウンド請求書 (INVOIC) UNITPRICE フ ィールド 3 - 137
合計値の計算方法 各ライン アイテムの請求数量を単価で乗算して、 増値を算出するには、 次の手

順に従います。

ステップ 操作

1 LIN グループの QTY:5 セグメン ト内の QTY:502 エレ メン ト をダブ

ルク リ ッ ク します。 このフ ィールドは通常、 請求数量をカウン ト
するために使用されます。 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ 新規作成 ] を選択して、 このエレ メン ト用に新規の計算を作成す

るための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスにア

クセスします。

4 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 "2" を選択します。

5 [ 名前 ] ボッ クスに 「Extended Price」 と入力します。

6 [1 番目 ] リ ス トで、 [Load primary] を選択します。 これは、 システ

ムで実行される最初の操作であ り、 システムが QTY:5 グループの

各反復についてエレ メン トの内容を優先アキュムレータに読み込
むよ うに指定する操作でもあ り ます。

この時点で、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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7 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

8 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ

クする と、 QTY:502 エレ メン トにスタンダード  ルールが追加され

ます。

9 MOA:1302 エレ メン ト  (LIN グループに属する  MOA:2 グループ内

の MOA:13 セグメン トにある ) をダブルク リ ッ ク します。 このエ

レ メン トは、 各ライン アイテム用の単価が入るフ ィールドです。

[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

10 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

11 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

12 [ 新規作成 ] を選択して、 このエレ メン ト用に新規の計算を作成す

るための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスにア

クセスします。

13 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 "2" を選択します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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( 次のページへ続く )

14 [1 番目 ] リ ス トで、 [Multiply with primary] を選択します。 こ こで

選択した演算が、 最初に実行されます。 これによ り、 システムが 
MOA:1302 (Unit Price) エレ メン トの値を優先アキュムレータの内

容で乗算して、 MOA:2 グループの各反復について結果を優先ア

キュムレータに格納するよ うに指定されます。

この時点で、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

15 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

16 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク

する と、 MOA:1302 エレ メン トにスタンダード  ルールが追加され

ます。

メモ
EDI ファ イル内に増値エレ メン トがある場合は、 増値計算からの
合計を、 そのエレ メン ト内に読み込みます。 このロードを行うに
は、 アキュムレータ  2 用に [Use primary] を指定する増値エレ メン
トに対して、 アキュムレータを使用します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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累計の生成方法 現行の総合計金額を生成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 MOA:1302 エレ メン ト  (LIN グループに属する  MOA:2 グループ内

の MOA:13 セグメン トにある ) をダブルク リ ッ ク します。 このエ

レ メン トは、 各ライン アイテム用の単価が入るフ ィールドです。

[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク して、 このエレ メン ト用に別の計算を作成

するための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスに

アクセスします。

4 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 優先アキュムレータ  "3" を選択

します。

5 [ 名前 ] ボッ クスに 「Running Total」 と入力します。

6 [1 番目 ] リ ス トで、 [Add primary to alternate] を選択します。 これに

よ り、 システムが優先アキュムレータの内容を代用アキュムレー
タに追加して、 MOA:2 グループの各反復について結果を優先ア

キュムレータに格納するよ うに指定されます。

7 [ 代用アキュムレータ ] リ ス ト で、 "2" を選択します。 これによ り、

アキュムレータの値 "2" ( ラ イン アイテムの増値を含む ) をアキュ

ムレータの値 "3" (MOA:2 グループの各反復に対する増値累計を含

む ) に追加するよ うに指定されます

この時点で、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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累積合計の
読み込み方法

増値の累計を  MOA:1402 ( 金額 ) エレ メン トに読み込むには、 次の手順に従い

ます。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

9 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク

する と、 MOA:1302 エレ メン トにスタンダード  ルールが追加され

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 MOA:1402 エレ メン ト  ( マップの概要セクシ ョ ン中の MOA:2 グ
ループに含まれる  MOA:14 セグメン トにある ) をダブルク リ ッ ク

します。 このエレ メン トは、 合計金額が入るフ ィールドです。 [ エ
レ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Accumulator] を選択し

ます。

4 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク して、 このエレ メン ト用に新規の計算を作

成するための [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クス

にアクセスします。

5 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 "3" を選択します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



UNITPRICE フ ィールド アウトバウンド請求書 (INVOIC)3 - 142
単価のマップ方法 アキュムレータを使って各ライン  アイテムの請求数量を単価で乗算して増値を

算出し、 増値の累計を生成した後は、 UNITPRICE フ ィールドを  MOA:1302 エレ

メン トへ直接マップします。

UNITPRICE をマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  UNITPRICE を  MOA:13 セグメン ト  (LIN グループに属す MOA:2 グ
ループ ) 内の MOA:1302 エレ メン トへ連結します。

( 次のページへ続く )

6 [1 番目 ] リ ス トで、 [Use primary] を選択します。 これによ り、 優

先アキュムレータの内容を  MOA:1402 エレ メン トに読み込むよ う

に指定されます。

この時点で、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クス

の表示が、 下図のよ うにな り ます。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。 [ スタン

ダード  ルール ] タブの表示が、 下図のよ うにな り ます。

8 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク

する と、 MOA:1402 エレ メン トにスタンダード  ルールが追加され

ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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UOM フ ィールドの

マップ方法

こ こまでで、 出荷数量を  QTY:5 セグメン トにマップし、 注文数量を  QTY:6 セグ

メン トにマップしました。 単位は両方のセグメン トにマップします。

UOM を両方のセグメン トにマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ

ケーシ ョ ン フ ィールド  UOM を  QTY:5 セグメン ト  (LIN グループ ) 内の QTY:503 
エレ メン トへ連結します。 その後、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  UOM を  QTY:6 セグメン ト  (LIN グループ ) 内の QTY:603 エレ メン ト

へ連結します。
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CUSTPROCODE フ ィールド

概要 CUSTPROCODE (customer product code) フ ィールドは、 LIN グループの LIN セグ

メン ト内の LIN03 エレ メン トへ直接マップするこ とが可能です。 ただし、 LIN04 
エレ メン ト  ( コーディング済みアイテム番号タイプ ) に定数をマップして、 アイ

テム番号 (LIN03) との修飾関係を確立する必要があ り ます。 これによ り、 LIN03 
エレ メン トにパートナーの製品コードが入るよ うに指定するこ とができます。

コーディング済み
ライン アイテム 
タイプの設定方法

LIN04 エレ メン ト  ( コーディング済みアイテム番号タイプ ) に定数をマップし

て、 アイテム番号 (LIN03) との修飾関係を確立する必要があ り ます。

このマップに使用される定数は、 既に定義されました。 今度は、 コーディング
済みアイテム番号タイプ エレ メン トに適切な定数をマップします。

コーディング済みアイテム番号タイプ エレ メン ト用の定数を設定するには、 次

の手順に従います。

customer product 
code のマップ方法

適切な修飾関係を確立した後は、 CUSTPROCODE フ ィールドをマップします。

製品コード情報をマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  CUSTPROCODE を LIN セグメン ト  (LIN グループ ) 内の LIN03 エレ

メン トへ連結します。

ステップ 操作

1 LIN グループの LIN セグメン ト内の LIN04 エレ メン ト  ( コーディ

ング済みアイテム番号タイプ ) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン

ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "BP" 定数 (Buyer's Part Number) を選択します。

する と、 LIN04 エレ メン トが customer product code を含んだエレ メ

ン ト と して識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [7140:2 ITEM NUMBER] を選択して、 アイ

テム番号エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "BP" コードがコーディング済みアイテ

ム番号タイプ エレ メン ト内読み込まれ、 LIN03 エレ メン ト と  
LIN04 エレ メン ト間の修飾関係が確立されます。
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UPCCODE フ ィールド

概要 UPCCODE ( 自社の UPC コード ) フ ィールドは、 LIN グループの PIA:2 セグメン

ト内の PIA:202 エレ メン トへ直接マップするこ とが可能です。 ただし、 PIA:203 
エレ メン ト  ( コーディング済みアイテム番号タイプ ) に定数をマップして、 アイ

テム番号 (PIA:202) との修飾関係を確立する必要があ り ます。 これによ り、

PIA:202 エレ メン トに自社の UPC コードが入るよ うに指定するこ とができます。

さ らに、PIA:2 セグメン ト  (PIA:201 エレ メン ト ) 用に Product ID Function Qualifier 
を設定するこ と も必要です。

コーディング済み
ライン アイテム 
タイプの設定方法

PIA:203 エレ メン ト  ( コーディング済みアイテム番号タイプ ) に定数をマップし

て、 アイテム番号 (PIA:202) との修飾関係を確立する必要があ り ます。

このマップに使用される定数は、 既に定義されました。 今度は、 コーディング
済みアイテム番号タイプ エレ メン トに適切な定数をマップします。

コーディング済みアイテム番号タイプ エレ メン ト用の定数を設定するには、 次

の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 LIN グループの PIA:2 セグメン ト内の PIA:203 エレ メン ト  ( コー

ディング済みアイテム番号タイプ ) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ

メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "UP" 定数 (UPC Code) を選択します。 する と、

PIA:202 エレ メン トが自社の UPC コードを含んだエレ メン ト と し

て識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [7140:7 ITEM NUMBER] を選択して、 アイ

テム番号エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "UP" コードがコーディング済みアイテ

ム番号タイプ エレ メン ト内に読み込まれ、 PIA:202 エレ メン ト と  
PIA:203 エレ メン ト間の修飾関係が確立されます。
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Product ID 
Function Qualifier 
の設定方法

PIA:201 エレ メン ト  (Product ID Function Qualifier) に定数をマップして、 アイテム

番号 (PIA:202) との修飾関係を確立する必要があ り ます。

このマップに使用される定数は、 既に定義されました。 今度は、 Product ID 
Function Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

Product ID Function Qualifier エレ メン ト用の定数を設定するには、 次の手順に従

います。

UPC コードの

マップ方法

適切な修飾関係を確立した後は、 UPCCODE フ ィールドをマップします。

製品コード情報をマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  UPCCODE を PIA:2 セグメン ト  (LIN グループ ) 内の PIA:202 エレ メ

ン トへ連結します。

ITEMDESC フ ィー

ルドのマップ方法

LIN グループの IMD セグメン トのインスタンスが既に 1 つプロモート されたた

め、 ITEMDESC ( アイテム説明 ) フ ィールドを  IMD:306 エレ メン ト  へ直接マッ

プするこ とができます。

アイテム説明をマップするには、 INVDETAIL レコード内のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド  ITEMDESC を  IMD:3 セグメン ト  (LIN グループ ) 内の IMD:306 エレ

メン トへ連結します。

ステップ 操作

1 LIN グループの PIA:2 セグメン ト内の PIA:201 エレ メン ト  (Product 
ID Function Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "1" 定数 ( 追加情報 ) を選択します。 する と、

PIA:202 エレ メン トが追加の製品情報を含んだエレ メン ト と して

識別されるよ うにな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [7140:7 ITEM NUMBER] を選択して、 アイ

テム番号エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "1" コードが Product ID Function Qualifier 
エレ メン ト内に読み込まれ、 PIA:201 エレ メン ト と  PIA:202 エレ メ

ン ト間の修飾関係が確立されます。
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INVSUMMARY レコード 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 INVSUMMARY ( 合計 ) レコード内の各フ ィールドから

マップする方法について説明します。 INVSUMMARY レコードには、 請求合計

額およびト ランザクシ ョ ン合計額が含まれています。 この合計レコードは必須
であ り、 ト ランスレーシ ョ ンされた請求書ごとに 1 回ずつ出現します。

BILLTOACCTSUM 
フ ィールド

BILLTOACCTSUM フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部

となっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでい
ません。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

DOCTYPSUM 
フ ィールド

DOCTYPSUM フ ィールドは、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。

INVNUMSUM 
フ ィールド

INVNUMSUM フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル書式のキーの一部と

なっていますが、 システムでの請求書の生成に使用されるデータは含んでいま
せん。 このフ ィールドに対しては、 マッピング操作を実行しないでください。
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TOTALAMOUNT フ ィールド

概要 システムで出力セグメン ト を作成するには、 そのセグメン ト内にエレ メン トへ
の明示的な連結が少なく と も  1 つ存在していなければなり ません。 また、 その連

結をサポートするデータも必要です。 アキュムレータを使用して合計金額を
マップする場合にも、 データが入ったアプリ ケーシ ョ ン  フ ィールド との明示的

な連結を追加する必要があ り ます。

Monetary Amount Type Qualifier (MOA:1401 エレ メン ト ) に定数をマップして、

Monetary Amount (MOA:1402) エレ メン ト との修飾関係を定義する必要があ り ま

す。 Monetary Amount Type Qualifier が "128" (Total Amount) の場合、 MOA:14 セグ

メン トのそ う した反復には合計請求金額が入り ます。

Monetary Amount 
Type Qualifier の
設定方法

Monetary Amount Type Qualifier (MOA:1401 エレ メン ト ) に定数をマップして、

Monetary Amount (MOA:1402) エレ メン ト との修飾関係を定義する必要があ り ま

す。

このマップに使用される定数は、 既に定義されました。 今度は、 Monetary 
Amount Type Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

MOA:14 セグメン ト用の Monetary Amount Type Qualifier を設定するには、 次の手

順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 MOA:2 グループの MOA:14 セグメン ト内の MOA:1401 エレ メン ト  
(Monetary Amount Type Qualifier) をダブルク リ ッ ク して、 [ エレ メ

ン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "128" を選択します。 する と、 MOA:14 セグメ

ン トのこの反復の内容が合計請求金額と して識別されるよ うにな
り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [5004:3 MONETARY AMOUNT] を選択して、

Quantity エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "128" コードが Monetary Amount Type 
Qualifier エレ メン ト内に読み込まれ、 MOA 1401 エレ メン ト と  
MOA:1402 エレ メン ト間の修飾関係が確立されます。
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総合計金額値の
マップ方法

総合計金額値をマップするには、 INVSUMMARY レコード内のアプリ ケーシ ョ

ン フ ィールド  TOTALAMOUNT を  MOA:2 グループの MOA:14 セグメン ト内の 
MOA:1402 エレ メン トへ連結します。
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TRANSTOTAL フ ィールド

概要 システムで出力セグメン ト を作成するには、 そのセグメン ト内にエレ メン トへ
の明示的な連結が少なく と も  1 つ存在していなければなり ません。 また、 その連

結をサポートするデータも必要です。 このため、 アキュムレータを使用して ト
ランザクシ ョ ン合計をマップする場合にも、 データが入ったアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールド との明示的な連結を追加する必要があ り ます。

さ らに、 Control Qualifier (CNT:201 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Monetary 
Amount (CNT:202) エレ メン ト との修飾関係を定義するこ と も必要です。 Control 
Qualifier が "2" (Number of Line Items in Message) の場合、 CNT:2 セグメン トのそ

う した反復には、 合計ライン アイテム数が入り ます。

Control Qualifier 
の設定方法

Control Value (CNT:201 エレ メン ト ) に定数をマップして、 Control Value 
(CNT:202) エレ メン ト との修飾関係を定義する必要があ り ます。

このマップに使用する定数はすべて、 既に定義されています。 今度は、 Control 
Qualifier エレ メン トに適切な定数をマップします。

CNT:2 セグメン ト用の Control Qualifier を設定するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 CNT:2 セグメン ト内の CNT:201 エレ メン ト  (Control Qualifier) をダ

ブルク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スにアクセスします。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択します。

3 [ スタンダード  ルール ] リ ス トから  [Use Constant] を選択します。

4 [ 定数 ] リ ス トから  "2" を選択します。 する と、 CNT:2 セグメン ト

のこの反復の内容が合計ライン アイテム数と して識別されるよ う

にな り ます。

5 [Qualifies] リ ス トから  [6066:2 CONTROL VALUE] を選択して、 コ

ン ト ロール値エレ メン ト との関係を設定します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 "2" コードが Control Qualifier エレ メン ト

内に読み込まれ、 CNT:201 エレ メン ト と  CNT:202 エレ メン ト間の

修飾関係が確立されます。
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合計ト ランザクシ ョ
ン量のマップ方法

ト ランザクシ ョ ン合計をマップするには、 INVSUMMARY レコード内のアプリ

ケーシ ョ ン フ ィールド  TRANSTOTAL を  CNT:2 セグメン ト内の CNT:202 エレ メ

ン トへ連結します。
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マップのまとめ 0

概要

はじめに マッピング処理を完了するには、 マップの保存、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク トのコンパイル、 Gentran:Server for Windows レポートの印刷と見直し、 および

マップのテス トが必要です。
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マップのコンパイル方法

概要 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは " コンパイル " 機能によ り生成されます。 作

成されたマップ (PET_EINV.MAP) が、 " ソース  マップ " です。 ソース  マップが

コンパイルされたと きの結果は " コンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク ト " です。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を保存後に使うには、事前に Gentran:Server for 
Windows に登録する必要があ り ます。

手順 マップをコンパイルして、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成するには、

次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] を選択して、 ソース  マップを保存

します。

2 [ ファ イル ] メニューから  [ コンパイル ] を選択する と、 [ ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト名 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ ファ イル名 ] ボッ クスへは既に "PET_EINV.TPL" が入っていま

す。 これはト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの名前で、 既定の 
.TPL ファ イル拡張子が使用されています。 ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト  (.TPL ファ イル ) には、 マップ (.MAP ファ イル ) に付

けた名前と同じファ イル名を付けるこ とをお勧めします。

注意
ソース  マップをコンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト
に上書きしないよ うにして ください。 ソースマップと区別するた
め、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト名には .TPL という ファ イ
ル拡張子を使用して ください。

( 次のページへ続く )
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4 必要に応じて、 コンパイル済みト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

の保存先となる ド ライブおよびフォルダを変更します。

注意
GENSRVNT¥RegTransObj サブフォルダへは、 コンパイル済みト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を保存しないでください。 このサブ
フォルダは、 Gentran:Server for Windows に登録する ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トのコピーを保存する目的に予約されています。

5 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。 する と、 マップがコンパイルされ、 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トが生成されます。 [ コンパイル エ
ラー ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 エラーが発生しない

こ とを確認し、 [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

6 [ 編集 ] メニューから  [ 詳細 ] を選択します。 [ マップの詳細 ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがコンパイルされた日付は、

[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスの [ コンパイル日時 ] ボッ ク

スに自動的に読み込まれます。 [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、

ダイアログ ボッ クスが終了します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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7 [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] を選択して、 ソース  マップを保存

します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、使用する前に Gentran:Server 
システムに登録する必要があ り ます。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録の詳細については、
Gentran:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

 ( 続き )
ステップ 操作
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レポートの印刷方法

概要 Gentran:Server for Windows レポートでは、 マップの検証および見直しのほか、 必

要に応じて修正もできます。 レポート を見直してマップに誤りのあるこ とが確
認された場合は、 修正を行い、 マップを保存し、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク ト を再コンパイルして、 も う一度レポート を印刷して ください。

手順 Gentran:Server for Windows レポート を印刷するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ファ イル ] メニューまたはメ イン ツールバーから  [ 印刷 ] を選択

して、 [ 印刷オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

2 このダイアログ ボッ クスでは、 既定値をそのまま使用 ( すべての

オプシ ョ ンのチェッ クをオンに ) します。 その結果、 レポートの

中にセクシ ョ ンはすべて取り込まれますが、 マップ コンポーネン

トはアクティブなものだけが取り込まれます。 [OK] をク リ ッ ク し

ます。 [ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 適切なオプシ ョ ンを選択してから、 [OK] をク リ ッ ク します。

[ セッ ト アップ ] をク リ ッ ク して、 特定のプリ ンタ、 用紙の向き、

用紙サイズ、 および給紙元を選択します。 [ 印刷設定 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのテスト

概要 マップのコンパイル、 レポートの印刷および確認が済み、 ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を  Gentran:Server に登録し終えたら、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク ト をテス ト して、 データが正し く ト ランスレーシ ョ ンされたこ とを確認する
と よいでし ょ う。

手順 システム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  (HEADER.TPL) およびイ

ンポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  (PET_EINV.TPL) をテス トするには、

次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 HEADER.TPL ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トおよび 
PET_EINV.TPL ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を  Gentran:Server 
for Windows に登録します。

2 この登録がまだ完了していない場合は、 PETZONE1.PAR パート

ナー関係を Gentran:Server for Windows にインポート します。 パー

トナー ファ イル用の既定パスは、 次のとおりです。

C:¥GENSRVNT¥TUTORIAL¥PETZONE1.PAR

3 パートナー エディ タで、 アウ トバウンド関係に対して PET E 92. 1 
INVOIC インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが選択され

ているこ とを確認します。

4 システム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  
(HEADER.TPL) をシステム構成プログラムに追加するよ うに、 シ

ステム管理者に依頼してください。

5 Gentran:Server for Windows の [ インポート ] オプシ ョ ンを使用し

て、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を介してデータ  ファ イル 
(PET_EINV.TXT) を処理します。 データファ イルは、

Gentran:Server for Windows がインス トールされているフォルダの 
TUTORIAL サブフォルダにあ り ますデータ  ファ イル用の既定パス

は、 次のとおりです。

C:¥GENSRVNT¥TUTORIAL¥PET_EINV.TXT

6 メ ッセージはト ランスレーシ ョ ンされた後、 Gentran:Server for 
Windows のワークスペース内に配置されます。 EDI データを表示

して、 メ ッセージが正し く ト ランスレーシ ョ ンされたこ とを確認
します。
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手順 ( 続き ) 参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録、 パートナーのインポート、 アウ トバ
ウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの選択、 および EDI データの表示の詳
細については、 Gentran:Server for Windows 『ユーザー ガイ ド』 を参照して くだ
さい。
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用語解説

 i
用語解説

? イン  ド キュメ ント この Gentran:Server ブラウザには、 システム内で受信されたがエラーのある ド

キュ メン ト 、 または識別可能なパートナーまたはト ランザクシ ョ ン  セッ ト を持

たないドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

? アウト  
ドキュ メン ト

この Gentran:Server ブラウザには、 自動処理でシステムにインポート されたが無

効になったドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

AIAG 自動車産業アクシ ョ ン  グループ (AIAG: Automotive Industry Action Group) は、 自

動車業界の標準制定団体です。 これらのスタンダードは、 ANSI X12 スタンダー

ドのサブセッ トになっています。

ANA 商品番号割当協会 (Article Numbering Association)

ANSI 米国規格協会 (American National Standards Institute)。 ANSI では、 安全ガラスや

バッテ リ容量をはじめ、 さまざまな製品やサービスの標準を制定しています。
ANSI X12 委員会は、 米国での EDI スタンダードの制定における中心的な組織

です。

Communicator Gentran:Server のコ ミ ュニケーシ ョ ン  ソフ ト ウェア。 Communicator を使用する

と、 送信、 受信、 再送信、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  ポート定義の設定、 コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン プロファ イルの設定、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  スク リプ トの設定、 およ

びコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンの表示と削除を行う こ とができます。

Constant このスタンダード  ルールを使用して、 指定したエレ メン トやフ ィールドにリテラ

ル定数値を移動したり、 他のエレ メン トやフ ィールド との修飾関係を示したり、
指定したエレ メン トやフ ィールドに現在の日時をマッピングしたりできます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



用語解説 ii
EANA 国際商品番号割当協会 (International Article Numbering Association)、 ベルギーのブ

リ ュ ッセルに設置。

EDI 電子データ交換 (EDI: Electronic Data Interchange) とは、 企業がコンピュータを使

用して、 書類を印刷するこ とな く ビジネス  ドキュ メン ト をアプ リ ケーシ ョ ン間

で直接交換するためのプロセスのこ とです。

EDIA 電子データ交換協会 (Electronic Data Interchange Association)。前身は輸送データ調

整委員会 (TDCC: Transportation Data Coordinating Committee) です。

EDIFACT 国連経済社会理事会 (United Nations Economic and Social Council) の標準機構。 行

政、 商業、 運輸向け電子データ交換 (Electronic Data Interchange for Administration, 
Commerce, and Transport) の頭文字です。

EDI スタンダード ビジネス  ドキュ メン ト を  EDI ドキュ メン トに変換するためのルールです。

Loop count このスタンダード  ルールを使用する と、 エレ メン トやフ ィールドがループの一

部である場合に、 ループの回数を数えるこ とができます。 ループがネス ト され
ている場合、 現在のループまたは外側のループを数えるこ とができます。 たと
えば、ループ Y がループ X にネス ト されていて、ループ Y が 15 回、 またループ 
X が 3 回繰り返されています。 この場合、 ユーザーは、 15 ( ループ Y) または 3 
( ループ X) のいずれかを数えるこ とができます。

ODETTE ヨーロ ッパ遠隔送信データ交換機構 (Organization for Data Exchange by Tele-
Transmission in Europe)

Select このスタンダード  ルールを使用する と、 Gentran:Server パートナー エディ タで作

成した所在地テーブル、 ク ロス リ ファレンス  テーブル、 パートナー テーブル、

または照合テーブルからエン ト リ を選択するこ とができます。 次に、 これらの
テーブルのフ ィールドをデータ内の 1 つ以上のフ ィールドにマップできます。

Select 機能では現在のフ ィールドの値を使用して選択が行われます。

( 次のページへ続く )
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string この種類のフ ィールドまたはエレ メン トには、 1 つ以上の印刷可能文字が入り ま

す。 フ ィールドまたはエレ メン ト を  string 型と指定する場合、 シンタ ッ クス  トー

クンを指定して書式を設定します。

TDCC 「EDIA」 を参照して ください。

TDF ト ランザクシ ョ ン データ  ファ イル (Transaction Data File) の略。 このファ イルは、

ドキュ メン ト  ファ イルと  Gentran:Server ト ランスレータ間で、 フ ィルタの役割を

します。 アウ トバウンド処理では、 データは TDF Import ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク ト を使用して、 TDF ファ イルからインポート され、 EDI 形式にト ラン

スレーシ ョ ンされます。 その後、 データはポス ト され、 ト レーディング パート

ナーに送信できる状態にな り ます。 インバウンド処理では、 Gentran:Server で受

信した EDI ドキュ メン トは TDF Export ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用

して、 TDF 形式ファイルにエクスポート されます。 その後、 このデータ  ファ イ

ルは処理した り、 または内部 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルに変換した りできる状

態にな り ます。

TRADACOMS 商品番号割当協会 (UK Article Numbering Association) が公開している英国の EDI 
スタンダード。

UCS 統一通信標準 (Uniform Communications Standard) は、 食料雑貨業界で使用するス

タンダードです。

Update このスタンダード  ルールを使用する と、 ドキュ メ ン ト  レコード、 エンベロープ 
セグメン ト、 インターチェンジ、 グループ、 現在のパートナー、 またはドキュ
メン ト  ( マップの作業側の形式が EDI の場合 ) の特定のフ ィールドを、 エレ メン

ト 、 またはフ ィールドのコンテンツで更新するこ とができます。

注意
この機能は、 内部 Gentran:Server データベース  テーブルを更新します。 内部デー
タベース  テーブルを更新する必要のある と きにだけ、 この機能を使用するよ う
お勧めします。

この機能は、 通常、 ドキュ メン ト  テーブルのドキュ メン ト名や参照を更新する

と き以外は使用されません。 この機能を他の目的で使用する と、 致命的な障害
が発生するこ とがあ り ます !

( 次のページへ続く )
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Use accum このスタンダード  ルールを使用する と、 数値演算によ り操作できる一連の数値

変数を利用できます。 その後、 その変数をフ ィールド間でやり取りできます。
この機能を使用する と、 ハッシュ  トータル ( たとえば、 数量や価格など数値

フ ィールドの値を累積するのに使用 ) を含むエレ メン トやフ ィールドの計算を追

加、 変更または削除できます。 また、 累積した トータルを  Control の総数の

フ ィールドにマッピングし、 アキュムレータを使用できます。 通常、 アキュム
レータは、 特定のエレ メン トが実行される回数を数えたり、 増加または連続レ
コード数またはライン アイテム数を生成するために使用されます。

Use code このスタンダード  ルールを使用する と、 定義済みコード  テーブルに対してエレ

メン トやフ ィールドを照合させたり、 エレ メン トやフ ィールドにコード  テーブ

ルの値が 1 つも含まれていない場合エラーを生成するかど うかを指定した り、 他

のエレ メン トやフ ィールドにコードの説明を格納した りできます。

VICS 任意産業間通信標準 (Voluntary Inter-industry Communication Standards) は小売業界

のスタンダード制定団体であ り、 ANSI X12 のサブセッ ト を定めています。

X12 EDI スタンダードを制定し公開する  ANSI の委員会。

アウト  ド キュメ ント Gentran:Server ブラウザには、 送信の準備が完了している ドキュ メン トの リ ス ト

が表示されます。 ドキュ メン トは、 正常に送信された後、 自動的に [ アウ ト  ド
ローワ ] に転送されます。

アウト  ドローワ この Gentran:Server ブラウザには、 正常に送信されたドキュ メン トの リ ス トが表

示されます。

アウトバウンド  
マッピング

ドキュ メン ト をパートナーへ送信できるよ うに、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル形

式が EDI スタンダード形式に ト ランスレーシ ョ ンされます。 アウ トバウンド  
データを ト ランスレーシ ョ ンするには、 Gentran:Server でインポート  マップとシ

ステム  インポート  マップを作成する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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アクテ ィブ化 この機能によって、 マップ コンポーネン ト を使用可能にします。 スタンダード

によって " 必須 " ( 存在している ) と定義されているすべてのグループ、 セグメ

ン ト 、 複合およびエレ メン トがアクティブにされます。 必須のグループ、 セグ
メン ト 、 複合およびエレ メン ト をユーザーが非アクティブにするこ とはできま
せん。 データを ト ランスレートする際、 アクティブにされていないグループ、
セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン ト  ( またはレコードおよびフ ィールド ) は処

理されません。 したがって、 スタンダードによって必須と定義されていないグ
ループ、 セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン ト をマッピングに使用する と決定
した場合、 それらをユーザーがアクティブにする必要があ り ます。

アプリケーシ ョ ン 
システム

特定のビジネス機能を遂行するよ うに設計されている、 EDI の外にあるコン

ピュータ  システム。 会計、 購買、 資材管理、 人事、 出荷などのシステムがあ り

ます。

アプリケーシ ョ ン 
ファイル

インポート  マップまたはエクスポート  マップを作成する場合、 自社で使用して

いるアプ リ ケーシ ョ ンを  Gentran:Server に定義する必要があ り ます。

Gentran:Server の用語では、 自社で使用しているアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルは 
" 固定長形式ファ イル " または " 固定長ファイル " と も呼びます。 データが正確

に処理されるためには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルに、 パートナーのドキュ メ

ン トから抽出する必要のある情報 ( マップがインバウンドの場合 )、 またはパー

トナーに送る必要のある情報 ( マップがアウ トバウンドの場合 ) のいずれかのす

べての情報が含まれている必要があ り ます。

色 この機能を使用する と、 前景色や背景色を選択して、 さまざまなマップ コン

ポーネン ト を視覚的に定義するこ とができます。 色の使用は、 オプシ ョ ンです。

印刷物 ト レーディング パートナーから受け取ったデータが印刷ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トへ渡される と出力されます。 データを実際に印刷する必要はあ り ま
せん。 印刷物は、 ファ イルと してハードディ スクに保存するこ と もできます。

インターチェンジ インターチェンジには、 同じ伝送において、 ある送信者からある受信者に送ら
れたドキュ メン ト  ( ト ランザクシ ョ ン セッ ト ) の全ファンクシ ョナル グループ

が含まれます。

( 次のページへ続く )
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インターチェンジ 
ブラウザ

この Gentran:Server ブラウザには、 送信または受信したすべてのインターチェン

ジの階層リ ス ト を表示できます。 インターチェンジの状態に関する情報 ( ファン

クシ ョナル受信確認を受信したかど うか、 およびその受信確認の状態など ) が表

示されます。 また、 このブラウザでは、 インターチェンジ内のドキュ メン ト を
表示できます。 インターチェンジ ブラウザは常に使用可能です。

イン ドキュ メン ト この Gentran:Server ブラウザには、 システム内で受信したがユーザーがまだ処理

していないドキュ メン トの リ ス トが表示されます。 ドキュ メン トの処理 ( 印刷ま

たはエクスポート ) が終了する と、 ドキュ メン トは [ イン ド ローワ ] に転送され

ます。

インバウンド  
マッピング

ト レーディング パートナーから ドキュ メン ト を受信できるよ うに、 パートナー

の EDI スタンダード形式ビジネス  ドキュ メン トが、 自社のアプリ ケーシ ョ ン  
ファ イル形式に ト ランスレーシ ョ ンされます。 インバウンド  データを ト ランス

レーシ ョ ンするには、 エキスポート  マップを作成する必要があ り ます。

インポート このコマンドを実行する と、 外部アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルからデータをイン

ポートできます。 ファ イルの内容に応じて、 パートナー、 ト ランザクシ ョ ン、
またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの情報の入力を要求される場合があ り

ます。

インポート  
ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

「インポート  マップ」 を参照して ください。

インポート  マップ このマップは、 自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル ( テキス ト形式のファ イル定

義。 複数のドキュ メン トで構成される場合もある ) のデータを、 パートナーが受

け取る  EDI スタンダード形式ドキュ メン トへ変換する方法を定義します。 イン

ポート  マップは、 アウ トバウンド処理に必要になり ます。

エクスポート  
ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

「エクスポート  マップ」 を参照して ください。
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エクスポート  マップ このマップは、 パートナーが送信した EDI スタンダード書式のドキュ メン トの

データを自分が使用するアプ リ ケーシ ョ ンに移動する方法を定義します ( テキス

ト形式のファイル定義 )。 インバウンド処理に必要になり ます。

エレメン ト 使用可能な情報の最小単位のこ とであ り、 スタンダードによって定義されます。
たとえば、 数量、 単価、 または説明について定義します。 個々のエレ メン トは、
それぞれの状況に応じて意味合いが多少異なり ます。 したがって、 エレ メン ト
は通常、 組み合わせられてセグメン ト となるまでは、 有用な意味を持つものと
はみなされません。 また、 エレ メン ト とは EDI マップ コンポーネン トのこ とで、

対応するアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドにマッピング ( 連結 ) して、 EDI ファ イル

との間でデータをやり取り します。

以下のよ うに、 3 種類のデータ  エレ メン トがあ り ます。

( 次のページへ続く )

データ  エレメン ト 定義

単純データ  エレ メン ト スタンダードで定義されている最小単位の情報

複合データ  エレ メン ト 複数のコンポーネン ト  エレ メン トで構成される

データ  エレ メン ト

コンポーネン ト  
データ  エレ メン ト

複合データ  エレ メン ト を構成する個々のデータ  
エレ メン ト。 サブエレ メン ト と も言います。
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エンベロープ 処理の便宜を図るために、 伝送時に情報を分割する手段のひとつ。 エンベロー
プには、 それぞれヘッダー セグメン ト と ト レーラ  セグメン トが含まれています。

これらのセグメン トは、 そのエンベロープとほかのエンベロープとを区別し、
エンベロープの内容に関する情報を提供します。

エンベロープには、 次に示す 3 つのレベルがあ り ます。

◗ ト ランザクシ ョ ン セッ ト
各ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( ビジネス  ドキュ メン ト ) は、 ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  エンベロープに入っています。

◗ ファンクシ ョナル グループ
関連するビジネス  ドキュ メン トが入っているエンベロープです。 スタン
ダードによ り、 ファンクシ ョナル グループ エンベロープにま とめなければ
ならない ト ランザクシ ョ ン  セッ トが定義されています。

◗ インターチェンジ エンベロープ
1 回のコ ミ ュニケーシ ョ ンで 1 つの ト レーディング パートナーに送信される
すべてのデータ。 インターチェンジ エンベロープは、 ANSI で使用されてい
る用語です。 EDIA ではこのレベルのエンベロープを意味する用語と して
「伝送エンベロープ」 を使用しています。 しかし、 こ こでは " 伝送 
(transmission)" とい う用語について別の使い方をしているため、 インター
チェンジ エンベロープと呼ぶこ とにします。

メモ
コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンには、 インターチェンジ エンベロープを簡単に
取り込むこ とができます。 そのため、 スタンダード制定団体ではコ ミ ュニケー
シ ョ ン  セッシ ョ ン全体をカバーする第 4 レベルのエンベロープを検討中です。

応答 この Gentran:Server の機能を使用する と、 イン ド ローワ内で選択されている  1 つ
以上のドキュ メン トへの応答と して、 ( パートナー関係に設定されたターンアラ

ウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用して ) ターンアラウンド  ドキュ

メン ト を作成できます。

拡張ルール このルールを使用する と、 Gentran:Server 用プログラ ミ ング言語を使用して、 ほ

とんどすべてのマッピング処理を実行できます。

関係付ける条件 この機能を使用する と、 シンタ ッ クスまたは適合性の理由から、 フ ィールドを
結びつけるこ とができます。 たとえば、 フ ィールド  A はフ ィールド  B が存在し

ないと無効になり ます。 したがって、 フ ィールド  A とフ ィールド  B をペアにす

る条件を設定した場合、 どちらか片方のフ ィールドが存在しないと きに、 エ
ラーが生成されます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



用語解説  ix
既定値 定義済みの値 — 特に変更していない限り、 プログラムではあらかじめ組み込ま

れている値が使用されます。

均等化 この機能を使用する と、 フォーカスされているマップの入力側と出力側のサイズ
を同じサイズに戻すこ とができます。 " 均等化 " 機能の使用は、 オプシ ョ ンです。

クリ ッ ク ク リ ッ ク とは、 指定されたアイテムの上にカーソルを置き、 第 1 マウス  ボタン

を押してから離すこ とを言います。 第 1 マウス  ボタンは、 マウス操作を右手と

左手のどちらで行う場合でも、 人差し指を使って押すボタンのこ とです。

グループ ループ構造のこ とで、 この構造にはグループ データが終了するまで、 あるいは

ループの繰り返し可能最大数に達成するまで、 順次繰り返される関連するレ
コード / セグメン ト とグループまたはどちらか一方が含まれます。 他のグループ

に従属するグループ ( サブグループ ) を作成する場合、 このグループはネス ト さ

れたループ構造 ( ループ内のループ ) にな り ます。 アプリ ケーシ ョ ン  ( 固定長 ) 
ファ イルと  EDI ファ イルは共にグループなので、 それらのファ イルは、

Gentran:Server の他のグループやサブグループと同じよ うに見えます。

クロスリファレンス 
テーブル

このテーブルはパートナー エディ タで作成され、 アウ トバウンド処理中は、

ユーザーの値を ト レーディング パートナーの値に、 インバウンド処理中は、

パートナーの値をユーザーの値に変換するのに使用されます。

コード リス ト  
テーブル

コード リ ス ト  テーブルは、 コードの リ ス トの保管場所と して、 EDI スタンダー

ドによって使用されます。 各 EDI スタンダードによって、 追加定義される各エ

レ メン トのコード リ ス トが用意されます。

固定形式ファイル 「アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル」 を参照して ください。

固定長ファイル 「アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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コ ミ ュニケーシ ョ ン 
セッシ ョ ン

1 回の連続接続期間における、 ある電話番号との間でのすべてのやり取り。 これ

には、 異なる ト レーディング パートナー向けの 2 つまたは  3 つのインターチェ

ンジ エンベロープをネッ ト ワークへ送信するこ と も含まれます。

コンパイル この機能は、 マップをコンパイルした り ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作

成した り します。 Gentran:Server を使用して作成したマップは、 " ソース  マップ " 
と呼ばれます。 ソース  マップがコンパイルされる と、 " コンパイルされた ト ラン

スレーシ ョ ン  オブジェク ト " とな り ます。 作成された ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トは、 使用する前に Gentran:Server システムに登録する必要があ り ます。

コンポーネン ト  
データ  エレメン ト

複合データ  エレ メン トに属する単純なデータ  エレ メン ト 。 サブエレ メン ト と も

言います。

サード  パーティ  
ネッ トワーク

「ネッ ト ワーク」 を参照して ください。

システム インポート  
ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

「システム  インポート  マップ」 を参照して ください。

システム インポート  
マップ

このマップを使って、 ト ランスレータはアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル内の各ド

キュ メン トに対応する取引関係 ( パートナー エディ タで確立 ) を識別します。 こ

れによ り、 ドキュ メン トの処理にどのインポート  マップを使用するかが識別さ

れます。 アウ トバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ンするには、 EDIMGR.INI 
で定義されたシステム インポート  マップが必要です。

システム 
ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

これらの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでは、 インターチェンジ、 ファンク

シ ョナル グループ、 およびト ランザクシ ョ ン  セッ トの作成と分割を制御します。

また、 ファンクシ ョナル受信確認を生成した り、 ファンクシ ョナル受信確認と
の整合性をと るためにも使用されます。 必要なシステム  ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク トはすべて、 Gentran:Server システムによって自動的にインス トールさ

れます。
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実数 実数には、 明示的な小数点 ( たとえば、 2.01 は、 2.01 と書式化される ) があ り、

末尾のゼロが切り捨てられます。

修飾子 コードで表現される値を持つエレ メン トで、 他のエレ メン トの機能に特定の意
味を付与します。 修飾関係とは、 エレ メン ト とその修飾子との間の相互作用の
こ とです。 エレ メン トの機能は、 修飾に含まれるコードによって異なり ます。

受信 この Gentran:Server の機能を使用する と、 ト レーディング パートナーからデータ

を受信するためのコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを手動で開始できます。

受信確認 この用語は、 ANSI 997 ファンクシ ョナル受信確認、 EDIA 999 受理 / 拒絶アドバ

イス、 および EDIFACT CNTRL ドキュ メン ト を示すために使用されます。

主要な機関 EDI コ ミ ュニケーシ ョ ンのスタンダードの開発および更新を行う組織。 ANSI、
EDIA、 AIAG、 UCS、 EDIFACT、 ODETTE、 および VICS などの組織があ り ます。

条件 「関係付ける条件」 を参照して ください。

照合テーブル パートナー エディ タで作成されるテーブルの 1 つ。 インバウンドまたはアウ ト

バウンド  データの値に関連した情報を選択するのに使用します。

所在地テーブル パートナー エディ タで作成されるテーブルの 1 つ。 パートナーの住所情報を格

納できます。

シンプルな
マッピング

「連結」 を参照して ください。

数字 この型のフ ィールドまたはエレ メン トには、 整数または実数が入り ます。 フ ィー
ルドまたはエレ メン ト を番号型と指定する場合、 N ( 整数 ) または R ( 実数 ) のい

ずれかの書式を指定し、 小数点以下の桁数を指定して、 書式を決めます。

( 次のページへ続く )
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スタンダード  
ルール

これらのルールを使用する と、 拡張ルールほど複雑ではないものの、 単純な連
結よ りアドバンス ド  マッピング操作を実行できます。 各スタンダード  ルールは、

相互に両立しません (1 つのフ ィールドに使用できるスタンダード  ルールは 1 つ
だけです )。

ステータス バー アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウのステータス  バーの機能には、 選択、 コマンド、

またはプロセスに関する情報の定義、 各アイテムを反転表示にしたと きのメ
ニュー バー アイテムの定義、 および入力時の現在のキーボード開始モード  ( た
とえば、 Caps Lock キーに対しては CAP、 Num Lock キーに対しては NUM) の表

示などがあ り ます。 シンタ ッ クス  
トークン

この機能を使用する と、 string 型のエレ メン トやフ ィールドに使用できる文字や

数字の範囲を定義する  " トークン " を指定できます。 その後、 指定したシンタ ッ

クス  トークンを  [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 書式 ] フ ィー

ルドで使用できます。 これによ り、 各エレ メン ト / フ ィールドのエラー チェッ

ク中に使用する文字の種類 ( ある範囲内の英数字、 ある範囲内の数値など ) を定

義できます。

整数 含意の小数点を持つ数字 ( たとえば、 2.01 は、 201 と書式設定される )。

セグメン ト 有用なデータをやり取りするために組み合わされた関連エレ メン ト または複合
データ  エレ メン トのグループ。 セグメン トは EDI スタンダードによって定義さ

れます。 1 つのセグメン トは、 一度だけ実行される場合と、 複数回繰り返される

場合があ り ます。 たとえば、 カタログ定価セグメン トはアイテムの説明、 数量、
価格、 リード  タイムなどのエレ メン トで構成されている と します。 これらのエ

レ メン トが単独で有用な情報を伝えるわけではあ り ません。 しかし、 これらの
エレ メン ト を組み合わせるこ とによ り、 そのアイテムが希望に合うかど うか、
または価格が妥当なものかど うかなどを判断するために必要な情報になり ます。
複数のセグメン トが集まる と ト ランザクシ ョ ン  セッ トにな り ます。

セッ ト 「 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  ( ドキュ メン ト )」 を参照して ください。

送信 Gentran:Server のこの機能を使用する と、 ト レーディング パートナーにデータを

送信するためのコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを手動で開始できます。 選択さ

れたドキュ メン トのみがエンベロープに収められて送信されます。 ドキュ メン
トが選択されていない場合は、 すべてのドキュ メン トが送信されます。 正常に
送信されたドキュ メン トは、 アウ ト  ド ローワへ移動します。

( 次のページへ続く )
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ターンアラウンド  
ドキュ メン ト

ソース  ドキュ メン トからのデータ  エレ メン トが、 ターンアラウンド  マップを使

用して自動的に転送される と きの転送先のドキュ メン ト 。

ターンアラウンド  
マップ

インバウンド  ( ソース ) ドキュ メン トからターンアラウンド  ドキュ メン ト  ( ソー

スへの論理的応答ドキュ メン ト ) を作成するために使用される一連の命令。 ソー

ス  ドキュ メン トからターゲッ ト  ドキュ メ ン ト  ( ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト ) にデータを転送するこ とによって作成されます。

ダイアログ ボックス ダイアログ ボッ クスには、 ユーザーが取る必要のある動作の追加情報またはオ

プシ ョ ンが表示されています。 オプシ ョ ンを指定した場合、 コマンドを実行す
るためのボタンを選択できます。 要求された作業を実行できない理由を示す警
告またはメ ッセージが表示されるダイアログ ボッ クスもあ り ます。 ダイアログ 
ボッ クスにタイ トルバーがある場合には、 デスク ト ップの別の場所にそれを移
動するこ とができます。

タイ トル バー アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウのタイ トル バーにはアプリ ケーシ ョ ン名が表示さ

れます。 タイ トル バーを使用して、 デスク ト ップ上の別の場所にウ ィンド ウを

移動できます。

ダブルクリ ック ダブルク リ ッ ク とは、 指定されたアイテムの上にカーソルを置き、 第 1 マウス  
ボタンをすばやく  2 回、 押してから離すこ とです。 第 1 マウス  ボタンは、 マウ

スを右きき用にしていても左きき用にしていても、 人差し指を使って押すボタ
ンのこ とです。

チェ ックボックス チェッ クボッ クスによって、 リ ス トからオプシ ョ ンを選択またはク リ アできま
す。 オプシ ョ ンを リ ス トから必要なだけ選択できます。 チェ ッ クボッ クスを選
択する と、 チェ ッ クマークが表示されます。 使用できないオプシ ョ ンのラベル
は、 グレー表示されます。

ツールバー ツールバーには、 メニュー バーで使用可能なコマンドがグラフ ィカルなボタン

で表示されます。
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定義済み データ登録ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トにおける、 特定のエレ メン トの既

定値。 必要に応じて値を変更できます。

適合 ドキュ メン トが、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで定義されたとおり、 EDI 
スタンダードに準拠しているこ とを意味します。

伝送 「コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン」 を参照して ください。

伝送チェーン EDI コ ミ ュニケーシ ョ ンがたどるこ とのできるパス。 パスには、 1 つの会社、

1 つのト レーディング パートナー、 および 1 つ以上のネッ ト ワーク  サービスが

含まれます。

ドキュ メン ト 実データが含まれ、 単一の実体と して処理される  1 つの ト ランザクシ ョ ン セッ

ト 。 ドキュ メン トであるか否かの識別は、 データ量とは関係なく、 単一の実体
と して処理されるかど うかによってのみ判定されます。 たとえば、 発注書に記
載されているアイテムが 1 件であろ う と、 1 万件であろ う と、 それが 1 枚の発注

書である限り  1 つのドキュ メン ト とな り ます。

10 枚の発注書が含まれるコ ミ ュニケーシ ョ ンを ト レーディング パートナーが送

信した場合、 自社側では 10 枚のドキュ メン ト を受け取るこ とにな り ます。 コ

ミ ュニケーシ ョ ンに 15 枚の請求書が含まれていれば、 15 枚のドキュ メン ト を受

け取るこ とにな り ます。

ト ランザクシ ョ ン 
セッ ト
( ドキュ メン ト )

スタンダードで定義されているビジネス書式。 たとえば、 ANSI 850 発注書や 
UCS 880 請求書などです。 スタンダードでは、 フォームを構成するセグメン トお

よびエレ メン ト 、 それらが表示される順序、 およびそれらの関係について、 そ
れぞれの ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を定義しています。 これはヨーロ ッパでは 
" メ ッセージ " と も呼ばれています。
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ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

特定の ト ランザクシ ョ ン セッ トの入力または出力が確実に存在し、 使用可能な

形で表示されるよ うに設定された、 あらかじめ設計済みの配置。 各パートナー
関係で使用する ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を指定する必要があ り ます。

インバウン ド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ ク ト :
ターンアラウンド : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 ドキュ メン ト受
信時にそのドキュ メン トからできるだけ多くのエレ メン トが含まれる自然な応
答ドキュ メン ト を作成するために使用します。

エクスポート  ファ イル : この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでは、 ドキュ メ

ン トの受信時にそのドキュ メン ト を指定されたファ イル形式にエクスポートす
るよ うに指定します。

印刷 : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 ドキュ メン ト を印刷

します。

アウ トバウン ド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ ク ト :
インポート : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ
イルからデータをインポートする場合に使用します。

印刷 : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 ドキュ メン ト を印刷

します。

画面入力 : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 ドキュ メン ト  エディ タに

データを入力する場合に使用します。

ト ランスレータ Gentran:Server、 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム、 および

フォーム インテグレーシ ョ ンのデータを処理するエンジン。

ト レーディング 
パートナー

ドキュ メン ト を交換する相手先となる企業。 パートナーと も言います。

日 / 時 この種類のフ ィールドまたはエレ メン トには、 日付または時刻が入り ます。
フ ィールドまたはエレ メン ト を日 / 時型と指定する場合、 日付または時刻の書式

を正確に指定しなければなり ません。

ネッ トワーク 企業からの伝送を受け入れて ト レーディング パートナー側で受信準備ができる

まで保持するサード  パーティ  ネッ ト ワークまたは付加価値ネッ ト ワーク  (VAN: 
Value-Added Network) と も呼ばれます。
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バージ ョ ン 各スタンダード制定団体は、 定期的にスタンダードを更新します。 それぞれの
正式な更新のこ とをバージ ョ ンと呼びます。

パートナー ドキュ メン ト を交換する相手の企業。 ト レーディング パートナーと も言います。

パート ナー エディ タ この Gentran:Server の機能を使用する と、 自社および全ト レーディング パート

ナーのすべてのパートナー情報を定義、 編集、 および削除できます。

非アクテ ィブ化 この機能によって、 マップ コンポーネン ト をシステムが使用できないよ うにし

ます。 必須グループ、 セグメン ト 、 複合およびエレ メン ト を非アクティブにす
るこ とはできません。

ファンクシ ョナル 
グループ

関連する ト ランザクシ ョ ン  セッ ト間の互換性を確保する目的で、 スタンダード

制定団体 (ANSI など ) によって定義された ト ランザクシ ョ ン  セッ トのグループ。

たとえば、 すべての購買ト ランザクシ ョ ン  セッ ト をま とめたものと して定義さ

れているファンクシ ョナル グループがあ り ます。

フ ィールド アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルで定義される情報の最小単位。 また、 フ ィールド と

はアプリ ケーシ ョ ン マップ コンポーネン トのこ とで、 対応する  EDI エレ メン ト

にマッピング ( 連結 ) して、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルとの間でデータをやり取

り します。

フォン ト この機能を使用する と、 すべてのマップの表示に使用されるフォン ト をグロー
バルに変更できます。 Gentran:Server の既定のフォン トは、 9 ポイン トの Sans 
Serif です。 " フォン ト " 機能を使用する と、 フォン トの種類、 スタイル、 および

ポイン ト  サイズを変更できます。 この機能によって、 フォン ト を自由にカスタ

マイズするこ とが可能にな り ます。 たとえば、 マップのよ り広い範囲を画面に
表示する必要がある場合にフォン ト を小さ く した り、 またはフォン ト を大き く
した り、 さ らにまたフォン ト をよ り読みやすい種類やスタイルに変更した りで
きます。

複合データ  
エレメン ト

2 つ以上のコンポーネン ト  データ  エレ メン ト またはサブエレ メン トから構成さ

れます。 複合は、 それらの複合を使用する  EDI スタンダード  (EDIFACT、
TRADACOMS、 および一部の ANSI X12 スタンダード ) によって定義されます。
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ブラウザ ブラウザは、 ドキュ メン ト  ( ト ランザクシ ョ ンセッ ト )、 インターチェンジ、 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク ト などのアイテムのリ ス ト を表示するウ ィンド ウ

です。 ドキュ メン ト  ブラウザには、 ドキュ メン トのみが表示されます。

プロモート この機能は、 グループまたは繰り返されるセグメン トから  1 つの繰り返し  ( イン

スタンス ) を抽出します。 この機能を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル

から一意のデータをマッピングして、 特別な定義を入力するこ とができます。
Gentran:Server では、 1 対 1 ( ループなし ) および複数対複数 ( ループ ) のみが有

効です。

分割 この機能を使用する と、 グループや繰り返されるセグメン ト を  2 つのループに分

割するこ とができます。 通常この機能は、 複数回出現する同じマップ コンポー

ネン トのインスタンスが 1 つ以上必要な場合に使用します。

ポスト この Gentran:Server の機能を使用する と、 適合する ドキュ メン ト をワークスペー

スからアウ ト  ドキュ メ ン トに移動するこ とができます。

ボタン ボタンを使用して、 コマンドを実行できます。 ボタンを選択するには、 そのボ
タンをク リ ッ クするか、 使用したいボタンが選択されるまで TAB を押し、 次に 
ENTER を押します。 使用できないボタンは、 グレー表示になっており、 現在選

択されているボタンは、 他のボタンよ り縁が濃くなっています。

マップ Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムで定義する一

連の手順。 自社のアプリ ケーシ ョ ン ファ イルと  EDI スタンダード間の対応関係

を示し、 システムがデータを ト ランスレーシ ョ ンする方法を定義します。

メニュー 選択するアイテムのリ ス ト 。 各アイテムは、 コマンドを表します。 使用できな
いアイテムはメニュー上でグレー表示され、 無効であるこ とが示されます。

メニューバー アプ リ ケーシ ョ ン メニューのリ ス トが表示されます。
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ユーザー 
ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

これらの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでは、 画面入力、 インポート、 エク

スポート、 ターンアラウンド  ドキュ メン ト 、 および印刷レポート作成を制御し

ます。 これらの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 アプリ ケーシ ョ ン  インテ

グレーシ ョ ンまたはフォーム  インテグレーシ ョ ン サブシステムを使用して作成

されます。 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 インポー

ト、 エクスポート、 およびターンアラウンド  ドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト を作成できます。 フォーム  インテグレーシ ョ ン サブシステムで

は、 画面入力および印刷の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成できます。

ラジオ ボタン ラジオ ボタンは、 相互に排他的なオプシ ョ ンのグループを指します。 一度に選

択できるオプシ ョ ンは 1 つだけです。 オプシ ョ ンを選択するには、 ラジオ ボタ

ンをク リ ッ クするか、 必要なオプシ ョ ンが選択されるまでスペース  バーを押し

ます。 選択されたオプシ ョ ンには、 黒丸 ( ● ) が入り ます。 使用不可の選択肢

は、 ラベルがグレー表示されます。

リス ト  ボックス リ ス ト  ボッ クスには、 選択肢のリ ス トが表示されます。 選択肢の数が多くて

ボッ クスに収ま り きらない場合は、 スク ロール バーが提供されます。

リテラル定数 システムがマップで後で使用する情報を保存しておく保管場所。 通常、 定数は
アウ トバウンド  マップで修飾子を生成するために使用されます。

ループ開始 /
ループ終了

一部の EDI スタンダードでは、 ループ開始 (LS: Loop Start) および ループ終了 
(LE: Loop End) セグメン トが使用されます。 同じタイプのループが複数ある場

合、 LS および LE セグメン トによって区別されます。 ト ランザクシ ョ ンに LS お
よび LE セグメン トが含まれている場合、 マップで使用しているループの LS お
よび LE セグメン ト を定義する必要があ り ます。 マップがインバウンドかアウ ト

バウンドかによって、 2 つのうちいずれか 1 つの方法で定義します。

レコード 関連フ ィールドのグループで構成されます。 1 つのレコードは一度だけ実行され

る場合と、 複数回繰り返される場合があ り ます。

連結 この機能を使用する と、 マップの入力側のフ ィールドまたはエレ メン ト を出力
側のフ ィールドまたはエレ メン トにマッピングするこ とができます。 2 つのマッ

プ コンポーネン ト  ( 以下フ ィールド と呼ぶ ) 間の連結は、 2 つのフ ィールドをつ

なぐ線と して表示されます。
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ワークスペース Gentran:Server ブラウザには、 アウ トバウンド  " 処理中 " ドキュ メン トの リ ス ト

が表示されます。 最近インポート したドキュ メン トや画面入力ドキュ メン ト も
表示されます。
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